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この使用説明書は、使用目的や操作の習熟度に応じて、前から後ろへ 
と順番に読み進めていただく構成になっています。 



【応用編】撮影 （ P .36 〜巨 1) 

露出などを変更して、より本格的な撮影を 
楽しむための操作について説明しています。 


【設定編】カメラの富本設定 （ P .8 日〜9日） 

メモリーカードの初期化やカメラに内蔵されている時計の設定など、 
カメラの基本的な設定をする方法について説明しています。 

I― ■ - 

■[ 【設定編】撮影-再生についての設定、 

■ カスタムメニュー （ P .96 〜 131) 

I I より詳細な設定について説明しています。 


【応用編】再生 （ P . S 2 〜 84) 

撮影した画像の再生や、パソコン、プリンター 
などと接続する方法について説明しています。 
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安を上のご注意 


絵ま示の例 


A 記号は、ま意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具 
体的なを意内容（左図の場合は感電を意）が描かれています。 

( S ) 記号は、禁止の行為（してはいけないこと）を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

• 記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントから巧 <) が描かれています。 


ご使用の前に「安全上のごま意」をよくお読みの上、正しくお使いください。こ 
の「安全上のごま意」は、製品を安全に正しく使用し、あなたや他の人々への危害 
や財産への損害を未然に防止するために重要な内容を記載しています。お読みに 
なった後は、お使いになるちびいつでを見られるところに必ず保管してください。 

表示と意味は、次のようになっています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


A Wa (カメラとレンズについて） 




分解したり修理- 
こと 


改造をしない 


感電したり、異常動作をしてケ 
ガの原因となります。 


/V 


バツァリーを 
取る 

熱くなる、煙が出る、こげ臭い 
などの異常時は、速やかにバッ 
テリーを取り出すこと 

そのまま使用すると火災、やけ 
どの原因となります。 

〇 

バッテ U —を取り出す際、やけ 
どに充分を意して < ださい。 

すぐに 
修理依頼を 

バッテ U —を抜いて、ニコン 
サービスセンターに修理を依頼 
して < ださい。 

(D 

水につけたり、水をかけたり、 
雨にめらしたりしないこと 

水かけ禁止 

発火したり感電の原因となります。 


落下などによって破損し、内部 

® が露出したとさは、露出部に手 
を触れないこと 

接触禁止 感電したり、破損部でケガをす 

〇 る原因となります。 

バッテリー、電源を抜いて、二 
すぐに コンサービスセンターに修理を 
修理依頼を 依頼してください。 


A を膜 

A 警告 
A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ 
可能性が高いと想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ 
可能性が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が 
想定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


A ® ® 

























A 警告 


(カメラとレンズについて） 


0 

使用禁止 

引义-爆発のおそれのある場所 
では使用しないこと 

プ□パンガス、ガソリンなどの 
引火性ガスや粉塵の発生する場 
所で使用すると、爆発や火災の 
原因となります。 

[0 

使用禁止 

レンズまたはカメラで直接太陽 
や強い光を見ないこと 

失明や視力障害の原因となります。 

0 

発光禁止 

車の運転ち等に向けてフラッシュ 
を発光しないこと 

事故の原因となります。 

0 

発光禁止 

フラッシュを人の目に近づけて 
発光しないこと 

視力障害の原因となります。 

特に乳幼児を撮影するとさは] m 
政上離れてください。 

A 

保管注意 

幼巧の□に入るルさな付属品は、 
幼児の手の届かないところに置 
<こと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだ場合は直ちに医 
師にご相談ください。 

A 

警告 

ストラップが首に巻を付かない 
よラにすること 

特に幼児-児童の首にストラッ 
プをかけないこと 

首に巻さ付いて窒息の原因とな 
ります。 

0 

使用禁止 

AC アダプター使用時に雷が鳴り 
出したら、電源プラグに触れな 
いこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れ 
て < ださい。 


A 

警告 

指定のバッテリーまたは専用 AC 
アダプターを使用すること 

指定政がのわのを使用すると、火 
災-感電の原因となります。 

A ミ主意 

(カメラとレンズについて） 

[A 

感電を意 

めれた手でさね5ないこと 

感電の原因になることびあります。 

A 

保管注意 

製品は幼巧の手の届かないとこ 
ろに 置く こと 

ケガの原因になることびあります。 

A 

使用しないとをは、レンズに 
キャップを付けるか、太陽光の 
あた5ない所に保管すること 

保管注意 

太陽光び焦点を結び、火災の原 
因になることびあります。 

A 

兰脚にカメラやレンズを取り付 
けたまま移動しないこと 


転倒したりぶつけたりして、ケ 
ガの原因となることびあります。 


飛行機内で使ラとさは、航空会 
社の指示に従ラこと 

/K 本機器び出す電磁波などにより、 
飛ち機の計器に影 g をちをるむそ 
れびあります。病院で使ラ際ち、 
病院の指示に従ってください。 



長期間使用しないとをは 電源 


(バッテリーや AC アダプター） 

禁止 

をがすこと 

A 

バッテリーの液われにより、火 

を 

災、ケガや周囲を巧損する原因 

プラグを巧く 

となることびあります。 


内蔵フラッシュの発光窓を人体 

0 やちのに密着させて発光させな 
いこと 

発光禁止 やけどや発火の原因となること 
びあります。 


ン 









































0 

使用禁止 

Li - ion リチャージャブルバッテ 

U — EN - EL 3 a は、 D 己0にタオ応 
しています。 EN - EL 3 a にタオ応し 
ていない機器には使用しないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

危検 

バッテリ -か 5ちれた液が目に 
入ったとをはすぐにきれいな水で 
洗い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷 
害を与える原因となります。 

么 警告 

(専用リチウムイオンバッテリーについて） 

A 

保管注意 

バッテリーは幼児の手の届かな 
い所に置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだ場合は直ちに医 
師にご相談ください。 

(§) 

水かけ禁止 

水につけたり、めらさないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

変色•変形、そのほか今までと異 
なることに気づいたときは、使 
用しないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

充電の際に所定の充電時間を超 
えてち充電が完了しない場合に 
は、充電をやめること 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

バッテリーをリサイクルするとき 
や、やむなく廃棄するとをはテー 
プなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破 
裂、発火の原因となります。二 
コンサービスセンターや U サイ 
クル協力店へご持参くださるか、 
お住まいの自治体の規則に従つ 
て廃棄してください。 


A 注意 

(カメラとレンズについて） 

0 

禁止 

本機器や AC アダプターは布団 
でおおったり、つつんだりして 
使用しないこと 

熱びこわりケースび変形し、火 
災の原因となることびあります。 

0 

放置禁止 

窓を閉め切った自動車の中や直 
射曰光が当たる場所など、異常 
に温度が高<なる場所に放置し 
ないこと 

内部の部品に悪影響を与え、火 
災の原因となることびあります。 

0 

禁止 

同捆の CD - ROM を音楽用 CD プ 
レーヤーで使用しないこと 

機器に損傷を与えたり大さな音 
びして聴力に悪影響を及ぼす場 
合びあります。 

A を暖 

(専用リチウムイオンバッテリーについて） 

0 

禁止 

バッテリーを义に入れたり、力 □ 
熱しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

巧解禁止 

バッテリーをショート、分解しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

A 

危険 

専用の充電器を使用すること 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

A 

危検 

ネックレス、ヘアピンなどの金 
属製のちのと一緒に持ち運んだ 
り、保管しないこと 

ショートして液われ、発熱、破 
裂の原因となります。 

持ち運ぶとさは端テカバーをつ 
けて < ださい。 


w 






































A 警告 

馆用リチウムイオンバッテリーについて) 


A 

バッテリーか5もれた液が皮膚 
やを服に付いたときはすぐにき 
れいな水で洗ラこと 

警告 

そのままにしておくと、皮膚び 
かぶれたりする原因になります。 

A 注意 

(専用リチウムイオンバッテリーについて） 

A 

ミ主意 

バッテリーに強い衝撃を与えた 
り、投げたりしないこと 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ることびあります。 

A 警告 

(クイックチャージャーについて） 

巧解禁止 

分解したり修理-改造をしない 
こと 

感電したり、異萬動作をしてケ 
ガの原因となります。 




落下などによって破損し、内部 
が露出したとさは、露出部に手 
を触れないこと 

g 触禁 ±感電したり、破損部でケガをす 

〇 る原因となります。 

電源プラグをコンセントから抜 
がいて、 ニコンサービスセンター 
m 胃に麵を依頼してください。 


€ 

バツァリーを 
取る 

〇 

すぐに 
修理依頼を 


熱くなる、煙が出る、こげ臭いな 
どの異常時は、速やかに電源プ 
ラグをコンセントから巧くこと 

そのまま使用すると火災、やけ 
どの原因となります。 

電源プラグを コンセント から抜 
<際、やけどに充分を意して< 
ださい。 ニコンサービスセンター 
に修理を依頼して < ださい。 


水かけ禁止 

水につけたり、水をかけたり、雨 
にめ5したりしないこと 

発火したり感電の原因となります。 

0 

使用禁止 

引义-爆発のおそれのある場所 
では使用しないこと 

プ□パンガス、 ガソリンなどの 
引火性ガスや粉塵の発生する場 
所で使用すると、爆発や火災の 
原因となります。 

A 

警告 

電源プラグの金属部やその周辺 
にほこりが付着している場合は、 
乾いた巧で拭を取ること 

そのまま使用すると火災の原因 
になります。 

0 

使用禁止 

雷が鳴り出した5電源プラグに 
触れないこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れ 
て < ださい。 

0 

禁止 

電源コードを傷つけたり加工し 
たりしないこと 

また、重いちのを載せたり、加 
熱したり、引っ張ったり、無理 
に曲げたりしないこと 

電源コードび破損し、火災、感 
電の原因となります。 

/4\ 

感電を意 

めれた手で電源プラグを抜を差 
ししないこと 

感電の原因になることびあります。 

A 注意 

(クイツクチャージャーについて） 

A 

感電注意 

めれた手でさねらないこと 

感電の原因になることびあります。 

A 

放置注意 

製品は幼巧の手の届かないとこ 
ろに置くこと 

ケガの原因になることびあります。 









































[0 

. 禁止 

充電式電池!^ソ外は充電しないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

電池を廃棄する時はテープなど 
で接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破 
裂、発火の原因となります。お 
住まいの自治体の規則に従って 
正しく廃棄してください。 

A 

電池か 5 ちれた液が皮膚や巧服 
に付いたとをはすぐにをれいな 
水で洗ラこと 

警告 

そのままにしておくと、皮膚び 
かぶれたりする原因となります。 


A を検 

(リモコン用リチウム電池について） 

A 

危検 

電池か 5 もれた液が目に入った 
時はすぐにきれいな水で洗い、医 
師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷 
害を与える原因となります。 

A 警告 

(リモコン用リチウム電池について） 

0 

禁止 

電池を义に入れたり、加熱しな 
いこと 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

巧解禁止 

電池をショート、分解しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

A 

警告 

電池に表示された警告-ま意を 
守ること 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

A 

警告 

使用説明書に表おされた電池を 
使用すること 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 

水かけ禁止 

水につけたり、め 5 さないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

保管注意 

電池は幼児の手の届かない所に 
置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 
万一飲み込んだ場合は直ちに医 
師にご相談ください。 

A 

警告 

電池の「+」と「一」の向をを 
まちがえないよラにすること 

液われ、発熱、破裂の原因とな 
ります。 


via 



































お使いになる前 



ニコンデジタルー眼レフカメラ D 己日をお買い上げくださいまして、 
まことにありびとうございます。 

お使いになる前に、この使用説明書をよくお読みになり、内容を充分 
に理解してから正しくお使いください。お読みになった後は、お使い 
になるちびいつでも見られるところに保管し、 D 日日での撮影を楽しむ 
ためにお役立てください。 

このカメラには、この使用説明書のほか、じ I 下の説明書び付属してい 
ます。これらの説明書ちあわせてよくお読みください。 

簡単操作ガイド 

撮影の方法と、撮影した画像をパソコンに転送する手順を、簡単に 
説明しています。 

円 ctureProject ソフトウエア使用説明書 （ CD - R 日 M に収録） 


付属のソフトウエア 「 PictureProject 」 の使用説明書です。 

撮影した画像をパソコンに転送でさるほか、パソコン上で画像を調 
整したり、見やすく整理したりすることびでさます。 

カスタ マーヴ ポート 

下記アドレスのホームページで、ヴポート情報をご案内しています。 

h け p :// www . nikon - image . com / jpn / support / index.htm 

表記について 

•SD メモ U —カードを「メモ U —カード」と表記しています。 

• ご購入時のカメラの設定を「初期設定」と表記しています。 

商標説明 

• Microsoft ® および Windows ® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標です。 

• Macintosh®、Mac OS、QuickTime は米国およびその他の国で登録された米国アップルコン 
ピュータ社の商標です。 

• Adobe、Adobe Acrobat は Adobe Systems , Inc . (アドビシステムズ社）の商標または特定 
地域における同社の登録商標です。 

• Pentium は米国インテル社の登録商標です。 

• PictBridge □コ'は商標です。 

• その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 7 
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•本製品を安/こ、してお使いいただくために 

本製品は、当社製のアクセサリー(レンズ、スピードライト、バッテリー、バッテリーチャージャー、 
AC アダプターなど）に適合ずるよラに作5れておりまずので、当社製品との組み合せでお使いく 
ださい。 

• 模做品のバッテ I 」一をお使いになると、カメラの充分な性能び発揮でさないほか、バッテ U —の 
異萬な発熱や液われ、破裂、発火などの原因となります。 

• 他社製品や模做品と組み合わせてお使いになると、事故-故障などび起こる可能性びあります。 
その場合、当社の保証の対象がとなりますのでごを意<ださい。 

•大切な撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮りをしてカメラび正南に機能すること 
を事前に確認して<ださい。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利益 
喪失等に関する損害等）についての補償はご容赦願います。 

•保証書とカスタマー登録カードについて 

この製品には「保証書」と「カスタマー登録カード」び付いていますのでご確認<ださい。「保証書」 
は、お買い上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになっています。必ず「ご購入年 
月曰」「ご購入店」び記入された保証書をお受け取り<ださい。「保証書」をお受け取りにならない 
と、ご購入]年政内の保証修理び受けられないことになります。お受け取りにならなかった場合は、 
ただちに購入店にご請ボ<ださい。 

• カスタマー登録は下記のホームページからわ行えます。 

https :// reg . nikon - image.com 

•あ5かじめご承知いたださたいこと 

• この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りいたします。 

• 仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。 

• 使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦<ださい。 

参著作権についてのごま意 

あなたびカメラで撮影したわのは、個人として楽しむなどの他は、著作権上、権利者に無断で使ラ 
ことびでさません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむなどの目的であってわ、 
撮影を制限している場合びありますのでごを意ください。また、著作権の対象となっている画像は、 
著作権法の規定による範囲内で使用するがは、ご利用いただけませんのでごを意ください。 

参ラジオ、テレビなどへの電波障害についてのごま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ<クラス目情報技術 
装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、ラジオやテレビの近くで 
お使いになると、受信障害を引さ起こすことびあります。使用説明書にしたびって正し<お取り扱 
い < ださい。 

•カメラやメモリーカードを譲渡/廃棄するときのごを意 

メモリーカード内のデータはカメラやパソコンで初期化または削除しただけでは、完全には消去さ 
れません。譲渡/廃棄した後に市販のデータ修復ソフトなどを使ってデータび復元され、重要なデー 
夕び流出してしまう可能性びあります。メモリーカード内のデータはお客様の責任において管理し 
て < ださい。 

メモ U —力ードを譲渡/廃棄する際は、市販のデータ消去専用ソフトなどを使ってデータを完全に 
消去するか、初期化後にメモ U —力ードびいっぱいになるまで、空や地面などの画像で置さ換える 
ことをおすすめします。なお、プ U セットホワイトバランスの画像 （ P .103) わ、同様に別の画 
像で置さ換えてから譲渡/廃棄してください。メモリーカードを物理的に破壊して廃棄する場合は、 
周囲の状況やけびなどに充分ごを意<ださい。 
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各部の名称 


カメラ本体 


ひとつのボタンに複数の役割びある場合は、カツコ内に記載しています。 


フラッシュ取り付け部（アクセサリーシュ ー) : P .142 , 
内蔵フラッシュ： P .23、 44 


表示パネル： P .6 


AF ネ甫助光ランプ： P .41 
(セルフタイ7—： P .2 日) 
啸目軽減： P .44) 

巧 I セルフタイマー. 
リモコンボタン： P .28 
(設定リセット： P . 日 1) 

露出捕正 
ボタン： P . 已7 
(@絞り変更 
(調光補正：- 

シヤツター 

ボタン： P .21 

電源スイッチ： 

P .18 


リモコン 
受光部： P .28 


アクセサリー 
シューカバー: 
P .142 


©フラッシュ 
ボタン： P .23、 44 
(己 g 調光補正： P .47) 


撮影モード 
ダイヤル： P .8 


ストラップ 
取り付け部 
(吊り環）： 
P .9 



レンズ取り外し 
ボタン： P .9 


DC 入力端子： P . 147 
(別売の AC アダプター 
EH - 已を接続します） 


はじめ U 各部のを称 




























カメラ本体（つづき） 


ファインダー接眼窓 
P .7、 17、20 

接眼目当て： P . 17 

IP 単写/連写 
ボタン： P .27 
感定リセット： 

P .61) 

再生ボタン： 

P .30、 62 


AE/AF □ックボタン： 

視度調節レバー: P .17 P .41、 12已、127 


コマンドダイヤル： 

P . 已3~已已、巨2~巨巨 

メモ U —カード 


メニュ 
ボタン： P.C 



P .32 

〇サムネイル 
ボタン： P .6 已 
(ISO 感度： P .48) 

@ヘルプ/ 

プ□テクトボタン 
P .32、 67 
(WB ホワイトバラ 
ンス： P .60) 

実行ボタン： 

P .3 已 

(QUAL 画質： P .38) 

巧拡大： P .66) 

液晶モニター: P .30、 


リセツトスイツチ： P . 1已4 兰脚ネジ穴 


バッテリーカバー 
開閉ノブ： P . 11 


メモリーカードアクセスランプ： 
P .14、 1巨、22 


〇削除ボタン： P .30、 68 


はじゆに各部のを称 
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广 マルチセレクタ- 

マルチセレクターの基本的な使い方は、似下の通りです。 



下に移動 


[ Ma レンズについて 

この使用説明書ではレンズについて、 AF-S DX 18 〜已已 mm f /3 .己〜已 .6 G ED を 
例に説明しています。他のレンズについては、レンズの使用説明書をご覧<ださい。 

焦点距離目盛 

ズームリング： P .20 レンズ 着脱指標： P .9 



CPU 信号接点： P .138 

フォーカスリング： P .43 A - M 切り換えスイッチ： P . 19、43 






































^ 示ノ\°寺 J レ（説明のため、すべての表示を点なさせています) 


〇- 

〇- 

1 

1 1 

〇- 

巧巧巧 U ro 只 

〇- 

跨慶 
-が qT が 

6 巧肥凶。。 tlilU ⑩ 

AF-CAF 回国 +"> — K - 


REAR 

RAW 

FINE 

1#|岡^旧狂8] 

0- 

NORM 

BASIC 

LMSI 婴 A* 蘇おち4合が E 

〇- 


1 1 


I シャッタースピード . P .49 〜己己 

露出補正値 . P . 己7 

調光補正値 . P .47 

ISO 感度 . P .48 

ISO 感度表示 . P .48 

感度自動表示 . P .1 18、119 

バッテリー残量表示 . P .1 召 

フラッシュモード . P .44 

画質モード . P .37 

画像サイズ . P .38 



ホワイトバランスモード . P . 己9 

撮影可能コマ数 . P .19 

連写可能コマ数 . P .27 

ホワイトバランスプ U セツトデータ 

取得モード表示 . P .101 

PC 接続中表示 . P .71 

1000コマ!;>(上補助表示 . P .7 

電子音表示 . P .1 13 

絞〇イ直 . P .49 〜己已 

PC 接続中表示 . P .73 




調光補正表示 . P .47 

露出補正表示 . P . 己7 

プ□グラムシフト表示 . P .52 

フオーカスエリア表示 . P .20、 40 

AF 工 U ァモード表示 . P .1 1曰 

AF モード表示 . P .1 14 

測光モード . P .124 



セルフタイマー / 

リモコンモード表示 . P .28 

オートブラケティンググラフ ..... P .120 

オートブラケティング表示 . P .120 

時刻未設定表示 . P .12、 1曰9 

単写/連写モード表示 . P .27 































































































回 


フアインダ—（説明のため、すべての表示を点なさせています) 



-© 

バッテリーの残量が無い 
とさは、ファインダー内 
が暗<なります。充電し 
たバッテ U —を入れると 
明る <な0ます。 




中央測光エリア . P .124 

フォーカ スエ U ア . P .20、 40 

力ード無し表示 . P .14、 159 

バツテ U —残量表示 . P .18 

ピント表示 . P .21、 43、1已9 

フオーカスエ U ア表示 . P .20、 40 

AF エ U アモード表示 . P .1 1已 

FV □ツク表示 . P .127 

シャツタースピード . P .49 〜已已 

絞〇イ直 . P .49 〜已已 

調光補正表示 . P .47 

露出補正表示 . P . 已7 



撮影可能コマ数 . P .19 

連写可能コマ数 . P .27 

ホワイトバランスプ U セツトデータ 

取得モード表示 . P .101 

露出補正値 . P . 己7 

調光補正値 . P .47 

PC 接続中表示 . P .71、 73 

レディーライト . P .23 

AE □ック表示 . P .12 己 

露出インジケーター . P . 己6 

露出補正インジケーター . P . 己7 

感度自動表示 . P .1 18、119 

1000コマ上補助表示 . P .7 


Baa 1000コマ以上補助表示 I 

撮影可能コマ数び] 0日日コマ!;(上あるとさに点灯します。たと 
えば] 2日日コマ撮影でさるとさは、ちのように表示されます。 


ぷ 


電源 OFF 時の表示 

電源び日 FF のときも、バッテ U - び入っていれば、表示パネ 
ルには撮影可能コマ数び表示されます。 


(Ifni 































































プ□グラムオート （ P .52) 
シャツター優巧オート （ P .53) 
絞り優巧オート ( P .54) 
マニュアル （ P .55) 



撮影シーンに合わせて撮影モードを選び、シャッターボタン 
を押すだけの簡単な操作で、撮影を楽しむことびでさます。 


撮影モードダイヤル 

撮影モードを切り換えるときに使います。撮影モードは全 
部で]]種類あります。 

応用撮影向けの撮影モード 

シャッタースピードや絞りなどを自分で決めて、 
より本格的な撮影を楽しむことびできます。 


:オート （ P . 1 8) 21:ポートレート （ P .2 已） 

:風景 （ P .25) :こどもスナップ ( P .25) 

:スポーツ （ P .26) A :ク□—ズアップ （ P .26) 
:夜景ポートレート （ P .26) 
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撮影の準備 


レンズを取り付ける 

カメラ内部にほこりなどび入らないようにご注意ください。 

レンズの裏ぶたとカメラのボ 
ディーキャップを外す 


カメラの電源が 日 FF になってい 
ることを確認してか5、 レンズを 
取り付ける 

• レンズとカメラの着脱指標を合わせな 
びらレンズを差し込み、矢印の方向に 
回してください。カチッと音びすると 
ころまで回すと、取り付けは完了です。 

レンズを取り外すときは 

カメラの電源を日 FF にしてから、カメラ前面のレンズ取 
り外しボタンを押しなびら、レンズを矢印の方向にいっぱ 
いまで回し、引き抜いてください。取り外した後は、カメ 
ラとレンズにそれぞれのキヤップを取り付けてください。 


C ，极リリングのあるレンズについてのごま意 

絞り IJ ングのあるレンズを取り付ける場合は、最小絞り（最大値）にして、□ックし 
てください。詳しくはレンズの使用説明書をご覧ください。 





はじめに撮影の準備 










































バッテリーを巧電してカメラに入れる 

付属のバッテ U - EN - EL 3 a とクイックチヤージヤ ー MH -18 a (充電 
器）の組み合わせでお使い< ださい。 


1.1 クイックチャージャーと電源 
I コードを接続し、電源プラグをコ 
ンセントに差し込む 


1.2 バッテ IJ 一をクイックチャー 
■ ジャーに取り付ける 

• バッテ IJ 一は 端テカバーを外して 
から、左図のように、正しい向さ 
で取り付けて < ださい。 

•「 CHARGE 」 ランプび点滅し、充 
電び始まります。 




1.3「 CHARGE 」 ランプび点滅から点 



' 灯に変わると、充電は完了です 



• バッテリーを取りがし、電源プラグ 



をコンセントから抜いてください。 



• 使い切ったバッテ IJ 一を充電する 



には、およそ] 3已分かかります。 


1•バッテリーを巧電する 




はじゆに撮影の準備 
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2 .バッテリーをカメラに入れる 



議: 

つ. 1 電源が 日 FF になっていることを 
^ 確認してか 5、カメラ底面のバッ 
テ U —カパーを開ける 



つ. 2 充電したバッテ U —を入れ、バッ 
— テ U —カパーを閉じる 

• 左図のように、正しい向さで入れ 
て < ださい。 


バッテリーを取り出すときは 

バッテ U —をカメラから取り出す前に、必ず電源び OFF になっていることを確認し 
て<ださい。取り外したバッテ U —には、ショートを防止するため、必ず付属の端テ 
カバーを取り付けてください。 


巧バッテリーとクイックチャージャーの使用上のごま意 

•お使いになる前に、必ず「安全上のごを意」 （ P . iv 〜 viii )、 「カメラと付属品の取り扱 
い上のごを意」 （ P .152 〜] 53) をお読みになり、記載事項をお守りください。 

•バッテ U —は日〜4日むの範囲を超える場所ではお使いにならないでくださし、充 
電は室温（已〜35に）で行ってください。 

•カメラの使用直後など、バッテ U —内部の温度び高くなっている場合は、温度び下 
びるのを待ってから充電してください。 

•バッテ U —をカメラやクイックチャージャーから取り外しておくとさは、付属の端 
テカノ く一を取り付けてください。 

• クイックチャージャーに付属の電源コードは、他の機器に接続しないでください。 
この電源コードは国内専用です。海外でお使いになる場合は、別売の専用コードび 
必要です。詳しくはニコンサービスセンターにお問い合わせください。 



はじゆに撮影の準備 
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曰けと時刻を設定する 

カメラの内蔵時計を合わせます。ご購入後、はじめて電源を日 N にした 
とさは、ステップ7からお進みください（曰時設定び完了するまで、撮 
影や他の設定はでさません)。一度設定した曰時を再調整する場合は、 
ステップ1からお進みください。 



電源を ON にして、砸！ボタン 
を押す 

• カメラ背面の液晶モニターに、 
左のよラな画面び表示されます。 


2 



カメラ背面にあるマルチセレク 
ターの◄を]回押す 
• 左のよラに、画面の左側にある 
アイコン（絵文字）部分び黄色で 
表 TJX されます。 



、または▼でなアイコンを選ぶ 
左のように、なアイコンび黄色 


で表示されます。 


広ドフトマット 



►を押す 

• 左のよラに、文字の部分び黄色 
で表术されます。 


力-ドフオ-ヌリト 
だ： I - 表示切換 
曰時設定 
画面の明るさ 
1出力 
語 ( LANG ) 


が除去 OFF 

質モ-ド NORM 

画像サイス 回 

A 

A 


画質モ-ド NORM 

画像サイス 因 

A 

A 


(?N 
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▲または▼で 「日時設定」 を選ぶ 

• 左のよラに、「日時設定」び黄色 
で表示されます。 


►を押す 

• 左の画面び表示されます。 


カメラ背面にあるマルチセレク 
ターの ▲または▼で「年」を合 
わせる 


残りの数値を合わせる 

• ►を押すと、「月」を変更でさる 
よラになります。1;(下、それぞ 
れの項目について、ステップ7 
と同じよラにして日付や時刻を 
合わせてください。 

CB ボタンを押す 
• 設定び有効になり、メニュー画面 
に戻ります（はじめて電源を日 N に 
したとさは、液晶モニターび消な 
し、撮影でさる状態になります)。 


5 



6 




田 

曰時設定 

a 

年ち曰 

国.のの 

を 

時分が 

じ 

函:晒:函 


を設定画！)巧定 



はじめに撮影の準備 


徒日函秒湿驚 
I ち血分皿拓 

日年皿時旧定 
函 設 


定 

|義 

日年皿時函定 
砸 設 

敏 
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SD メモリーカード（別売）をカメラに入れる 

このカメラは、撮影した画像をメモ U —カードに記録します。メモ U — 
カー ドは付属していないため、別途お買い求めください。 

1.メモリーカードを入れる 

.1 電源が日 FF であることを確認し、 

メモ U —力ードカノ く一を開ける 
• メモ U —カードを抜さ差しすると 
さは、必ず電源を日 FF にしてくだ 
さい。 


メモ U —カードを入れる 
• 左図のように正しい向さで、カチッ 
と音びするまで挿入して<ださい。 

• メモ IJ ーカードび正しく挿入され 
ると、メモ U —カードアクセスラ 
ンプび約]秒間点打します。 


• 挿入後、メモ U —カードカバーを 
閉めて < ださい。 
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PHiai SD メモリーカードの書き込み禁止スイッチ 

SD メモ IJ ーカードには、書さ込み禁止 
スイッチび付いています。このスイッチ 
を 「 Lock 」 の位置にすると、データの書 
さ込みや消去び禁止され、カード内の画 
像を保護でさます。撮影時や、画像を削 
除するとさは 「 Lock 」 を解除してください。 


書さ込み禁止スイッチ 



はじゆに撮影の準備 













































































この力-ドはフォ-ヌット 
されでいません。 
フォ-ヌットしますガ？ 


いいえ 画決定|| 


.3 電源を ON にする 

• 液晶モニターび点なせず、表示パ 
ネルに撮影可能コマ数び表示され 
た場合は、挿入したメモ U —力一 
ドでそのまま撮影でさます。 

• 液晶モニターに左のよラな画面び 
表示された場合は、メモ U —力一 
ドを初期化する必要びあります。 
下の「2.メモ U —力ードを初期化す 
る」へお進みください。 


2.メモリーカードを初期化（フ ォー マツ ト）する 
メモリーカードを初期化すると、カード内のデータはすべて消えてし 
まいます。 カード内に必要なデータび残っている場合は、初期化の前 
に、パソコンなどに保存してください。なお、メモ U —カードをカメ 
ラから抜くとさは、その前に必ず電源を OFF にしてください。 


2.1 



この力-ドはフォ -? ット 
されでいません。 
フォ -? リトしますか？ 


はし、 


液晶 モニターに 左の画面び表示 
されたら、カメラ背面にあるマ 
ルチセレクターの▼を押して、 
「はい」 を選ぶ 


巧メモリーカードが□ックされている場含のごま意 

メモ U —カードの書さ込み禁止スイッチ（前ページ参照）び□ックされている場合は、 
液晶モニターなどに警告び表示されます。□ックを解除してからをラー度挿入してく 
ださい。 

因パソコンでメモリーカードを初期化した場含のごミ主意 

パソコンで初期化したメモ U —カードをそのまま D 5 日で使ラと、データの記録速度 
び低下する場合びあります。 D 50 で初期化しなおしてからお使いください。 



はじゆに撮影の準備 


5 

7 




















巧曲ボタンを押す 

• 初期化び始まります。初期化中 
は、電源を日 FF にしたり、バッテ 
U —やメモ U —力ードを取り出し 
たりしないで < ださい。 


2 


.3 初期化び完了すると、液晶モニターび消打します。 


メモリーカードを取り出すときは 

1 メモ U —カードアクセスランプび消なしているこ 
とを確認してください。 



2電源を OFF にしてか 5、メモ U - 力ードカバーを開けてください。 
3 カードを奥に押し込むと（①)、カードび押し出さ 


れるので、引き抜いて取り出してください（③)。 



はじゆに撮影の準備 
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ファインター巧の見え方を調節する 

撮影するとさは、ファインダーをのぞさながら構図を決めます。あら 
かじめ、ファインダー内びはっきり見えるように調節してください。 



レンズの前キャップを取り外し、 
電源を ON にする 



2 



フ オーカ スエ U ア 


視度調節レバーで調節する 

• ファインダーをのぞさなびら視度調 
節 レバーを 上下に動かし、 フォー カ 
スエ U アの枠線び最をはっさり見え 
るように調節してください。 

• 爪や指先で目を傷つけないよラに 
ごを意下さい。 

• 視度調節レバーを操作しにくい場 
合は、いったん接眼目当てを取り 
外してください。 



はじめに撮影の準備 


77 



























































【基礎編】撮影と再生 


A&D (才ート）で撮影する一カメラまかせの簡単撮影 


撮影モード(オート）は、シャッターボタンを押すだけの簡単な操 
作で、さまざまな状況での撮影を楽しむことびできます。じ I 下のステッ 
プ1〜4の手順で撮影してください。 

《表示パネルとファインダー内下部のイラストは、説明に関係ある部分だけを強調し、直 
接関係び無い部分は色を薄くしています。実際にはすべて同じ色で表示されます。 


ステップ1:電源を ON にする 




1 .1 電源を日 N にする 


P 

• レンズの前キャップを外してください。 



• 表示パネルとファインダー内下部 



の表示び点打します。 


Y, -1 

• 撮影時には、液晶モニターは点打 


しません。 


.2 バッテ U —の残量を確認する 








バッテリー残量の表示 


表示パネル 

ファインダー 

意味 


表 TJX なし 

バッテ U- は充分に残っています。 


表 TJX なし 

バッテ U —び減り始めました。 

し苗 


バッテ U — び残り少なくなりました。バッテ U — 
交換の準備をしてください。 

し4 

(点滅） 

(点滅） 

撮影でさません。バッテ IJ 一を交換してください。 



【基礎編】撮影と再生麵0 ( 才—卜)で撮影ずる 
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.3 メモ U —カードの残量を確認する 
• 表示パネルとファインダー内下部 
に、カードの残量（これから撮影で 
さるコマ数）び表示されます。 


カードの残量びなくなると、左の 
ように表示されます。不要な画像 
を削除するか、別のカードに交換 
して < ださい。 


ステップ2 :撮影モードを A 进讨ート）にする 



2 


カメラ上面の撮影モードダイヤ 
ルを A 进（才ート）に合わせる 



2 


.2 カメラ前面のフォーカスモード 
ダイヤルを AF (オートフォーカ 
ス）に合わせる 



2 


.3 レンズの A - M 切り換えスイッチ 
を A (才ートフォーカス）に合わ 
せる 



【基礎編】撮影と再生麵0 ( 才—卜)で撮影ずる 
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ステップ 3 :カメラを構える 


つ.1カメラをしっかりと構える 


Bgn カメラの構えち 

• ち手でカメラのグ U ップを包み込むように 
しっかりと持ち、左手でレンズを支えます。 

• わさを軽く締めます。 

•片足を少し前に踏み出すと、上半身び安定し 
ます。 

•縦長（縦位置）の画像を撮影したいときは、 
左図のようにカメラを縦にして構えます。 

K 2 構図を決める 

> • ファインダーをのぞさなびら、構 

図をミ夫めてください。 

• 己つあるフオーカスエ U アの少な 
くとち]つに、被写体び重なるよ 
ラにしてください。 

フ オーカ スエ U ア 


ズームレンズの使いち 

被写体を大さく写したいとさはズーム 
U ングを望遠側に、広い範囲を写した 
いとさはズーム U ングを広角側に回し 
て < ださい。 







【基礎編】撮影と再生麵0 ( 才—卜)で撮影ずる 
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ステッフ 4: ピントを合わせて撮影する 
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ピント表示 


シャッターボタンを半押し（下記 
ヒント参照）する 
• フォーカスエ U アに重なっている 
被写体のラち、手前にある被写体 
に自動的にピントび合います。 

• ピントび合うと、「ピピッ」という 
電子音び鳴り、ファインダー内下 
部のピント表示•び点打します。 
また、ファインダー内で、ピント 
を合わせたフォーカスエ IJ アび強 
調して表 TJX されます。 

• シャッターボタンを半押ししている 
間、ピントは固定されます。 

• 暗い場所などでは、 AF 補助光ラン 
プび光る場合や、内蔵フラッシュ 
びポップアップ（上びる）する場合 
びあります。 


ragn シャッターボタンの半押し 

シャッターボタンを軽く抵抗を感じるところまで押して、そのまま指を止めるこ 
とを、「シャッターボタンを半押しする」といいます。半押しするとピントび合 
し、半押しを続けている間、そのピントで固定されます。そのまま深く押し込む 
と、シャッターびされます。 




ふ^ふ 

半押しすると、 そのまま深く 
ピントが固定 押し込んで撮影 



【基礎編】撮影と再生麵0 ( 才—卜)で撮影ずる 
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シャッターボタンを半押しした 
まま、さらに深く押し込む 
• シャッターびされ、画像びメモ U — 
カードに記録されます。液晶モニ 
ターに、記録中の画像び表示され 
ます。 

• メモ U —カードアクセスランプび 
点打している間は、下の操作は 
絶夕かこ 行わないでください。 

-電源を OFF にずる 
-メモリーカードやバッテリーを 
取り出ず 



【基礎編】撮影と再生麵0 ( 才—卜)で撮影ずる 
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内蔵フラッシュについて 

撮影モード Agf では、被写体び暗い場合や逆光の場合 
に、シャッターボタンを半押しすると、自動的に内蔵 
フラッシュびポップアップ（上びる）します。内蔵フ 
ラッシュの調光範囲（光び充分に届く距離）は、約0.目 
〜 7.5 m です。これより近くや遠くにある被写体を撮 
影する場合は、フラッシュの効果び充分に得られない 
ので、ごを意ください。また、フラッシュ撮影時には、 

レンズフードを取り外してください。 

•ファインダー内下部にちび点なしているとさは、 

シャッターボタンを押し込むと、内蔵フラッシュび 
発光します。ちび点なしていないとさは、内蔵フラッ 
シュの充電中のため、撮影でさません。ちび点なする 
までお待ちください。なお、内蔵フラッシュびポッ 
プアップしてを、その後被写体び明るくなった場合 
などはフラッシュは発光しません。この場合は、ちび 
点なしなくてを撮影することびでさます。 

•内蔵フラッシュを収納するときは、カチッと音びす 
るまで手で軽く押し下げます。内蔵フラッシュを使 
わないとさは、収納しておいてください。 

内蔵フラッシュを使わずに撮影したいときは 

カメラ前面の©ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、表示パネルの 
フラッシュモード表示び変化します。を）（発光禁止）にすると、内蔵フラッシュ 
は発光しなくなります。内蔵フラッシュび自動的に発光する設定に戻すには、同 
じ操作で、フラッシュモード表示を0にしてください。 






【基礎編】撮影と再生麵0 ( 才—卜)で撮影する 
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シーンに合わせて撮影する一簡単操作でより美しく 


撮影の手順 



撮影モードダイヤルを回して、撮 
影モードを設定する 


2 


シャッターボタンを押して撮影する 


D 


撮影するシーンび決まっているとさは、シーンに合わせてじ I 下の6種 
類から撮影モードを選ぶだけで、美しく撮影でさます。 

撮影モードを選ぶ州ま、 A 进と同じ操作で撮影できます。 


ダイヤルの位置 

撮影モード 

こんなとをに 

を 

ポートレート 

人物を撮影したい 

H 

風景 

風景を撮影したい 


こどちスナップ 

テ供を撮影したい 


スポーツ 

運動会などのスポーツ写真を撮影したい 

化 

ク□ーズアップ 

ルさなをのを大さく撮影したい 

因 

夜景ポートレート 

夜景をバックに人物を撮影したい 


【基礎編】撮影と再生シ—ンにさわせて撮影ずる 
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人物をもっときれいに：を （ポートレート）モード 

人物を美しく撮影したいときに使います。 

人物の肌をなめらかで自然な感じに仕上げ 

On 9 〇 

• フォーカスエ U アに重なっている被写体のラち、 

手前にある被写体にピントび合います。 

.被写体と背景び離れて いると きや、望遠レンズを使って撮影したときは、 
背景びぼけて立体感のある画像になります。 


[№9 


風景をより美しく： 圍（風景）モード 


自然の風景や街並み、夜景などを、色鮮や 
かに撮影したいときに使います。 

• フオーカスエ U アに重なっている被写体のうち、 
手前にある被写体にピントび合います。 

•内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 



子供の表情をいさいをと： •を （こどちスナップ）モード 

テ供の撮影に向いています。肌の色を美しく 
表現すると同持に、服装や背景ち鮮やかに仕 
上げます。 

• フォーカスエ U アに重なっている被写体のラち、 

手前にある被写体にピントび合います。 



raaa 内蔵フラッシュについて 

撮影モードを、 •を、化、 図では、被写体び暗い場合や逆光の場合に、シャッター 
ボタンを半押しす ると 自動的に内蔵フラッシュびポップアップ（上びる）します。 
内蔵フラッシュを使って撮影する方法は、撮影モード Agf と同じです。 



【基礎編】撮影と再生シ—ンにさわせて撮影ずる 
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迫力のスポーツ写真を：ろ^ (スポーツ）モード 


運動会などスポーツ写真の撮影に向いてい 
ます。動さのある被写体の一瞬の動さを鮮明 
にとらえ、躍動感のある画像に仕上げます。 

• ファインダー中央の被写体にピントび合います。 
•シャッターボタンを半押ししている間、被写体 
の動さに合わせてピントを合わせ続けます。 

• ピントび合ってち、電子音は鳴りません。 

• 内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは光りません。 



花や虫を大きく接写： 化（ク□ーズアップ）モード 

草花や昆虫などの小さな被写体に近づさ、 

大さく写したいとさに使います。 

• ファインダー中央の被写体にピントび合います。 

•手ぶれしやすいので、兰脚をお使いになること 
をおすすめします。 



夜景をバックに記念撮影：因 娘景ポートレー~卜）モード 

夕景や夜景をバックに、人物を撮影したい 
ときに使います。人物と背景の両方を美し 
く表現します。 

• フオーカスエ U アに重なっている被写体のラち、 

手前にある被写体にピントび合います。 

•手ぶれしやすいので、兰脚をお使いになることをおすすめします。 





【基礎編】撮影と再生シ—ンにさわせて撮影ずる 
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単写と連写の切り換え方法 

カメラ 背面（左上）にある〇ボタンを押 
しなびらコマンドダイヤルを回すと、表示 
パネルの単写/連写モード表示び変化しま 
す。設定したいモードに合わせてください。 


連写（連続撮影）する 


連写（連続撮影）モードにすると、シャッターボタンを押している間、 
約2.己コマ/秒（最高）で連写でさます。 

単写 （1 コマ 撮影） モー ドと連写 モー ドの違いは iU 下の通りです。 


居！ 销 

^ (初期設定） 

シャッターボタンを押すたびに]コマずつ撮影し、メモ U — 
カードに記録します。 

口 1連写 

(連続撮影） 

シャッターボタンを押している間、約 2.5 コマ/砂（最高）で連 
写します。 



連写コマ数の表示 

シャッターボタンを半押しまたは押し続けている間、表示パ 

ネルとファインダー内下部に、続けて連写でさる残りコマ数 < 

び表示されます。 



r 影と再生連写(連続撮影)する 

























セルフタイマーやリモコンを使って撮影する 


記念写真など、自分ち一緒に写りたいときは、セルフタイマーや別売 
のリモコン ( ML - L 3) をお使いください。 

兰脚などでカメラを固定する 

• U モコンは、カメラから已 m じ(内 
の距離でお使いください。 


Q ボタンを押して、撮影ち法（セ 
ルフタイマーまたは U モコン）を 
選ぶ 

• Q ボタンを押すたびに、表示パ 
ネルのセルフタイマー / IJ モコン 
モード表示び変化します。下の表 
を参考に、設定したいモードに合 
わせて < ださい。 


構図を決める 


セルフタイマー/リモコンモード表示のアイコンの意味 


康示無し）通常撮影 

セルフタイマーや U モコンを使わずに撮影します。 

0 セルフタイマー 

シャッターボタンを押し込むとタイマーび作動し、約 
] 日砂後に撮影します。 

1 2秒リモコン 

U モコンの送信ボタンを押すと、2砂後に撮影します。 

g 瞬時リモコン 

U モコンの送信ボタンを押すと、すぐに撮影します。 



【基礎編】撮影と再生セルフタイマ—やリモ n ンを使つて撮影ずる 
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4 


付属のアイピースキャップを、左 
図のように取り付ける 

• ファインダーから余計な光び入り、 
露出びずれることを防ぎます。 


5 


撮影をはじめる 

• セルフタイマー撮影の場合：シャッターボタンを半押ししてピン 
卜を合わせてから、深く押し込みます。 

タイマーび作動し、 AF 補助光ランプび点滅します。撮影2秒前 
になると点打に変わります。 




リモコン撮影の場合： IJ モコンの 

送信部をカメラの IJ モコン受光部 
に向け、送信ボタンを押します。 



6 


シャッターびされます 

• セルフタイマー撮影の場合は]日秒後、 U モコン撮影の場合は2 
秒後または瞬時にシャッターびされます。 


tarn セルフタイマー/リモコンモードの設定ち法 

セルフタイマー / U モコンモードは、巧！ボタンを押しなびらコマンドダイヤル 
を回して設定することをでさます。 


セルフタイマ—やリモ n ンを使つて撮影する 
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撮影した画像を確認する 


撮影した画像は、カメラ背面の液晶モニターに表示されます。 



1 y 
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撮影した画像は、液晶モニターに自動的 
に表示されます。画像び表示されていな 
いとさは、尼！ボタンを押すと、最後に 
撮影した画像び表示されます。 

• カメラ背面にあるマルチセ 
レクターの◄または►を押 
す（またはコマンドダイヤ 
ルを回す）と、ほかの画像 
を見ることびでさます。 



撮影に戻るには、シャッ 
ターボタンを半押しして 
<ださい。 


國 


画像を削除する 


30 



液晶 モニターに 画像び表示され ている 状 
態で〇ボタンを押すと、削除確認画面 
び表示されます。 

• もう一度〇ボタンを押すと、表示中 
の画像び削除されて、再生画面に戻り 
9 〇 

• 削除するのをやめたいとさは、マル 
チセレクターのいずれかの方向など、 
m じ I 外のボタンを押してください。 



100NCD50 DSC 0001. JP6 @ NORMAL 


©キヤンセル 


/ T : 削除しますか？ 
、-' のはし、 



【基礎編】撮影と再生撮影した画像を確認ずる 












































応用編について 



特定の場所にピントを合わせたい 
ピントを自分で合わせたい 




暗い場所で撮影したい 
フラッシュの設定を変更したい 


シャツタースピー ドと絞りをカメラま 
かせにして、気軽に撮影したい 


動きの速い被写体をと5えたい 
被写体の動きを強調したい 


背景の奥行きやぼかし方を調整したい 


シャツタースピードと絞りを 
自分で設定したい 


画像を明るく/暗くしたい 


画像の色を見た目と合わせたい 
特殊な照明の下で撮影したい 


撮影した画像をカメラで確認したい 


撮影した画像をパソコンに転送したい 


撮影した画像をプリントしたい 


フフツシユ t — 

フラッシュ調光補正 
旧0設定 


撮影モード P (プ□グラムオート）： 
P .52 


撮影モード S (シャツター優先才ート）： 

P .53 


撮影モード A (絞り優先オート）： P . 已4 


A 


撮影モード M (マニュアル）： 
P . 己已 


露出補正： P . 已7 


ホワイトバランス： P . 己9 



応 i について 
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L 一の操作ち法 



撮影や再生、カメラの基本的な設定をするとさは、おもにメニューを 
使います。 

メニューを表示するには 

〇1ボタンを押すと、液晶モニターに下のようなメニュー 
び表示されます。 


4種類のメニュ ー- 
(下表参照）を示す 
アイコン（絵文字） 
です 



トドフォ-マット 
じユ-表示切換 

i1 

■田 

〇 

步 

i 

圆 

1 曰時設定 1 


ffl 面の明るさ 
m 出为 

P 語 ( LANG ) 

1 


表示中のメニューに、 
-前後のページがある場 
合は、スライダーが表 
示されます 


ヘルプがある場合に表示されます 
このアイコンび表示されているとさに 
CB ボタンを押すと、その項目のヘルプ 
(説明）び表示されます 


-各項目の設定がアイコ 
ンで表示されます 


左のアイコンで選択したメこュー内に 
ある設定項目が一覧表示されます 


メニューの種類 

じ I 下の4種類のメニューびあります。どのメニューび表示されている 
かは、画面左端のアイコンで確認でさます。 



■ ►1 再生メニュ ー（ P .106) 

撮影した画像に対する操作や、再生についての設 
定などを行ないます。 

〇撮影 メニュー ( P .96) 

撮影についての設定を行います。 

风 カスタムメニュー 
^ ( P .112) 

カメラの各種設定を、好みに合わせて変更します。 

だ）セットアップメニュ ー 

11 ( P .8 已） 

メモ IJ 一力ードの初期化や、カメラの基本的な設 
定などを行ないます。 



応用編についてメニュ I の操作方法 






























メニューの構造 


0同じ階層内での移動；マルチセレクターの 
〇下の階層への移動；マルチセレクターの ► 


【第2階層】 

第]階層で選んだ 



—►【第3階層】 

第2階層で選んだ 
メニュー項目の内 
容を設定します。 


いいえ画み走！ 


• 各階層に複数のページびある場合や、第3階層より下の階層びある場合をあります。 


メこューは下図のような階層構造になっています。メこューの操作順序は、 

① 4種類のメニューを切り換え、 

② それぞれのメニューからメニュー項目を選び、 

③ その項目を設定する、 

とい5流れになります。 


【第]階層】 

4種類のメニュー 
を切り換えます。 



01電子音設定 ON 
02 AF トトの選が AF -/ 
03 AFI リ巧-卜設定い〕 
04 力-卜無時レリ-; ( L0 ひ 
05 提影画像確認 I 画] 


姿勢情報記録 ON 


はし、 


力-ドフォ -? リト 

© フトマリト 
しますガ？ 


削除 


再生フィルタ-設定 

NCD50 

絲位置自動回転 

ON 

スラィドジョ- 

を 2 s 

ブリット指定 

呂 

スモ-化ピクチト 

m 


応用編についてメニュ I の操作方法 


が 







































メニュー項目の設定 

メニューの操作には、マルチセレクターを使います。 

マルチセレクターの使いち 


• 上の階層に戻る 
•取り消す （11 ボタン 
も同じ役割です） 



メニュー項目の設定ち法 





®1 ボタンを押して、メニューを表示し 
ます。 


マルチセレクターの◄を押すと、画面左 
側のアイコンが黄色で表示されます。 



▲または▼を押すたびに、再生、撮影、 
カスタム、セットアップの各メニューが 
切り替わります。設定したいメニューを 
選んでください。 


▲または▼を押すたびに、4種類のメ 
ニューが切り督わります。どのメニュー 
が表示されているかは、アイコンで確認 
でをます。 


力-ドフォ-マット 
)( こユ-表示切換 
曰時設定 

f 面の明るさ 
イ出力 
言語 ( LANG ) 


仕上ガリ設定绿 N 
9 ノイス除去 OFF 

一画質モ-ド NORM 

画像サイス 因 

ホワイトバランス A 

ISO 設定 200 


—の切り換え⑤ 


メニューの切り換え① 


メニューの表示 



応用編についてメニュ I の操作方法 




〇货 onj 曰 

























































4 •—™ ミ麵 Ja 




►を押すと、3で選んだメニュー内のメ 
こュー項目を選べる状態になります。 



▲または▼を操作して、設定したいメ 
ニュー項目を選びます。 



►を押すと、日で選んだメニュー項目が 
表示されます。 


▲または▼を押して、設定する内容を選 
びます。 


8 



メニュー項目の設定③ 


i 曲像サイス 13 



ホワイトバランス 

A 

因 

ISO 設定 

200 


の 

操 

作 

方 

法 


►を押すと、設定が有効になり、己の画 
面に戻ります。 


•撮影モードやカメラの状態によって、設定でさないメニュー項目びあります。この 
場合、その項目はグレーで表示され、選ぶことびでさません。 

•画像の削除やメモ IJ ーカードの初期化など、重要な設定項目については、マルチセ 
レクターの►ではなく、«ボタンを押してミ夫定する場合びあります。この場合は、 
画面にしたびって巧〇ボタンを押してください。 

•撮影に戻るには、シャッターボタンを半押しします（液晶モニターび消なします)。 


応てメニュ 
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画質や画像のサイズを変更する 


操作方法： I ■ボタン ー〇撮影メニューー画質モード 
_ 111 ボタン ー〇撮影メニューー画像サイズ_ 

メモ U —カードに記録する画像の、画質（画像データの圧縮率）と画像 
サイズを変更します。画像の用途や、メモ U —カードの残量に合わせ 
て設定してください。 


一般的に、画質び高く、画像サイズび大さいほど、画像データのファイル 
サイズは大さ<なります。より精細な画像を大さ<プ U ントすることびで 
さますび、メモ U —カードに記録でさるコマ数は少なくなります。 



囚関連 データ 

1枚のメモリーカードで撮影できるコマ数 一「付録 一 資料集」 （ P .162) 






















































画質モード 




画質モードは、 Lil 下の日種類から選べます。 


画質モード 


ファイル形式 


説明 


RAW 


FINE 


NORMAL 

(初期設定） 

BASIC 


局 


画質 


低 


NEF 


撮影した画像をパソコンで加工する場合など 
に適しています。撮像素テの生データを圧縮 
して記録します。 


「NORMAL」 よりを精細な画像になります。 
画像データは約]/4に圧縮されます。 


RAW + 

BASIC 


JPEG 


NEF+ 

JPEG 


通常はこの画質モードで撮影します。画像デー 
夕は約]/8に圧縮されます。_ 

ファイルサイズび最を小さく、電子メールに添 
付する場合などに適しています。画像データは 
約]/1目に圧縮されます。 

RAW と目 AS にの、2種類の画像を同時に記 
録します。 


画質モードの設定は、表示パネルで確認でさます。 


巧 「 RAW 」 についてのごま意 

• 画像サイズは設定でさません。表示パネルにを画像サイズは表示されません。 

•パソコンで RAW 画像ファイルを開くには、円 ctureProject または別売の Nikon 
Capture 4 (Ver. 4.31 U 降） (P.148) び必要です。この際、画像サイズは 「し! と 
同じ大ささになります。 


巧 「 RAW + BASIC 」 についてのごミ主意 


【応用編】撮影画質や画像のサイズを変きずる 


• カメラでの再生時には、日 AS に画像だけび表示されます。 

• 目 AS に画像をカメラで削除すると、 RAW 画像を同時に削除されます。 
• 巨 AS に画像の画像サイズは 「し! に固定され、変更でさません。 
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画像サイズ 

画像ファイルの大きさ 

プリント時の大きさ 
(出力解像度200 dpi の場合） 

L 

(初期設定） 

大 

♦ 

3008 X 2000 ピクセル 

約38 X 2 己 cm 

M 

T 

サイズ 

■ 

22 已目 X 149 目ピクセル 

約29 X ] 9 cm 

S 

畢 

ル 

1504 X ] 日日日ピクセル 

約19 X 1 3 cm 


画像サイズの設定は、表示パネルで確認でさます。 


巧 S 


K 




Baa コマンドダイヤルでの設定ち法 

画質モードと画像サイズは、コマンドダイヤルで変更することをでさます。 

液晶モニターび消なしているとさに、01 
(QUAD ボタンを押しなびらコマンドダイヤル 
を回すと、表示パネルの画質モード-画像サイ 
ズ表示び変化します。設定したい画質モード- 
画像サイズに合わせてください。 




画像サイズ 



(3008) (►巧妇 

巧^^^^^^^^1 


画像サイズは、 iU 下の3種類から選べます。プ U ントしたい大きさな 
居！どに合わせて設定してください。 


【応用編】撮影画質や画像のサイズを変きする 
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ggn ファイル名について 

このカメラで撮影した画像には、 DSCjinnn . xxx という名前び付けられます。 

DSC nnnn.xxx 


L 


j L 


ファイル名： nnrm に 
は 撮影順に、 日日日]〜 
9999の数字び入りま 
す。 


T 


J 


拡張子：画質モードによって異なります。 

• RAW の場合： 「 NEF 」 

•円 NE 、 NORMAL、BASIC の場合： 「 JPG 」 
• ダストオフデータ ( P .93) の場合： 「 NDF 」 


• RAW+BASIC で撮影した場合、同じファイル名で、拡張テび 「 NEF」（RAW 
画像）と 「 JPG 」（ BAS に画像）の2つのファイルび同時に作成されます。 

•再生メニューの「スモールピクチャー」 ( P .1 1 1) で作成したスモールピク 
チャーのファイル名は rsSCjnnnn 」、 拡張テは 「 JPG 」 となります。 

• 撮影メニューの「仕上びり設定」一「カスタマイズ」一「カラー設定」 （ P .98) を 
「モード II ( AdobeRGB)J にした場合は、ファイル名び LDSCnnnn 」 （スモー 
ルピクチャーの場合は LSSCnnnnJ ) となります。 


【応用編】撮影画質や画像のサイズを変きずる 
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ピントを合わせる領域（エリア）を指定する 


操作方ま：マルチセレクター 


このカメラには、己つのフオーカスエ U ア（自動でピント合わせを行う 
領域）びあります。初期設定では、カメラび自動的に選んだフォーカス 
エ U ア、または中央のフォーカスエ U アでピント合わせを行いますび、 
構図を工夫して撮影したいとさなどには、特定のフォーカスエリアを 
選ぶことびでさます。 

フォーカスエリアを選ぶには 


03 AFIiJ 巧-ド設定 


ジンク A ►巧过 


[•与]タイナミック 

[■] 至近優先タイナミリク 


カスタムメこユー 「3 :AF エリア 
モード設定」 （ P .1] 己）を、 「シング 
ル」 または 「ダイナミック」 にする 
• 撮影モード A &°、 を 圍、 •を、 因の 
初期設定は 「至近優先ダイナミッ 
ク」 なので、設定の変更び必要です。 



2 


n 




液晶モこターび消灯しているとさ 
に、マルチセレクターの▲▼イ ► 
でフオーカスエ U アを選ぶ 
• 選んだフオーカスエ IJ アは、ファ 
インダー内で強調して表示されま 
す（ファインダー内び暗い場合は、 
ホく光ります)。 

• 表示パネルとファインダー内下部 
にを、選んだフオーカスエ IJ アび 
表 TJX されます。 


留さらに高度な設定 

フォー カスエリアの選びちを変更する一図3 : AF エリアモード設定 （ P .1 1 己） 
40 フォー カスエリア照明の日 N / 日 FF を設定する一図8: フォー カスエリア照明 （ P .117) 


【応用編】撮影ピントをさわせる領域を指定ずる 













AF 補助光について 

被写体び暗い場合などにシャッターボタンを半押 
しすると、ピント合わせのために、 AF 補助光び 
自動的に点なします。ただし、撮影モードび画、 

のときや、カスタムメニュー「7: 内蔵 AF 補 
助光」 ( P .117) び 「 OFF 」 のときは、 AF 補助光 
は点なしません。 

•使用でさる AF レンズの焦点距離は24〜 

2日日 mm 、 AF 補助光び届く距離の目巧は約日.5〜 3 m です。 
• AF 補助光使用時は、レンズフードを取り外してください。 


フオーカス□ック撮影 

ピントを合わせたい被写体び5つのフオーカスエ U アに入らない場合や、オート 
フオーカスび苦手な被写体 （ P .] 55) を撮影する場合には、似下のようにピント 
を固定（フオーカス□ック）して撮影します。フオーカス□ック撮影を行ラとさ 
は、カスタムメニュー「3: AF エリアモード設定」 （ P .115) を 「シングル」 か 「夕’ 
イナミック」 に設定することをおすすめします。 

ピントを合わせたい被写体に中央 
のフオーカスエ U アを重ね、シャッ 
ターボタンを半押しします。 


• ピントび合うと、ファインダー内 
下部にピント表示参び点打します。 
シャッターボタンを半押ししてい 
る間は、ピントび固定されます。 
これを「フオーカス□ック」とい 
います。 

シャッターボタンの半押しを続ける 
代わりに、©ボタンでフオーカス 
□ックを維持することもでさます。 
シャッターボタンを半押ししてピン 
卜び合った状態で、@ボタンを押 
すと、ピントび固定されます。© 
ボタンを押し続けている間、フオー 
カス□ックび維持されます。 







【応用編】撮影ピントをさわせる領域を指定する ^ 











































♦ 

'つ フォーカス□ックを行ったままで構 


^ 図を変え、シャッターボタンを深く 



押し込んで撮影します。 


j . 被写体との距離は変えないで<だ 



さい。 


•円 ！？5ふ日 。。… T 。 レぶ 



ピントを固定したまま繰り返し撮影したいときは 


シャッターをきった後、シャッターボタンを半押しの状態に戻し、そのままをう 
一度シャッターボタンを深く押し込みます。連写モード （P.27) のとさは、 © 
ボタンでフォーカス□ックを行い、©ボタンを押したまま、をう一度シャッ 
ターボタンを押します。 


【応用編】撮影ピントをさわせる領域を指定ずる 


囚さ ら に高度な設定 

42 ©ボタンの機能を変更する 一014 : AE/AF □ックボタン （ P .127) 
















ピントを手動（マニュアル）で合わせる 


ピントを手動（マニュアル）で合わせたいときや、オートフオーカスで 
はピントび合わないとさ、またはマニュアルフオーカスレンズ使用時 
には、フオーカスモードダイヤルを M にすると、マニュアルでピント 
合わせび行えます。 

•ピントは、レンズのフオーカス U ングを回 
して、ファインダー内のメインの被写体び 
鮮明に見えるように合わせます。 

• A - M 切り換えち式のレンズを取り付けると 
さは、レンズ側の設定ち M にしてください。 

M/A (マニュアル優先才ートフオーカス） 

モード機能付きのレンズを装着するときは、 

レンズ側は M / A または M のどちらの設定で 
ちマニュアルフォーカスび可能です。詳し 
くはレンズの使用説明書をご覧ください。 





BHa フォーカスエイド 

開放絞り値び f/5 .目の明るいレンズ（絞りの最を 
ルさい数値び f/ 5.61 U 下のレンズ）を使ってマニユア 
ルフォーカスで撮影するとさは、ファインダー内下 
部のピント表示♦でピントび合っているかどラかを 
確認でさます。 



巨 m 距離基準マーク 

距離基準マーク "G" は撮影距離の基準となるマー 
クで、カメラ内の撮像面の位置を示します。マニユ 
アルフォーカスや接写などでカメラから被写体ま 
での距離を実測する場合、このマークび基準とな 
ります。 



ヒント 


【応用編】撮影ピントを手動でさわせる 


























































.の設定を変更する 


操作方法：0ボタン+コマンドダイヤル 


撮影状況に合わせて、内蔵フラッシュの発光ち式（フラッシュモード） 
を変更します。 

フラッシュモードの見方 

フラッシュモードは表示パネルに表示されます。 
表示の見ちは1^^下の通りです。なお、発光禁止の 
とさは@び表示されます。 



【〇巧 混 


人物撮影に適しています。フラッシュび発光する前に、 AF 
補助光ランプび点灯して、人物の目び赤く写る「赤目現象」 
を軽減します。 


廢ち 

AUTO- 

SLOW- 

REARt 


AUTC 

)： 自動発光 

1 


暗いとさや逆光のとさに、自動的に内蔵フラッシュびポップ 
アップ让びる）し、ぶ、要に応じて発光します。 

この表示び無いフラッシュモードでは、フラッシュを発光さ 
せたいとさに、©ボタンを押して内蔵フラッシュをポップ 
アップさせる必要びあります。 


E!fS7i 




夜景などの撮影に適しています。背景をされいに写すため 
に、自動的にシャッタースピードび遅くなります。 


REAR : 後幕発光 


動いている被写体の後方に流れる光などを表現したい場合な 
どに適しています。シャッターび閉じる直前にフラッシュび 
発光します。 

この表示び無いフラッシュモードでは、シャッターび開いた 
直後にフラッシュび発光します。 


【応用編】撮影内蔵フラッシュの設定を変更ずる 
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撮影モードとフラッシュモードの関係 

フラッシュモードは、撮影モードによってじ(下のように異なります。 


撮影モード A も。、ぞ、を、化 


撮影モード' 因 



通常発光オート+ 
スローシャツター 



撮影モード P、A 


発光禁止 

撮影モード S、M 


赤目軽減オート+ 
ス□—シヤツター 




《コマンドダイヤルでフラッシュモードを操作している間は、 SLOW の文字は表示されません。 

フラッシュモードの設定方法 

〇ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを 
回すと、表示パネルのフラッシュモード表 
示び、撮影モードに応じた内容で変化しま 
す。設定したいフラッシュモードに合わせ 
て < ださい。 



□ 



【応用編】撮影内蔵フラッシュの設定を変きする 
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内蔵フラッシュを使って撮影するには 
撮影モード A &。、 を、 •を、化、 因 

あらかじめフラッシュモードを設定してから、シャッターボタンを半 
押しすると、必要に応じて自動的に内蔵フラッシュびポップアップ（上 
びる）し、発光します。 

撮影モード P 、 S 、 A、M 

〇ボタンを押して内蔵フラッシュを手動でポップアップ（上びる）さ 
せ、フラッシュモードを設定します。測光モードや露出を決定してか 
ら、撮影してください。 

内蔵フラッシュの収納 

内蔵フラッシュを収納するとさは、カチッと音びするまで手で軽く押 
し下げます。バッテ U —の消耗を防ぐため、フラッシュを使わないと 
さは常に収納してください。 

田内蔵フラッシュについてのごま意 

• 内蔵フラッシュを使って撮影するとさは、被写体から目日 cm 似上離れてください。 

•内蔵フラッシュ撮影び可能なレンズは、焦点距離び] 8〜3日日 mm の CPU レンズ 
と、焦点距離び] 8〜2日日 mm の非 CPU レンズです。詳しくは「付録一別売アクセ 
サリー」 （P.141) をご覧ください。フラッシュの光びさえぎられることびあるので、 
レンズフードは外してください。また、マク□付きズームレンズのマク□領域では 
お使いになれません。 

•内蔵フラッシュ撮影時は、連写モード （P.27) に設定してを、連写はでさません。 

•内蔵フラッシュを連続して使ラと、発光部を保護するため、一時的に発光び制限さ 
れ、シャッターびされなくなる場合びあります。少し時間をおくと再び使えるよラ 
になります。 

田関連ページ 

別売スピードライト（フラッシュ）を使って撮影する一月り売アクセサリー (P.142) 


をさらに高度な設定 

フラッシュの発光量を固定して撮影する 一 FV □ック （P.127) 

フラッシュ撮影時のに日感度を自動制御させる一圍10 :感度自動制御 (P.119) 
46 内蔵フラッシュをマニュアル発光させる一図16:内蔵フラッシュ発光 （P.12 日) 


【応用編】撮影内蔵フラッシュの設定を変更ずる 





フラッシュ調光補正 （撮影モード P 、 S 、 A 、 M で設定可能） 

フラッシュの発光量を補正することびでさます。発光量を多くしてメ 
インの被写体をより明るく照らしたり、発光量を少なくして被写体に 
光び強く当たりすざないようにするなど、背景に対する被写体の明る 
さを調整したいとさなどに使います。 

〇 (02) ボタンとボタンを 
押しなびら、コマンドダイヤル 
を回すと、左下図のように表示 
パネルとファインダー内下部の 
補正量表示び変化 （1/3 段または 
]/2段刻みで+ ] 段〜一 3段）し 
ます。設定したい補正量に合わせ 
て < ださい。 


円 I で5 f 5.5 


• 補正量を設定すると、表示パネルとファインダー内下部に調光補正 
マーク日过び表示されます。 

•調光補正を解除するには、補正量を0.日にしてください。電源を OFF 
にしても、補正量の設定は U セットされません。 



の関連ページ 

カスタムメニューで調光補正を行う一図目：フラッシュ調光補正 （P.1 1日） 

囚さらに高度な設定 

調光補正量の刻み幅を変更する一図11:露出値ステップ幅 （P. 12日） 

囚関連データ 

内蔵フラッシュの発光制御について 一「付録 一 資料集」 （P.163) 47 


【応用編】撮影内蔵フラッシュの設定を変きする 



















に 0 感度を設定する 


操作方法：®のボタン ー〇撮影メニュー-^旧日設定 


巧四画|^^^3 

回!脚設定 



暗い場所で撮影するときは、シャッタースピードび遅くなり手ぶれし 
やすくなりますび、 ISO 感度を標準 （ IS 02 日日相当）よりも高くすれば、 
シャッタースピードび速くなり、手ぶれしにくくなります。 IS 日感度 
は IS 02 日日〜] 6日日相当の間で、]段刻みで設定できます。 



コマンドダイヤルでの設定ち法 


ど〇 〇 


に日感度は、コマンドダイヤルを使って変更する 
ことをでさます。 

液晶モニターび消なしているとさに 13 ( ISO ) 
ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、 
表示パネルの IS 日感度表示び変化します。設定し 
たい IS 日感度に合わせてください。 


区 gn に0感度とは 

フィルムカメラで使うフィルムの IS 日感度に相当します。一般的に、 IS 日感度を 
高くするほど、より高速のシャッタースピードで撮影でさます（同じ被写体を同 
じ絞り値で撮影する場合)。このため、暗い場所での撮影や動いている被写体の 
撮影などに効果的ですび、一方で、撮影した画像び多少ざらつく場合びあります。 


巧 nso 設定」についてのごミ主意 

撮影モード Ag ?、 を、圍、•を、ろ^、化、 図では、カメラび自動的に IS 日感度をミ夫める 
(初期設定）ため、 「旧〇設定」 は選べません。に日感度を自分で設定したい場合は、力 
48 スタムメニュー「9: 感度自動設定」 （ P .1 ]8)を rON 」 から 「 OFF 」 に変更してください。 


【応用編】撮影— so 感度を設定ずる 







































撮影モード P 、 s 、 A 、 M で撮影する 


撮影モード P 、 S 、 A 、 M では、シャッタースピードや絞りを自分で設 
定できるほか、ホワイトバランスなどを変更して、さらに高度な撮影 
を楽しむことびでさます。 

撮影モードを設定する 


操作方法：撮影モードダイヤル 


撮影の意図に応じて、シャッタースピードと絞りのそれぞれを自分で 
設定するか、カメラまかせにするかによって、じ I 下の4つの撮影モー 
ドを使い分けてください。 


P プ□グラムオート 

シャッターチャンスを逃したくないスナップ撮影などに 
使います。シャッタースピードと絞りの両方をカメラび 
自動制御します。 

A シャツター優先 
な才ート 

被写体の動さを強調して撮影したいとさなどに使いま 
す。シャッタースピードだけを自分で設定し、絞りは力 
メラび自動制御します。 

A 絞り優先オート 

背景のぼかし方を調節して撮影したいとさなどに使いま 
す。絞りだけを自分で設定し、シャッタースピードは力 
メラび自動制御します。 

M マニュアル 

シャッタースピードと絞りの両方を自分で設定します。 
長時間露光（バルブ）撮影を、このモードで行います。 


【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する 
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^ BS 露出とは 

シャッタースピードと絞りを調整して、画像び意図した明るさ（露出）で撮影さ 
れるようにすることを、「露出を合わせる」といいます。同じ露出の画像でを、 
シャッタースピードと絞りの組み合わせによって、撮影される画像の流動感や背 
景のぼかし具合などび変わってさます。似下の図は、シャッタースピードや絞り 
を変えると、撮影される画像びどのよラに変化するかを示しています。 


低速トシャツタースヒー 




y 【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する 


絞る(絞り値大) 


開ける(絞り値ル) 
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を撮影モード P 、 S 、 A 、 M についてのごま意 

• CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り IJ ングは、必ず最小絞り（最大値）に 
セットしてください。 

•非 CPU レンズは、撮影モード M でだけ、お使いになれます。絞りの設定や確認は 
レンズの絞り U ングで行ってください。カメラの露出計はお使いになれません。詳 
しくは「別売アクセサ IJ 一：装着でさるレンズ」 ( P .138) をご覧ください。 

• 次の警告び表示パネルやファインダー内下部に点なした場合は、被写体び明るすざ 
たり暗すざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

hi 被写体び明るすざます。 IS 日感度を高く設定している場合は、低くしてくだ 
さい。に日感度を変更してを表示び消えない場合は、別売の ND (光量調節用）フィ 
ルターを お使いください。 

L 〇:被写体び暗すざます。 IS 日感度を低く設定している場合は、高くしてください。 
IS 日感度を変更してを表示び消えない場合は、フラッシュをお使いください。 

囚さらに高度な設定 

露出値の刻み幅を変更する一図11:露出値ステップ幅 （ P .120) 

露出を自動的に変えなが5連続撮影する一図12:才ートブラケティング （ P .120) 
露出を固定して撮影する 一 AE □ック撮影 （ P .12 己） 


【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する 
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プ□グラムシフト 

撮影モード P で撮影中にコマンドダイヤルを回すと、露 
出を一定にしたままシャッタースピードと絞りの組み合 
わせを変えることびでさます。これを「プ□グラムシフ 
卜」といいます。プ□グラムシフト中は表示パネルにプ 
□グラムシフトマーク固び点なします。解除するには、 

プ□グラムシフトマーク固び消なするまでコマンドダ S 

イヤルを回してください。 



P ： プ□グラムオートでの撮影ち法 

被写体の明るさに応じて、露出び適正になるようにカメラびシャッター 
スピードと絞り値を自動的に決定します。シャッターチャンスを逃し 
たくないスナップなど幅広い撮影に適しています。 



【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影ずる 

























s :シャッター優先オートでの撮影ち法 

シャッタースピードを自分で決めると、露出び適正になるようにカメ 
ラび自動的に絞り値を決定します。動さの速い被写体の撮影や、遅い 
シャッタースピードで被写体の動きを強調する撮影に適しています。 


PH 1 手ぶれを防ぐには 

手ぶれ（手の振動によって画像びぶれること）を防ぐには、一般的にシャッター 
スピードを「1 - (装着しているレンズの焦点距離)」秒より高速側にします。た 
とえば 300 mm レンズの場合、シャッタースピードを]/300秒より高速にする 
と、手ぶれをある程度防ぐことびできます。このほか、下の方法で手ぶれを軽 
減することをでさます。 

• IS 日感度 ( P .48) を上げる 

•内蔵フラッシュ （ P .44) や別売スピードライト （ P .142) を使う 
• 兰脚を使ラ 

• VR (手ぶれ補正）レンズを使ラ 




2 


»? 5 〇 


コマンドダイヤルを回すと、表示 
パネルとファインダー内下部の 
シャッタースピード表示び変化 
します。設定したいシャッタース 
ピード （3 日秒〜]/4日日日秒）に 
合わせてください。 


3 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


ヒント 


円？5 


【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する 






















A :絞り優先オートでの撮影ち法 

絞りを自分で決めると、露出び適正になるようにカメラび自動的に 
シャッタースピードを決定します。絞りを絞り込む（絞り値を大さく 
する）ことによって、近くから遠くまでピントの合った写真を撮影した 
り、絞りを開く（絞り値をルさくする）ことによって草花や人物の背景 
をぼかして撮影するなど、背景のぼかし方を調節して撮影する場合に 
適しています。 




2 



F •ィ 




コマンドダイヤルを回すと、表示 
ノ くネルとファインダー内下部の 
絞り値表示び変化します。設定し 
たい絞り値に合わせてください。 

• 設定でさる最小絞り、開放絞りは 
レンズによって異なります。 


3 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影ずる 
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M :マニュアルでの撮影ち法 

シャッタースピードと絞りの両方を自分で決定します。巧乂や星空など 
を長時間露光（バルブ、 P . 已目）で撮影する場合にもこの撮影モードを使 
います。 



2 


ファインダー内下部の露出インジケータ （ P . 己 6) を確認し 
なびら、シャッタースピードと絞り値を設定します。 



5 〇 



巧 


コマンドダイヤルを回すと、表示パネルとファインダー内下部の 
シ ャツ タースピード表示び変化します。設定したいシ ャツ タースピード 
(bu L b または3日秒〜]/400日秒）に合わせてください 。 bu L b 
は長時間露光撮影 ( P .56) のとさに使います。 

©(@)ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、表示パネルと 
ファインダー内下部の絞り値表示び変化します。設定したい絞り値に合 
わせて < ださい。 

シャッタースピードと絞り値は、どちらを先に設定してを構いません。 


3 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する 
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^ Si 長時間露光について 

撮影モード M でシャッタースピードを とぃ-, L b にすると、長時間露光（バルブ） 
撮影びでさます。シャッターボタンを押し続けている間、シャッターび開いたま 
まになります。 

シャッターボタンを押す代わりに、別売の U モコンを使うことをでさます。 
シャッタースピードを bu L b にしてから、2砂または瞬時 IJ モコンモード 
(P.28) にすると、シャッタースピードの表示び--に変わります。この状態で 
U モコンの送信ボタンを押すと、2秒後または瞬時にシャッターび開さ、わう一 
度押すと閉じます（ただしシャッターは、開いてから3日分たつと、自動的に開 
じます)。 

約]砂よりを低速のシャッタースピードで撮影した場合は、ノイズによって多少ざ 
らついた画像になります。このノイズは、あらかじめ「撮影メニュー」一「ノイズ 
除ま」 （P.99) を「する」にしておくことで低減できます。また、長時間露光で撮影 
する場合は、撮影中のバッテ U —切れを防ぐため、あらかじめバッテ U —をフル充 
電しておくか、別売の AC アダプター EH- 己をお使いになることをおすすめします。 


Baa 露出インジケーターについて 

設定したシャッタースピードと絞り値の組み合わせによる露出値と、カメラび 
測光した露出値との差びファインダー内下部に表示されます。この「露出インジ 
ケーター」の見方は下のとおりです（表示内容はカスタムメニュー「11:露出 
値ステップ幅」 (P.120) の設定によって変化します)。 


「露出値ステップ幅」び1/3段のとき 

「露出値ステップ幅」び1/2段のとき 

適正露出 

適正露出 

+ 0 — 

■ ■ 1 ■ ■ 

+ 0 — 

]/3段アンダー 

1/2段アンダー 

+ 0 — 

+ 0 — 

■ ■ ■ ||" ■ ■ 

2段上 オーバー 

3段上 オーバー 

+ 0 — 

+ 0 — 

■ ■ ■ I ■ ■ 

■ ■ ■ 


•被写体び明るすざて、または暗すざてカメラの測光範囲を超えた場合は、露出 
インジケーターび点滅します。 

•長時間露光（バルブ）撮影時と非 CPU レンズ使用時は、露出インジケーターは 
表示されません。 


ヒント 



【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する 
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露出補正 （撮影モード p 、 s 、 A で設定可能) 


操作方法：倍ボタン+コマンドダイヤル 


露出補正とは、カメラび制御する適正露出値を意図的に変えることで、 
画像全体を明るくしたり、暗くしたいとさなどに使います。露出補正 
を行うときは、カスタムメニュー「13: 測光モード」 （ P .124) を 「中 
巧部重点測光」 または 「スポット測光」 にすると効果的です。 

露出補正のちま 

倍ボタンを押しなびら、コマンドダイヤル 
を回すと、表示パネルの露出補正表示び変化 
(1/3 段または 1/2 段刻みで±已獻します。 

設定したい補正量に合わせてください。 


• 被写体を明るくしたい場合は+側に、暗くしたい場合は一側に補正するのび基本です。 
•露出補正を解除するには、補正量を 0.0 にしてください。電源を日 FF にしてを、補 
正量の設定は解除されません。 

• I 夏ボタンを押すと、表示パネルのほかファインダー内下部でを、下のよラに補正 
量び確認でさます。 

Mtmm ■ 

一 0.3 段補正 +2段補正 




円 ぶふ..？..-^ 



【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する 
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仕上がり設定 


面|£ 1 ：上巧り設定 mm 


揉華 ►巧® 






巧圆 



固^^^^^^^ 




記録する画像の仕上びり（色の鮮やかさや輪郭の強調度合いなど）を、 
撮影シーンや好みに合わせて設定します。 

仕上びり設定は、 Lil 下の8種類から選ぶことびでさます。 


巧「カスタマイズ」以外の仕上がり設定についてのごま意 

•同じよラな状況で撮影してを、被写体の位置や大ささ、露出によって、仕上びり具 
合は変化します。 

•画像の色空間は 「 sRG 目」になります。 

•充分な効果を得るには、 G タイプまたは D タイプのレンズ （ P .138) をお使いにな 
ることをおすすめします。 


操作方法：麵！ボタン ー〇撮影メニューー仕上がり設定 


(X |\| 伝華 

^ w (初期設定） 

標準的な画像に仕上げます。ほとんどの撮影状況に対応で 
さます。 

0 VI 鮮やかに 

彩度を高め、ホ•緑-青の各色を鮮やかに表現します。や 
やコントラストび高く、シャープな画像になります。 

なを H シャープに 

被写体の輪郭を強調して、シャープな画像になります。 

0 SF ソフトに 

被写体の輪郭をソフトに再現します。人物の肌をなめらか 
に表現したいとさや、撮影後にパソコン上で画像を加工し 
たいとさに適しています。 

姊 ダィレクト 

心 》 u . づリ、ノト 

ダイレクトプ U ント ( P .76) でされいにプ U ントされるよ 
ラに仕上げます。 

0 PO 人物きれい 

人物撮影に適しています。コントラストを抑え、肌の質感や 
立体感を自然に仕上げます。 

0 LA 風景きれい 

風景撮影に適しています。全体をシャープに仕上げ、植物 
の緑や青空などを鮮やかに表現します。 

カスタマイズ 

。像 ( P .97) 

仕上びりを自分で細かく設定することびでさます。 


【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する が 























ホワイトバランス 


操作方法：111ボタン ー〇撮影メニューーホワイトバランス 


光源に合わせて、画像び見た目に近い色で撮影されるようにすることを 
「ホワイトバランスを合わせる」といいます。初期設定の A (オート）で 
ほとんどの光源に対応でさますび、撮影した画像び思い通りの色にな 
らないときは、天候や光源に合わせてホワイトバランスを変更してく 
ださい。 


ホワイトバランスはじ I 下の8種類から選ぶことびできます。 


A 才—卜 

A (初期設定） 

カメラび自動的にホワイトバランスを調整します。ほとんどの 
場合、この設定のままで撮影でさます。 

水-電球 

白熱電球の下での撮影に適しています。 

B 堂光な 

白色堂光なの下での撮影に適しています。 

米晴天 

晴天の屋外での撮影に適しています。 

ちフラッシュ 

内蔵フラッシュや別売スピードライトを使って撮影する場合に 
適しています。 

A 曇天 

曇り空の屋外での撮影に適しています。 

を ,•‘晴天曰陰 

晴天の日陰での撮影に適しています。 

ppr プリセット 

ド nc (P.100) 

自分で選んだ被写体を基準にホワイトバランスを合わせたり、 
すでに撮影した画像と同じホワイトバランスに合わせることび 
でさます。 


ホワイトバランスの設定は、表示パネルで確認 
でさます。 


EE 




【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影する 
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^ さらに高度な設定 

Q0 ホワイトバランスを変えながら撮影する一画12 :オートブラケティング （ P .120) 


isgn コマンドダイヤルでの設定ち法 

ホワイトバランスは、コマンドダイヤルで変更することをでさます。 

液晶モニターび消なしているとさに、 CB( wb ) 
ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、 
表示パネルのホワイトバランス表示び変化しま 
す。設定したいホワイトバランスに合わせてくだ 
さい。 



【応用編】撮影撮影モ—ド P • S • A • M で撮影ずる 

























操作方法：©ボタン+巧 I ボタン 

カメラの撮影に関する設定を初期状態に戻 
すことびでさます。恒|ボタンと巧 I ボタン 
(それぞれのボタンに緑色の•印びついていま 
す）を同時に約2秒間押すと、表示パネルび 
いったん消打してから再点灯し、各機能び iU 
下の初期設定状態に戻ります。 


田関連ページ 

初期設定について^付録 撮影 モード別：初期設定 一覽 （ P .134) 



単写/連写モード 

(P.27) 

単写 

旧 0 設定 

(P.48) 

200 

セルフタイマー/リ 
モコンモード （P.28) 

解除 

プ□グラムシフト 

(P. 已 2) 

解除 

画質モード 

(P.37) 

NORMAL 

露出補正 

(P.57) 

解除 (0.0) 

画像サイズ 

(P.38) 

L 

仕上びり設定 

(P. 已 8) 

標準 

フオーカスエリア 

(P.40) 

中央 

ホワイトバランス 

(P. 己 9) 

オート 

フラッシュモード (P.44) 

AE □ック 

(P.125) 

解除 

撮 

影 

モ 

1 

A 进ミを化 

通常発光オート 

FV □ック (P.127) 

解除 

因 

通常発光オート+ 
ス□ーシャッター 

力 

ス 

夕 

ム 

メ 

IL 

1 

6 :フラッシュ調光 

補正 (P.116) 

解除 

PS AM 

通常発光 

12：オートブラケティ 

ング （P. 12日） 

OFF 


13： 測光モード 

(P.124) 

7ルチパターン 
測光 


最ネリの設定に戻す（ツーボタンリ- 



【応用編】撮影最初の設定に戻ず(ツ—ボタンリセット) 
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【応用編】再生 


画像を再生する 


撮影した画像は、液晶モニターで再生することびでさます。再生方法 
には、画像を]コマずつ再生する「1コマ表示モード」と、複数の画像 
を一覧表示する「サムネイル表示モード」の2種類びあります。 


画像を1コマずつ再生する （1 コマ表示モード) 



応 

用 

m 

再 

生 


画 

像 

を 

再 

生 

す 

る 




Q ボタンを押すと、液晶 モニター 
に、最後に撮影した画像び表示され 
ます。 

• 縦位置で撮影された画像は、ちのよ 
うに縦位置で再生されます。 


]NORMAL 


1コマ表示モードでの操作ち法 


前後の画像を 
見る 

贷 がこは 

題 

マルチセレクターの◄を押す（または 
コマンドダイヤルを左に回す）と前の 
画像び、►を押す（ちに回す）と次の 
画像び表示されます。 

画像情報の表示 

© 


表示中の画像についての詳しい情報び 
表示されます （P.63)。 

画像を拡大ずる 

^0 (9) 

表示中の画像び拡大表示されます 
(P.66)。 

画像を削除ずる 

〇 

表示中の画像を削除します （P.68)。 

画像を保護ずる 


表示中の画像にプ□テクト（保護）を 
設定します （P.67)。 

複数画像を 
一覧表示ずる 

回 

サムネイル表示モード (P.65) に切り 
替わります。 

撮影に戻る 

シャッターボタンの半押し 
または@ 

液晶モニターび消なします。 

メニューに移る 


メニュー (P.32) び表示されます。 
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画像情報の表示 

] コマ表示モードでは、マルチセレクターの▲または▼を押すと 、 IU 
下のように表示内容び切り替わり、画像についての詳しい情報を見る 
ことびでさます。 

撮影情報2 - 



標準表示 

I プ□テクト表示 .P.67 

画像の番号/全画像数 

フォルダ名 .P.90 

ファイル名 .P.39 

画像サイズ .P.38 

画質モード .P.37 


撮影情報1 



プ□テクト表で^ . 

.P.67 

画像の番号/全画像数 


カメラ名 


撮影曰 . 

.P.12 

撮影時刻 . 

.P.12 

測光モード . 

.P.124 

シャッタースピード . 

.P. 已〇 

絞り値 . 

.P. 曰0 

撮影モード、露出補正値 . 

.P. 吕、己7 

焦点距離 . 

.P. 己 

フラッシュモート . 

.P.44 


ふふふふ 


r 圆 0^1 

こ ■ ~ =— 〇 

0—S ~^ 

こ ■ ~ S — 0 

0— B ~函田西^^■■ご 
ご ■ ~ S — 〇 

0—=——1 Hi I Ti ■ご 

— ■ ^ -=— 

⑩ 一 ^ —— ■ 



【応用編】再生画像を再生ずる 
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撮影情報 2 

I プ□テクト表示 .P.67 

画像の番号/全画像数 

仕上がり設定 .P.58 

ISO 感度※1 .P.48、 11吕、119 

ホワイトバランス .P.59 

画像サイズ .P.38 

画質モード .P.37 

輪郭強調 .P.97 

階調補正 .P.97 

カラー設定、色合い調整 .P.98 

彩度設定 .P.98 

I 画像コメント※2 .P.88 

カスタムメニユー「10:感度自動制御」 （P.1 ]9)び「01\1」のときに、設定したに日 
感度び、カメラによつて変更された場合は赤字で表示されます。 

《2 36文字まで登録でさますび、撮影情報には最初の] 2文字だけび表示されます。 


ノ\イライト表示 


I 


プ□テクト表示 .P.67 

画像の八イライト部分が点滅表示されます。 
画像の番号/全画像数 


ヒストグラム表示 

Iプ□テクト表示 .P.67 

画像の番号/全画像数 

画像のヒストグラムが表示されます。横軸は 
1 レベル、縦軸は画素数を表します。このヒス 
トグラム表示は、画像加エアプリケーション 
Iで表示されるヒストグラムとは異なることが 
あります。目安としてお使いください。 



囚さらに高度な設定 

画像を常に横位置で表示する一回姿勢情報記録 （P.9 已)、图縦位置自動回転 （P. 1日 9) 
撮影後の画像が自動表示されないようにする一図己：撮影画像確認 （P. 11日） 
液晶モニターの点な時間を変更する一図17 :液晶モニターパワーオフ （P.1 3日) 


【応用編】再生画像を再生する 

























複数の画像を一覽表示する（サムネイル表示モード) 

1コマ表示モードのとさに13ボタ 
ンを押すと、複数の縮小画像（サム 
ネイル画像）を表示する「サムネイル 
表示モード」に切り替わります 。 ta 
ボタンを押すたびに、4コマ表示、 

9 コマ 表示、1 コマ 表示モードの順 
に切り替わります。 


サムネイル表示モードでの操作ち法 


前後のページを 
見る 


f - 心 三 

還 


左に回すと前のページび、ちに回すと 
次のページび表示されます。 

表示方法を 
切り換える 

回 

ボタンを押すたびに、4コマ表示、9 
コマ表示、 ] コマ表示モードの順に切 
り替わります。 

画像を選ぶ 


贷 

1 

拡大表示 （P. 目 6) や削除 （P. 目8)、プ 
□テクト (P.67) などの対象となる 
画像を選ぶとさに使います。選んだ 
画像には、黄色の枠び表示されます。 

画像を拡大ずる 

賴巧） 

選択中の画像び拡大表示されます 
(P.66)。 

画像を削除ずる 

〇 

選択中の画像を削除します （P. 目8)。 

画像を保護ずる 


選択中の画像にプ□テクト（保護）を 
設定します （P. 目7)。 

撮影に戻る 

シャッターボタンの半押し 

または|5| 

液晶モニターび消なします。 

メニューに移る 


メニュー （P.32) び表示されます。 





【応用編】再生画像を再生ずる 
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拡大表示 



画像の再生中に砸 I ( so ボタンを押すと、表示中の画像 （1 
コマ表示モード）または選択中の画像（サムネイル表示モー 
ド）び拡大表示されます。 

拡大できる最大の大きさ（長さ比）は、画像サイズび L の場 
合は約 4.7 倍、 M では約 3 .己倍、 S では約 2.4 倍です。 


拡大表示中の操作ち法 



応 

用 

m 

再 

生 

画 

像 

を 

再 

生 

す 

る 
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拡大率の 

変更 

回+ 

. - .贝 

邸 


0ボタンを押すと、画面 
にホい枠び表示されます。 
m ボタンを押しなびらコ 
マンドダイヤルを回すと赤 
枠の大ささび変化し、マル 
チセレクターの►を 
押すとホ粋び移動します。 
0ボタンを放すと、ホ枠 
内び拡大表示されます。 

■ 

直 


前後の画像 
を見る 


還 


コマンドダイヤルを回すと、そのままの拡大率と 
表示範囲で、前後の画像び表示されます。 

画面をスク 
□—ル（移 
動）させる 


0 

1 

画面をスク□ールさせて、見たい部分に移動でさ 
ます。マルチセレクターを押し続けると、高速で 
移動します。また、©ボタンを押しなびらマルチ 
セレクターを押すと、画像全体を見なびら拡大表示 
範囲（赤枠）を移動でさます。 

拡大表示を 
やめる 

皿の） 

拡大表示をやめ、]コマ表示モードまたはサムネイ 
ル表示モードに戻ります。 

画像を削除 
ずる 

〇 

表示中の画像を削除します （ P .68)。 

画像を保護 
ずる 


表示中の画像にプ□テクト（保護）を設定します 
( P .67)。 

撮影に戻る 

シャッター 
ボタンの半押し 
または13 

液晶モニターび消なします。 

メニユーに 
移る 


メニュー ( P .32) び表示されます。 


































画像を保護するープ□テクト 


大切な画像を誤って削除してしまうことを防ぐために、画像にプ□テ 
クト（保護）を設定することびでさます。ただし、メモ U —カードを初 
期化（フォーマット、 P .86) すると、プ□テクトを設定した画像も削 
除されるので、ご注意ください。 

1 ] コマ表示モードのとさは、プ□テクトしたい画像を液晶 
I モニターに表示します。サムネイル表示モードのとさは、 

プ□テクトしたい画像をマルチセレクターで選びます。 


m 

: 

S 猛 

化 巳^^^^ 

>UAL - 

义 ENTER 

I し 



2 


m ボタンを押すと、画像にプロ 
テクトアイコン IMI び表示され、 
プ□テクトび有効になります。 

•もう一度©ボタンを押すと、 
励 アイコンび消え、プ□テクト 
び解除されます。 


aara プ□テクト画像のファイル属性_ 

プ□テクトを設定した画像は、 DOS ファイルフオーマットの「読み取り専用」属 
性になります。 

J 67 



【応用編】再生画像を保護ずる(プロテクト) 






















画像を削除する 


囚さらに高度な設定 

68 複数の画像をまとめて消去する一图削除 （ P .1 日 8) 


nr 

/iWI _ 





わう一度®ボタンを押すと、選んだ画像び削除されます。 
画像の削除を取り消したいとさは、〇じ I 外のボタンを押してく 
ださい。 


メモ U —力ードに記録された画像を削除します。削除した画像は元に 
戻せないのでご注意ください。ただし、プ□テクト （ P .67) を設定し 
た画像は、削除でさません。 

1 I コマ表示モードのとさは、削除したい画像を液晶モニター 

I に表示します。サムネイル表示モードのとさは、削除した 

い画像をマルチセレクターで選びます。 


2 


〇ボタンを押すと、削除の確認画面び表示されます。 



100NCD50 DSCOOOI. JPG 田 NORMAL 


©キヤパル 


©キヤソセ化 


け、.削除しますか？ 
ゾ のはし、 


再生画像を削除ずる 

























画像をテレビで見る 


カメラをテレビやビデオなどに接続して、撮影した画像をテレビで見 
ることや、ビデオデッキで録画することびできます。接続には、カメ 
ラに付属のビデオケーブルをお使いください。 


ピ巧出力 


NTSC 





「セットアップメニュー」一「ビデ 

才出力」 を、お使いのテレビに合 
わせます （P.87)。 

• 日本国内では通常、 「 NTSC 」 （初 
期設定）にしてください。 



2 


カメラの電源を OFF にします。 

• ビデオケーブルを抜を差しすると 
さは、必ずカメラの電源を日 FF に 
して < ださい。 


3 


カメラとテレビをじ(下のように接続します。 



4 


テレビの入力をビデオ入力に切り換えます。 



【応用編】再生画像をテレビで見る 
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a 関連ページ 

70ビデオの出力ち式を変更する^四ビデオ出力 （ P .87) 



カメラの電源を ON にします。 

• 撮影した画像びテレビの画面に表 
示されます。 


画像の再生ち法は、液晶モニターで再生するとさと同じです。 
テレビでの再生などでカメラを長時間使うとさは、別売の AC アダ 
プター EH- 日をお使いになることをおすすめします。 AC アダプター 
接続中は、液晶モニターのパワーオフ設定は]日分に固定されま 
す。また、表示パネルは常に点好します。 

カメラをテレビに接続している間は、液晶モこターは点灯しません。 


【応用編】再生画像をテレビで見る 







画像をパソコンに乾送する 


付属の US 目ケーブルを使って、撮影した画像をパソコンに転送するこ 
とびできます。ここでは、付属の PictureProject ソフトウェアを使っ 
て画像をパソコンに転送するために、カメラ側で必要な操作について 
説明します。 

PictureProject ソフトウェアを使うと、撮影した画像をパソコンに転 
送することびでさるほか、パソコン上で見やすく整理したり、調整し 
たり、印刷したりすることびでさます。 

• 最初に円 ctureProject ソフトウェア使用説明書 CD-ROM (銀色) 
をよくお読みになり、必要なソフトウェアをインス I -ールしてくだ 
さい。ソフトウェアの動作環境については、ソフトウェアの使用説 
明書でご確認ください。 

• カメラとパソコンを接続するとさは、バッテ U —の消耗を防ぐため、 
別売の AC アダプター EH - 己をお使いになることをおすすめします。 


77 


pm 別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.3 以降）について 

別売の Nikon Capture 4 (Ver4.3 似降）では、高度な画像調整やバッチ処理な 
どをパソコン上で行うことや、パソコンからカメラをコント□ールすることびで 
さます。 

Nikon Capture 4のカメラコント□—ル機能をお 
使し W こなるとさは、 「USB 設定」 （P.89) を rPTPJ 
にしてからパソコンと接続してください。 Nikon 
Capture 4のカメラコント□ール機能を起動する 
と、表示パネルとファインダー内下部にちのよラに 
表されます。 


P1 


円の F 弓.5 



【応用編】再生画像をパソ n ンにお送ずる 














カメラとパソコンを接続する前に 

パソコンの 0S (オペレーテイングシステム） 
に合わせて、 US 目通信ち式を設定します。 
m 下の表を参考にして、セットアップメ 
こユーの 「USB 設定」 で設定してください 
(P.89 )。 初期設定は 「Mass Storage ] です。 


^ Ea/JMass Sto ►み定 I 


み PPTP 


0 S 

USB 設定 

Windows XP Home Edition 
Windows XP Professional 

「Mass Storage 」 または 「 PTP 」 

Mac OS X 

Windows 2000 Professional 
Windows Millennium Edition (Me) 
Windows 98 Second Edition (SE) 

「Mass Storage 」 


Windows 2000 Professional、Windows Me、Windows 98 SE を 

お使いの場合のごま意 


これらの日 S で PictureProject の転送機能をお使いになるときは、必ず 「USB 
設定」を 「Mass Storage 」 にしてください。 

rPTPJ で接続した場合は、下の要領で接続を外し 、 「Mass Storage 」 に変更 
してから、再接続してください。 

Windows 2000 Professional : 

「新しい八ードウエアの検索ウイヴードの開始」と表示されます。「キャンセル 
(中止)」を選んで画面を閉じてから、接続を外してください。 

Windows Me : 

「八ードウ I ア情報データベースの更新」の後に「新しい八ードウ I アの追加ウイ 
ヴード」と表示されます。「キャンセル（中止)」を選んで画面を閉じてから、接 
続を外してください。 

Windows 98 SE : 

「新しい八ードウエアの追加ウイヴード」と表示されます。「キャンセル（中止)」 
を選んで画面を閉じてから、接続をがしてください。 
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カメラとパソコンを接続する 

カメラとパソコンが通信している間は、カメラの電源を日 FF にしたり、 
US 目ケーブルを抜いたりしないでください。 

1 「USB 設定」 （ P .89) び、日 S に合わせて正しく設定されて 
I いることを確認し、パソコンを起動します。 


2 


カメラの 電源を 日 FF にしてか 5、カメラに付属の US 目ケー 
つ') レでカメラとパソコンを接続します。 



US 巨ケーブルは、無理な力を加えず、端テにまっすぐに差し込んでください。 


因 i 

D( 

§ 

\ 

-mm 卜 • L 


3 


カメラの電源を ON にします。 


「USB 設定」 （ P .89) び 「Mass Storage 」 の場 

合は、正しく接続されると表示パネルとファ 
インダー内下部に、左のよラに表示されます 
(「 PTP 」 の場合、パソコンと接続しても表示は 
変化しません)。 
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画像を転送します。 

• PictureProject の使い方■については、 PicturePr 日 ject ソフト 
ウェア使用説明書 CD-ROM (銀色）をご覽ください。 
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転送び終わったら、パソコンとカメラの接続を外します。 

参 US 目通信方式が Mass Storage の場合： 

US 目ケーブルを外したり、カメラの電源を日 FF にする前に、必 
ず次の操作を行ってください。 


• Windows XP Home Edition / Professional : 

パソコン画面ち下の「八ードウてアの安全な取りが 
し」アイコンをク U ックして rus 目大容量記憶装置 
デバイスードライブ （ E :) ^•を安全に取り外します。」 
を選んでください。 

• Windows 2000 Professional : 

パソコン画面ち下の「八ードウてアの取り外しまた 
は取り出し」アイコンをク U ックして 「US 巨大容量 
記憶装置デバイスードライブ （ E :) X ’を停止します」 
を選んでください。 

• Windows Me : 

パソコン画面ち下の「八ードウてアの取り外し」ア 
イコンをク U ックして rusB ディスクードライブ 
( E :) X •の停止」を選んでください。 

• Windows 98 SE : 

マイコンピュータの中の「リムーバブルディスク」 
上でマウスをちク U ックして「取り出し」を選んで 
<ださい。 

《「ドライブ(巳)」はお使いのパソコンによつて異なります。 

• Mac OS X : 

デスクトップ上の 「NIKON D 5 日」のアイコンをゴ 
ミ箱に捨ててください。 


• US 目通信方式が PTP の場合： 

カメラの電源を日 FF にして、 USB ケーブルを抜いてください。 



-ラを） 
パッウアゥブ 


ショートカ》卜の化巧る） 


ブ□パティ(巧 



巧11$6ノ\ブについてのごま意 

US 巨八ブを介しての接続は、動作保証しておりません。 
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画像をプリンターで印刷する 


カメラで撮影した画像をプ U ント（印刷）します。画像をプリントする 
には、次のような方法びあります。 

1•カメラとプリンターを直接つないでプリントする一 P .76 

2•メモリーカードをプリンターのカードス□ットに挿入してプリントする 

プ U ンターの使用説明書をご覧ください。 

DPOF ( P .164) 対応プ U ンターをお使いの場合は、事前にプ U ント指 
定 ( P .83) を行い、指定通りにプ U ントすることびできます。 

3. メモリーカードをプリントサービス店に持ち込んでプリントを依頼する 

事前にプ U ント指定 ( P .83) を行った場合は、 DPOF 対応のプ U ント 
サービス取扱店にお持ち込み<ださい。 

4. カメラの画像をパソコンに転送してからプリントする 

画像の転送ち法については「画像をパソコンに転送する」 （ P .71) をご 
覧ください。パソコンでのプ U ント方法はお使いになるソフトウェア 
やプ U ンターの使用説明書をご覧ください。 

《]〜3のち法では、 RAW 画像 （ P .37) はプリントできません。 
RAW 画像はパソコンに転送してから、 PictureProject や別売の 
Nikon Capture 4 ( Ver .4.31； l 降）などのソフトウェアを使って、プ U 
ントしてください。 
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カメラとプリンターを直接つないでプリントする 





画 
像 
を 
プ 
IJ 
ン 
夕 
I 

で 
巧 
刷 

す 次ページから、それぞれの手順について詳しく説明します。 

る 

巧ダイレクトプリントの前に 

•ダイレクトプ IJ ント時は、残量び充分にあるバッテ U —をお使いください。別売の 
AC アダプター EH- 已をお使いになることをおすすめします。 

•ダイレクトプ IJ ントする画像を撮影モード P 、 S 、 A 、 M で撮影する場合は、「撮影 

メニュー」^「仕上びり設定」を「ダイレクトプリント」にするか、「仕上びり設定」 
一「カスタマイズ」一「カラー設定」 (P.98) を初期設定の r モード II に ( sRGB )」 ま 
たは「モード la ( sRGB )」 にすることをおすすめします。 
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US 目ケーブルを巧さ、プリントを終了する 


US 目通信方式を rPTPj に設定して、 
カメラとプリンターを接続する （ P .77) 



PictBridge (ピクトブ U ツジ： P .164) 対応プ U ンターをお使いの場合、 
パソコンを使わずに、カメラとプ U ンターを直接接続してメモ U —カード 
内の画像をプ U ントすることびでさます。これを「ダイレクトプ U ント」 
といいます。ダイレクトプリントは、じ(下の手順で行うことびでさます。 


画像を撮影する 


プリントする画像をあらかじめ 
指定する（プリント指定： P .83) 
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USB 通信ち式を PTP に設定して、カメラとプリンターを接続する 


US 目設定 


「セットアップメニユー」一 
「USB 設定」 を 「 PTP 」 にします 
(P.89 )。 
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プリンターの電源を ON にします。 


4 


カメラに付属の USB ケーブルで、カメラとプ U ンターを棲 
続します。 



芯 



US 巨ケーブルは、無理な力を加えず、端テにまっすぐに差し込んでください。 

カメラの電源を ON にします。 

• 正しく接続されると、液晶モニター 
に①の画面び表示された後、③の 
画面び表示されます。 

③I 
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1 コマだけプリントする 


あらかじめカメラとプ U ンターを正しく接続してから （ P .77)、 じ(下の 
手順でプ U ントしてください。 



左の画面でマルチセレクターの 
◄または►を押して、プリントし 
たい画像を選びます。 

• ©ボタンを押して6コマ表示に切り 
換えて、画像を選ぶことをでさます。 
もう一度©ボタンを押すと、]コマ 
表示に戻ります。 

• «ボタンを押し続けると、拡大表示画 
面に切り替わります。再生時の拡大表示 
( P .66) と同様の操作で、細部を確認し 
なびら画像を選ぶことびでさます。 


0 

ノト実巧 

►ミタ妇日 


用紙設定 

A 4 サイス 


巧数 

01 

图 

巧設定 

ON 
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cm ボタンを押してすぐに放す 
と、左の画面び表示されます。 


3 


じ(下の項目を設定します。▲または▼で設定したい項目を 
選んで►を押すと、それぞれの設定画面び表示されます。 


用紙設定 


用紙設定 


凹パ-の設定►巧妇 



プ U ントする用紙のサイズを選びます。 
►を押すと、2の画面に戻ります。表 
示される用紙サイズは、プ U ンターに 
よって異なります （ P .82)。 


枚数 



プ U ントする枚数 （99 枚まで）を設 
定します。 

►を押すと、2の画面に戻ります。 
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フチ設定 



「あり」 （フチありプ IJ ント）または 「な 
し」 （フチなしプ IJ ント）を選びます。 
►を押すと、2の画面に戻ります。 


日付プリント 



rONJ (日付を印刷する）または 「 OFF 」 
(日付を印刷しない）を選びます。 

►を押すと、2の画面に戻ります。 



範囲指定 

プ U ント範囲を指定します。「ずる」を選んで►を押 
すと、下のよラな画面び表示されます。コマンドダ 
イヤルを回すと範囲の大ささび変わり、マルチセレ 
クターの▲▼イ►で範囲び移動します。 



CB ボタンを押すと範囲びま定し、2の画面に戻ります。 


^リント実行 ►み泡 U 


1 

用紙設定 

A 4 サイス 

1 

巧数 

01 

i 

巧設定 

ON 


4 


「プリント実行」 を選んで►を巧す 
と、プ IJ ントび始まります。プ U ン 
卜び終わると、1の画面に戻ります。 

• プ IJ ントを途中で中止したいとさ 
は、巧团ボタンを押して<ださい。 


巧プリンターの設定を優先してプリントしたいときは 

「用紙設定」、「フチ設定」、「日付プリント」 の設定について、プ U ンターの設定を優 
先したいとさは、それぞれの設定時に 「プリンターの設定」 を選んでください。 79 
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& プリンターの設定を優先してプリントしたいときは 

「用紙設定」、「フチ設定」、「日付プリント」の設定について、プ IJ ンターの設定を優 
80 先したいとさは、それぞれの設定時に「プリンターの設定」を選んでください。 


複数の画像を1枚ずつプリントする 

あらかじめカメラとプ U ンターを正しく接続してから （ P .77)、 じ(下の 
手順でプ U ントしてください。 



左の画面で®のボタンを押します。 


ctBridge 



DPOF プリソト 
INDEX フリソト 


2 


レ寸 j 鮮 j 


感設定 趣！) ブリット 
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(ここでは「プリント画像選択」 
の画面で説明していますび、 
「 DPOF プリント」画面でも操 
作方法は同じです） 


「プリント画像選択」 または 「DPOF 
プリント」 を選び、マルチセレク 
ターの►を押します。 

• 事前に r プリント指定」 （ P .83) をし 
た場合、 「DPOF プリント」を選べ 
ば、3の画面にプリント指定で設定 
したプ U ント枚数び反映されます。 

◄または►でプ U ントする画像 
を選び、▲または▼でプ U ント枚 
数 （99 枚まで）を設定します。 

• プ U ントされる画像には、 S アイ 
コンとプ IJ ント枚数び表示されま 
す。枚数を日にすると、 S アイコ 
ンび消え、その画像はプ IJ ントさ 
れません。 

• m ボタンを押すと、選択中の画像 
び拡大表示されます。 
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^ リソト実行►み 3 


1 

用紙設定 

A 4 サイス 

1 

巧設定 

ON 

1 

曰付フリソト 

fl 


/I m ボタンを押すと、左の画面び 
^ 表示されます。 
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(下の項目を設定します。▲または▼で設定したい項目を 
選んで►を押すと、それぞれの設定画面び表示されます。 


用紙設定 



プ U ントする用紙のサイズを遺びます。 
►を押すと、4の画面に戻ります。表 
示される用紙サイズは、プ U ンターに 
よって異なります （ P .82)。 


フチ設定 


fe り ►み:|| 


「あり」 （フチありプ U ント）または 「な 
し」 （フチなしプ IJ ント）を選びます。 
►を押すと、4の画面に戻ります。 



日付プリント 

rONJ (日付を印刷する）または 「 OFF 」 （日付を印刷し 
ない）を選びます。 

►を押すと、4の画面に戻ります。 


^リント実巧 ►決定! 


1 

用紙設定 

A 4 サイス 

1 

巧設定 

ON 

i 

曰付フリソト 

fi 
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「プリント実行」 を選んで►を押す 
と、プ IJ ントび始まります。プ U ン 
卜び終わると、2の画面に戻ります。 
• プ IJ ントを途中で中止したいとさ 
は、111ボタンを押してください。 
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INDEX (インデックス）プリント 


メモ U —力ード内のすべての JPEG 画像 ( P .37) び一覧でさる「インデックス」をプ 
U ントすることびでさます。 


iiVjLJ 节 1 

h J JnJ 


画フリソト 


1「複数の画像を]枚ずつプ U ントする」 （ P .8 日）のス 
テップ2で 「INDEX プリント」を選ぶと、ちのよう 
な画面び表示されます。 

2 ボタンを押すと、「複数の画像を]枚ずつプ U 

ントする」 （ P .8 日）のステップ4の画面に移ります。 

ステップ已、6と同様の手順でプ U ントして 
ください。 


•用紙サイズによっては、インデックス印刷びでさない場合びあります（警告画面び 
表示されます)。 

•インデックス印刷でさるのは 2 已 6 コマまでです。メモ IJ 一力ード内に 2 已 7 コマじ ( 
上の画像びある場合は、印刷されない画像びあります（確認画面び表示されます)。 


巧用紙設定についてのごま意 

用紙設定画面では、「プリンターの設定」似外に 、 「L サイズ」、 「2 L サイズ」、「はびき」、 
「1 00 mm X 1已 0 mm 」、「4" X 6"」、「203 mm x 2已 4 mm 」、「 Letter 」、「 A 3」、 
「 A 4 サイズ」のうち、プ U ンターび対応している用紙サイズび表示されます。 

巧プリント中のエラーについてのごま意 

プ U ント中にちのよラなエラーメッセージび表示された場 
合は、プ U ンターの状況（用紙の有無など）をご確認くださ 
い。エラーの原因を取り除いてから、「継続」を選んで CB 
ボタンを押すと、プ U ントび再開されます。「キャンセル」 

を選んで CB ボタンを押すと、その時点でプ U ントび中止 
されます。なお、エラーの内容によっては、「継続」できな 
い場合びあります。 

巧ダイレクトプリントについてのごミ主意 

• RAW 画像 （ P .37) とスモールピクチャー （ P . l ] l ) は、ダイレクトプ U ントでき 
ません。これらの画像を画像選択画面に表示されますび、選ぶことはでさません。 

• 「フチ設定」と「節囲指定」は、接続したプ U ンターびそれぞれの機能に対応してい 
ない場合は、選ぶことびでさません。なお、「範囲指定」で狭い範囲を大さくプ U ン 
卜した場合は、画像び粗くプ U ントされる場合びあります。 
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フリントする画像をあらかじめ指定する（フリント指定） 

メモ U —カードをプ U ンターのカードス□ットに挿入して印刷すると 
さや、プ U ントサービス店に持ち込んでプ U ントを依頼するとさ、ま 
たはダイレクトプ U ント ( P .76) 時に、どの画像を何枚プ U ントする 
かをあらかじめ指定することびでさます（プ U ンターやプ U ントサービ 
ス店び DP 日 F 規格に対応している必要びあります)。 

プ U ント指定の方法は！;(下の通りです。 


フリソト指定 



4 J J が J 


感設定趣！)決定 


2 


Wm 


感設定趣！)決定 


3 


再生メニュー ( P .1 日 6) の 「プリ 
ント 指定」で、「設定」を選びます。 


「プ U ント指定」画面び表示され 
ます。7ルチセレクターの 
で、プ U ントしたい画像を選びま 
す。 


▲を押して、プ U ント枚数 （99 
枚まで）を設定します。 

• 設定した画像には、アイコンと 
プ IJ ント枚数び表示されます。 

• ▼を押すと、プ U ント枚数び減少 
します。枚数を0にすると、 a ア 
イコンび消え、その画像はプ U ン 
卜されません。 

. ¢1ボタンを押すと、画像選択を中 
止して、再生メニューに戻ります。 
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2 と 3 の手順を繰り返して、プ U 
ントしたい画像すべてについて 
プ U ント枚数を設定します。 



□ 撮影情報 
□曰付 


因削除 f 

再生フオ ) け-設定 NCD 50 
絲位置自動回転 ON 
スライドジヨ-_を 2 s 

スモ-ルピクチヤ- H 
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cm ボタンを押すと、左の画面び 
表示されます。 

• 「撮影情報」または「日付」を選んで 
►を押し、チェックボックスをオン 
にすると、指定した画像すべてに、 
撮影 情報や 撮影 した曰付びプ U ン 
卜されます。 

「設定終了」 を選んで►を押すと、 
設定び有効になり、再生メニュー 
に戻ります。 


巧プリント指定についてのごま意 

• ダイレクトプ IJ ント時には、「プリント指定」の「撮影情報」「日付」の設定は無効に 
なります。ダイレクトプ IJ ントで日付をプ IJ ントしたい場合は、ダイレクトプ IJ ン 
卜の「日付プリント」を roN 」 にしてください。 

• メモ U —力ードの残量び充分にないとさは、プ U ント指定びでさない場合びあります。 
• RAW 画像 （ P .37) とスモールピクチャー ( P .]] l ) には、プ IJ ント指定はできま 
せん。これらの画像を画像選択画面に表示されますび、選ぶことはでさません。 


• プ U ント指定を行ったメモ U —カード内のデータを、パソコンなどで削除しないで 
ください。正しくプ U ントでさなくなる場合びあります。 
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【設定編】いろいろな設定 


セットアップメニューには(下の項目びあり 
ます。このラち、 「カードフォーマット」 から 
「 USB 設定」までは常に表示されますび、「言 己 

録フォルタ’一 設定」降は 「メニュー表示切 
換」 ( P .86) を 「アドバンストメニュー」 にし 

たとさだけ表示されます。メニューの操作ち 
法については P .32 をご覧ください。 

惜に表示される項目】 


「メニュー表示切換」を「アドバンスト 
メニュー」にすると、 ly 下の項目も表 
示されます。 


記録フォルダー設定 

P .90 

連番モード 

P .92 

クリーニングミラーアップ 

P .1 已〇 

ダストオフデータ取得 

P .93 

ファームウエアパ’ージョン 

P .95 

姿勢情報記録 

P .9 己 



力ードフオーマット 

P .86 

メニュー表示切換 

P .86 

曰時設定 

P .86 

画面の明るさ 

P .87 

ビデオ出力 

P .87 

言語 

P .87 

画像コメント 

P .88 

USB 設定 

P .89 


力-ドフォ-マット 
だュ-表示切換 
曰時設定 
画面の明るさ 
ピ巧出力 
言語 ( LANG ) 


カメラの基本設化一- 


【設定編】カメラの基本設定セットアップメニユ I 


~ 9 货〇 Hj 曰 
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曰時設定 

日時を設定します。詳しくは「はじめに 一 
撮影の準備」の「曰付と時刻を設定する」 
( P .12) をご覧ください。月に]回程度、曰 
時設定を行うことをおすすめします。 


り^時計用電池についてのごミ主意 

カメラの内蔵時計は、バッテ U —とは別の時計用電池で作動します。カメラにバッテ 
U —を入れるか、別売の AC アダプター EH -5 を接続すると、時計用電池び充電され 
ます。充電には約3曰間かかり、約]ヶ月の間、設定した曰時を記憶することびでさ 
■ ます。表示パネルに因 Esa マークび点滅した場合は、内蔵時計の設定び初期化され 
86 ているため、撮影曰時び正しく記録されません。をラー度曰時設定を行ってください。 


メニュー表示切換 

セットアップメこユー （ P .85) とカスタムメ 
- a - ( P . l 12) とに表示される内容を設定し 
^ます。 「シンプルメこユー」 （初期設定）のときは 
毫 一部の基本的な項目だけび、 「アドバンストメ 
1ニュー」 にするとすベての項目び表示されます。 



力ート^オーマット 

メモ U —力ードを初期化（フオーマット）しま 
す。 初期化すると、カード内のデータはすべ 
て消えてしまいます。 カード内に必要なデー 
夕び残っている場合は、初期化の前にパソコ 
ンなどに保をしてください。 

巧力ードフオーマットについてのごま意 

r フオー マッ ト中」のメッセージび液晶モニターに表示されている間は、電源を OFF 
にしたり、メモリーカードを取り出したりしないでください。 




)( こユ-表示切換 


定 

Hi 

日年皿時旧定 
画 設 















De Deutsch 

ドィツ語 

Py PyccKMM 

□シア語 

En English 

英語 

Sv Svenska 

スウェーデン語 

Es Espanol 

スペイン語 

繁中文（繁體） 

繁体中国語 

Fr Fran が is 

フランス語 

简中文（简体） 

簡体中国語 

It Italiano 

イタリア語 

曰曰本語 

曰本語 

Ne Nederlands 

オランダ語 

哥岂音 

韓国語 

Po Portugues 

ポルトガル語 



ビデオ出力 

テレビやビデオなどに接続する場合のビデオ 
出力方式を設定します。通常、曰本国内では 
「 NTSC 」 （初期設定）にします。 

•「 PAL 」 は PAL 方式のテレビやビデオに接 
続する場合に使います。 「 PAL 」 にした場 
合、画面びちらつくことびあります。 

• ビデオ出力方式にかかわらず、ビデオケーブルをカメラに接続して 
いるとさは、液晶モニターは点打しません。 



言語 （LANG) 

メニューやメッセージの表示言語を、 iU 下の 
13 種類から選ぶことびでさます。 


〇 


画面の明るさ 

液晶モニターの明るさを一2〜+2の已段 
階で調整でさます。 


画面の明るさ 





言語 ( LANG ) 
Sv Svenska 
繁中文(繁體) 

简中义備体) 


PAL 


ピ巧出力 


セットアップメニユ I 



曇墨基案定 


87 





























画像コメント 


あらかじめコメントを登録しておき、撮影 
する画像に添付することびでさます。添付さ 
れたコメントは、 PictureProject や別売の 
Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.31 il 降）の撮影情 
報表示ェ U アに表示されます。 



コメントの入力 

コメントを登録します。 「コメント入力」 を選ぶと、画像コメントの入 
力画面（下記ヒント参照）び表示されます。36文字までのコメントを 
入力し、®团ボタンを押すと、コメントび登録されます。 


コメントの添付 

登録したコメントを画像に添付したい時は、「コ メント添付」 を選んで 
マルチセレクターの►を押し、チェックボックスをオン囚にします。 
「設定終了」 を選んで►を押すと、設定び有効になり、その後撮影した 
画像にはすべてコメントび添付されます。 



























USB 設定 


^IHUMass 


吟 PPTP 


Sto ►決 ; i 


US 目設定 

付属の US 目ケーブルでカメラとパソコンを 
接続するとさの US 目通信ち式を設定します。 

• 付属の PictureProject ソフトウエアを 
使って画像をパソコンに転送するときは、 

お使いの日 S (オペレーションシステム） 

に合わせて正しい通信ち式を選んで<ださ 

し、詳しくは「【応用編】再生一画像をパソコンに転送する」 （ P .71) 
をご覧ください。 

• PictBridge 規格巧応プ U ンターに直接接続してプ U ントする時は、 
「 PTP 」 にしてください。 

• 別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.3 LU 降）のカメラコント□ール機 
能をお使いになる時は、 「 PTP 」 にしてください。 


【設定編】カメラの基本設定セットアップメニユ I 
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フオ J レダー選択画面の見方は iU 下の通りです。 



記録フォルダーに設定されている 
フォルターグループ^ 

「 NCD 已〇」（初期設定のフオルダー 
グループ） 


自分で作成した 
フオルタ’ーグループ 
(アルフアベット順） 


《記録フォルターに設定したフォルダーグループは、「空フォルダー削除」で削除したり、メ 
モ U —力ードを交換した場合でちそのまま表示されます。このフォルダーグループを選ん 
だままで撮影を行ラと、同じ名称のフォルダーグループび、再び作成されます。 

巧グループ内に複数のフォルダーがある場合のごま意 

使用中のフォルダー内の画像ファイルび999コマに達するか、ファイル番号び9999 
に達した時に撮影を行ラと、同じグループ名で番号び更新されたフオルダーび自動的に 
作成されます。 


^ グループ内に複数のフォルダーびある場合、 「記録フォルダー選択」 でそのグループ 
I を選ぶと、グループ内でフォルダー番号び最大のフォルタ'一び選ばれます。たとえば、 
] 日] NCD 5 日、 ] 日 2 NCD 已日というフォルダーびある場合、 「記録フォルタ’一選択」 
90 で 「 NCD 5 日」を選ぶと、 ] 日 2 NCD 已日に画像び記録されます。 


記録フォルター設定 

画像を記録するフォルダーを選んだり、新し 
く 作成したりすることびでさます。 

フォルダー名は3ケタの数字（フォルダー番 
号）と日ケタの英数字（フォルダーグループ 
名）で構成されています。 

フォルダー名一 I _ 

100 NCD 已〇 


記録フォルダ-設定 


〇厂記録フオルタ-選}尺 ► 


新規作ぶ 
フオルタ-ち変更 
空た:: 


-フオルタ’ーグループ名 


フォルタ’一番号- 

記録フォルダー選択 

「記録フォルダー選択」 を選ぶと、下のような「記録フォルダー選択」画 
面び表示され、画像を記録するフォルダーグループを選ぶことびでさ 
ます。 


【設定編】カメラの基本設定セットアップメ I 
























空フォルダー削除 

画像び]コマも記録されていないフオルダーグループびすべて削除さ 
れます。 
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新規作成 

新しいフォルダーグループを作成します。 「新規作成」 を選ぶと、フォ 
ルタ'一名編集画面（下記ヒント参照）び表示されます。己文字までのフォ 
ルダーグループ名を入力し、巧团ボタンを押すと、フォルダーグループ 
び作成されます。 

フォルダー名変更 

「フォルダー名変更」 を選ぶと、フォルダーグループ名の一覧び表示さ 
れます。名称を変更したいフォルダーグループを選ぶと、グループ名 
編集画面（下記ヒント参照）び表示されます。日文字までのグループ名 
を入力し、巧团ボタンを押すと、グループ名び変更され、同時にそのグ 
ループ内のすべてのフォルダーのフォルダー名び変更されます。ただ 
し、フォルダー番号は変更されません。 


グループ名編集画面の操作ち法 



キーボードエリア 

マルチセレクターで文字を選び、@ボタ 
ンを押すと、グループ名工 U アに文字び入 
力されます。 


グループ名エリア 

入力した文字び表示されます。0ボタン 
を押しなびらコマンドダイヤルを回すと、 
カーソルび左ちに移動します。 

• 入力した文字は、カーソルびある位置に挿入されます。 

•入力でさるのは5文字までです。6文字上入力すると、グループ名工 U アか 
らあふれた文字び削除されます。 

•文字を削除したい時は、削除する文字の上にカーソルを移動し、©ボタンを押 
します。その文字び削除され、後ろの文字び繰り上びります。 

• フォルダーグループの新規作成やグループ名の変更を中止したい時は、 CD ボタ 
ンを押して、メニューに戻ってください。 


ヒント 


【設定編】カメラの基本設定セットアップメニユ 


























連香モード 

•「ON」 にすると、メモ U —カードを交換し 
たり、画像を記録するフォルダーを変更し 
ても、 Lil 前からの続さのファイル番号を付 
けることびでさます。複数のカードを使つ 
て撮影してもファイル番号び重複しないた 
め、撮影後の画像ファイルを管理しやすく 
なります。 

•「OFF」 （初期設定）のとさは、メモ U —カードや画像を記録するフォ 
ルダーを変更するたびに、ファイル番号び「0日日1」に戻ります。連 
きモードを 「ON」 から 「OFF」 に変更しても、カメラはファイルき号 
を記憶しています。次に 「ON」 に切り換えたときは、1；(前記憶した 
番号からの連番でファイル名び付けられます。 

• 「リセット」 を選ぶと、カメラび記憶しているファイル番号を U セッ 
卜します。 U セット後に撮影を行うと、新しいフォルダーび作成さ 
れ、「0日日1」からの連番でファイル番号び付けられます。ただし、 
記録フォルダーに設定されているフォルダーに画像ファイルび無い 
場合は、フォルダーは作成されず、「00日1」からの連番で画像び記 
録されます。 



セ 

、ソ 

卜 

ス J 巧ファイル香号についてのごミ主意 

プ • ファイル番号び9999に達したとさに撮影を行うと、自動的に新規フオルタ'一び作 
と 成され、連まモードの設定にかかわらずファイル番号び日日日1まに戻ります。 

• フオルダーま号び999に達しているときに、ファイルま号び9999に達するか、 
I このフオルダー内のファイル数び999個に達した場合は、それ似上フオルダーを 

作成することびでさず、シャッターびされなくなります。この場合は、「連番モード」 
92 を「リセット」した後、メモ IJ ーカードをフオーマットするか、交換してください。 
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クリーニングミラーアップ 

撮像素テ上の□ーパスフイルターの巧れ 
を調べたり、ク U —ニングするために、ミ 
ラーを上げた状態で固定します。詳しくは 
「付録」の「□ーパスフイルターのお手入れ」 
(P.150) をご覧ください。 


クリ-こソブミラ-アリフ 



ダストオフデータ取得 

別売の Nikon Capture 4 (Ve「.4.31i( 降）の 
「イメージダストオフ機能」を使うためのデー 
夕を取得します。イメージダストオフとは、 
カメラの□ーパスフイルターに付いたゴミに 
よる影響を、 RAW 画像から取り除く機能で 
す。詳しくは、 Nikon Capture 4の使用説 
明書をご覧ください。 

ダストオフデータ取得の手順 


タストがデ-夕取得 


►決刻 



タストがデ-夕取得 


明るい場所で 
/|10 cm 程度離れた I 
白い紙じ向けで I 
レリ-;(しで下さい I 


上の画面で 「する」 を選んでマル 
チセレクターの►を押すと、左の 
画面び表示されます。 

• 表示パネルとファインダー内下部 
に、下のよラに表示されます。 



データ取得を取り消したいとさは、 
a ボタンを押して < ださい。 


【設定編】カメラの基本設定セットアップメニユ I 
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2 


レンズ先端から]日 cm 程度離れた、明るく白い無地の被写 
体を画面いっぱいにとらえ、シャッターボタンを半押しし 
ふ^ 〇 

• オートフォーカスのときは、カメラび自動的に無限遠にピントを 
合わせます。 

• マニュアルフオーカスのとさは、手動で無限遠に合わせてください。 
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シャッターボタンを押し込んで撮影します。 

• シャッターボタンを押すと、液晶モニターび消なします。 
• 被写体び明るすざたり暗すざたた 
めに、データび取得でさなかった 
場合は、液晶モニターにちの画面び 
表示され、ステップ1の状態に戻 
ります。被写体の明るさを変えて、 

もラー度撮影してください。 



P ダストオフデータ取得についてのごま意 


• 非 CPU レンズをお使いの場合は、「ダストオフデータ取得」を選ぶことはでさません。 
• お使いになる CPU レンズは、焦点距離び已日 mmiu 上のものをおすすめします （ P .1 38)。 
• ズームレンズは望遠側にしてください。 

•取得したダストオフデータは、データ取得後にレンズや絞り値を変更して撮影した 
画像にを適用でさます。 

• ダストオフデータを画像処理ソフトウエアなどで開くことはでさません。 


•ダストオフデータをカメラで再生すると、ちの画面び表示 
されます。ヒストグラム、八イライトは表示でさません。 














ファームウェアバージョン 


カメラを制御する「ファームウェア」のバー 
ジョンを表示します。 



姿勢情報記録 


撮影時のカメラの姿勢情報を画像に記録する 
かどうかを設定します。 

• 「する」 （初期設定）のとさは、液晶モニ 
夕一や PictureProject 、 別売の Nikon 
Capture 4 ( Ve 「.4.3 LU 降）で画像を再生 
するとさに、記録した姿勢情報を利用し 
て、自動的に画像を回転表示することびでさます。 



記録されるカメラの姿勢情報は、 iU 下の3種類です。 



• 「しない」 にすると、姿勢情報は記録されず、再生時には常に横位置 
で表示されます。 

^ 姿勢情報記録についてのごま意 

• 連写モード (P.27) では、最初の]コマを撮影した姿勢び記録されます。連写中に 
構図を変えてを、姿勢情報には反映されません。 

•カメラを上向さ-下向さにして撮影すると、姿勢情報び正しく得られない場合びあ 
ります。 

田関連ページ 

姿勢情報を利用して画像を回転表示するかどうかを設定する 

-團再生メニュー「縦位置自動回転」 （ P .109) 
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撮影についての設定は、「撮影メニュー」で 
行います。メニューの表示方法や操作ち法に 
ついては、 P.32 をご覧ください。 

撮影メこューには、 iU 下の項目びあります。 


撮影モード P、S、A、M で設定でさます。 

《2撮影モード、至、 H、 •を、もん因では、カスタムメニュー「9 :感度自動 
設定」 （P.1 ]8)を 「OFF」 にしたときに設定できます。 


仕上びり設定 x’l 

画像の仕上びりを、撮影するシーンや好みに合 
わせて設定します。 

P. 已8、97 

ノイズ除去 

夜景撮影など、暗い所での低速シャッター撮影 
時に発生しやすいノイズを低減します。 

P.99 

画質モード 

記録する画像のファイル形式や画質を設定します。 

P.37 

画像サイズ 

記録する画像のサイズ（大ささ）を設定します。 

P.38 

ホワイトバランス※1 

画像び見た目に近い色で記録されるよラに、光 
源に合わせてホワイトバランスを設定します。 

P.59、 

100 

旧0設定^2 

に日感度を設定します。標準 （2 日日）より高く 
することで、暗い所での撮影に対応でさます。 

P.48 



OFF 

NORM 

E 

A 

200 


撮影についての設定一撮影メニこ 


【設定編】撮影についての設定 


撮影メニユ I 


定 

設 

U をドスバ勺二 
ブま_イラー巧 

が葉 si 

仕バ画画邮ぶ 

1 
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仕上がり設定 

仕上がり設定を変更します。内容については 
「【応用編】撮影一撮影モード P、S、A、M で 
撮影する」の「仕上びり設定」 （P. 日 8) をご覧 
<ださい。 

仕上がり設定のカスタマイズ 

仕上びり設定で 「カスタマイズ」 を選ぶと、 
ちの画面び表示され、 「輪郭強調」、「階調補 
正」、「カラー設定」、「彩度設定」、「色合い調 

整」 の日種類の項目を個別に設定でさます。 

己種類の項目の内容は、下の通りです。 


輪郭強調 

画像の輪郭の強調度合い（シャープネス）を設定しま 
す。初期設定は「オート」です。 


wl 化上ガリ脈 

巧晒 


面^^^^^^^ 

設定終了 ►ミ夫定 I 



階調補正 

画像の階調（コントラスト）を設定します。 

初期設定は r 才ート」です。「ユーザーカスタム」は、 
別売の Nikon Capture 4 (Ver.4.3_tU 降）で作成し 
たトーンカーブを使うとさに設定します。詳しくは 
Nikon Capture 4の使用説明書をご覧ください。 


面^ 

ィ-卜►み:^ 


巧輪郭強調、階調補正を「オート」にしたときのごま意 

•同じよラな状況で撮影してを、被写体の位置や大ささ、露出によって、仕上びり具 
合は変化します。 

• 充分な効果を得るには、 G タイプまたは D タイプのレンズをお使いになることをお 
すすめします。 Q7 


-ド NORM 

イス 因 

ラソス A 


30標準 
0-2]' ノトラスト弱め 
0-1 : r ノトうストやや弱め 
3+1のトラストやや強め 


A 輪郭強調 
A 階調補正 
la カラ-設定 
盛0彩度設定 
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パ画画 





























田カラー設定についてのごミ主意 

• 一般的な撮影には、「モード Ilia 」 または「モード la 」 をお使いになることをおすす 
めします。 

-カラーマネジメント機能を持たないアプ U ケーシヨンで画像を開くとさや、プリン 
卜するとさ 

-ダイレクトプ U ントや、プ U ントサービス店にプ IJ ントを依頼するとさ 
• r モード II 」の画像を Adobe Photoshop などのカラーマネジメント機能を持つアプ 
U ケーシヨンで開く場合は、色空間を Adobe RG 目に設定してください。詳しくは 
98 アプ IJ ケーシヨンの説明書をご覧ください。 


カラー設定 


画像の色再現を設定します。 


モード Ilia 
( sRGB ) 

(初期設定） 

人物や風景など様々な被写体を、鮮やかな色合いでくっさ 
りと表現します。 sRG 巨色空間に対応しています。 

モード la 
( sRGB ) 

人物の肌などを、自然な色合いで階調豊かに表現します。 
初期設定の 「モード Ilia 」 よりちややソフトに仕上びりま 
す。 sRG 目色空間に対応しています。 

モード II 
(Adobe RGB ) 

画像をパソコンなどで加工する場合に適しています。 
sRG 巨よりも色域び広い AdobeRG 巨色空間に対応してい 
よ9 〇 


彩度設定 

画像の彩度（色の鮮やかさ）を設定します。 
初期設定は「標準」です。 


色合い調整 

画像の色相を調整します。初期設定の「0°」から、+方向と一方向にそれぞれ3 
段階 （1 段階は約 3°) で調整でさます。肌色を基準にした場合、+側にすると黄 
色みび増し、一側にするとホみび増します。 
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ノイス除去 

シャッタースピードび約]秒より低速になる 
と、画像にノイズ（長秒時ノイズ）び入る場 
合びあります。あらかじめ 「ノイズ除去」 を 
「する」 にしておくと、この長秒時ノイズを 
低減でさます。初期設定は 「しない」 です。 


困 

ノイス除去 


1 


1しない ►み妇 II 

を 


巧 

する 




「する」 のときは、シャッタースピードび約]秒より低速になると、自 
動的に長秒時ノイズを除去します。ノイズ除去をしない場合に比べて、 
画像の記録時間び約2倍になります。 

処理中は、表示パネルとファインダー内下部 
に、ちのように表示されます。この表示び消え 
ると、次の撮影びでさます。 



画質モード 

画質モードを変更します。内容については 
「【応用編】撮影一画質や画像のサイズを変更 
する」 (P.37) をご覧ください。 



画像サイズ 

画像サイズ（大ささ）を変更します。内容に 
ついては「【応用編】撮影一画質や画像のサイ 
ズを変更する」 (P.38) をご覧ください。 


画像サイス 
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ホワイトバランス 

ホワイトバランスを変更します。内容につ 
いては「【応用編】撮影 一 撮影モード P 、 S 、 
A 、 M で撮影する」の「ホワイトバランス」 
( P .59) をご覧ください。 

プリセツトホワイトバランス 




ホワイトけランス 


絮晴天 


ち巧ツジユ 


A 曇天 

巧 

も ,,晴天曰陰 


IPRE フリセリト ►の 



特殊な照明の下で撮影するとさなど、「オート」や「電球」などの設定で 
は望ましい結果び得られない場合や、メモ U —カード内の画像と同じ 
ホワイトバランスで撮影したいときは、事前に取得（プ U セット）した 
ホワイトバランスを使うことびできます。プ U セットデータとして使 
うことびできるのは、じ(下の2種類のデータです。 


取得 データ 

カメラで取得したホワイトバランスを、プ U セツトデータとして使 
います。 

撮影 データ 

メモ U —カード内にある撮影済み画像のホワイトバランスを、プ IJ 
セツトデータとして使います。別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.3 
iU 降）で調整したホワイトバランスを、プ IJ セツトデータとして使 
ラことをでさます。 


仕上ガリ設定琢 N 

ノイス除去_ OFF 

画質モ-ド NORM 

画像サイス 因 

A 
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プリセツトデータをカメラで取得する（「取得データ」を使用） 

プ U セツトデータとして保をでさる「取得データ」は]つだけです。 
カメラでプ U セツトデータを取得するたびに、じ(前保をした「取得デー 
夕」は、新しいデータに置さ換えられるので、ご注意ください。 


撮影するときに使う照明と、白またはグレーの被写体を用 
意します。 


面 

ブリセット 

r? 

1 

み 

取得デ-夕►設定1 

嫁 


巧 

撮穀デ-夕 




2 


「撮影メニュー」一「ホワイトバ 
ランス」一「プリセット」一「取 
得データ」 を選んでマルチセレク 
ターの►を押します。 




4 


m ( WB ) ボタンを].己秒 LU 上押 
し続けます。 

• プ U セットデータ取得モードに入 
り、表示パネルとファインダー内 
下部に、左のよラな表示び点滅し 
ます。 
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• プ IJ セツトデータ取得を途中で取り消すには、© ( WB ) ボタンを押してください。 


巧データ取得についてのごミ主意 

•プ U セツトデータとして「撮影データ」に使うように設定していてを、新しくプ IJ 
セツトデータを取得すると、自動的に「取得データ」を使うように変更されます。 

• ホワイトバランスを厳密に合わせたいとさは、市販の] 8%標準反射板を使ってプ 
102 U セツトデータを取得してください。 


C 撮影時に使う照明の下で、用意 

▼ 3した白（またはグレ-)の被写体 

\ をファインダーいっぱいにとらえ 

- " - て、シャッターボタンを押します。 

• ピントび合っていなくても、プ U 
セットデータは正常に取得されます。 
• シャッターボタンを押してち、メモ 
U —力ードに画像は記録されません。 

表示パネルとファインダー内下 
部に、左のような表示び点滅すれ 
ば、データ取得は成功です。 

• これで、撮影時の照明の色に合わ 
せてホワイトバランスび変更され 
ました。 


• 左のように表示された場合、デー 
夕取得は失敗です。原因として、被 
写体び明るすざる、または暗すざ 
ることび考えられます。© ( WB ) 
ボタンを押して、をう一度ステッ 
プ3からやり直して < ださい。 
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メモリーカード内の画像のホワイトバランスを使う（「撮影データ」を使用) 

プ U セツトデータとして保をでさる「撮影データ」は]つだけです。 
「撮影データ」からプ U セツトデータを取得するたびに、じ(前保をした 
「撮影データ」は、新しいデータに置き換えられるので、ごを意ください。 


取得デ-夕 


? j 提影卜 9 i 


「撮影メニュー」一「ホワイトバ 
ランス」一「プリセット」一「撮 
影データ」 を選び、マルチセレク 
ターの►を押します。 



デ-夕を選}尺 


2 


左のよ5な画面び表示されます。 
プ U セツトデータとして使いた 
い画像を選びます。 

• 画面に表示されている画像のホワ 
イトバランスに設定したいとさは、 
「表示画像で設定」 を選んで►を押 
すと、設定び有効になります。 

• 別の画像を選ぶとさは、 「データを 
選択」 を選んで、►を押します。ス 
テツプ3にお進みください。 


田 

ブリ t ット 1 

r? 

NCD 50 ►み定 1 


NIKON 


TOKYO 

巧 



3 


フオルダの選択画面び表示され 
ます。使いたい画像び保存されて 
いるフオルダを選びます。 
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をプリセットデータについての ごミ主意 

プ U セットデータとして設定でさるのは、 D 5 日で撮影した画像だけです。 D 5 日似外 
のデジタルカメラで撮影した画像を上記ステップ已の画像選択画面に表示されます 
104が、 プ U セットデータとして設定することはでさません。 


が 卜 J ん1を] 


4 


►を押すと、選んだフオルダ内の 
画像び一覧表示されます。 



▲▼◄►で画像を選びます。 


6 


麵 I ボタンを押すと、設定び有効 
になり、撮影メニューに戻りま 
す。 


仕上ガり設定 
ノイス除去 

OFF 

画質モ-ド 

NORM 

画像サイス 

巧 


PRE 

ISO 設定 

200 
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に 0 設定 

IS 日感度を変更します。内容については 
「【応用編】撮影 一 IS 日感度を設定する」 
( P .48) をご覧ください。 



400 

800 

1600 


SO 設定 
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削除 

メモ U —力ード内の画像を個別に、またはまとめて削 
除します。 

P .108 

再生フォルダー 
設定 

どのフォルタ'一の画像を再生するかを設定します。 

P .108 

縦位置自動回転 

縦位置で撮影した画像を、再生時に自動的に回転して 
表示するかどラかを設定します。 

P .109 

スライド シヨー 

メモ IJ ーカード内の画像を]コマずつ順番に自動再生 
します。 

P .1 10 

プリント指定 

DPOF 対応のプ U ントショップやプ U ンターで画像を 
印刷するための設定をします。 

P .83、 

111 

スモール 

ピクチャー 

メモ U —カード内の画像から、サイズをルさくした別 
の画像を作ります。 

P .1 11 


再生についての設定一再生メニこ 


画像を再生するとさの設定は、「再生メ 
ニュー」で行います。メニューの表示方法や 
操作方法については、 P .32 をご覧ください。 
カメラにメモ U —力ードび入っていない場 
合、再生メニューは表示されません。 

再生メニューには、1；(下の項目びあります。 
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画像選択画面の操作ち法 


再生メニューで画像の削除 （ P .1 日 8) やプ 
リント指定 （ P .83、 111).スモールピク 
チャー ( P .1 1 1) の作成、ダイレクトプ U ン 
卜 ( P .76) を行うときは、ちのような「画像 
選択画面」び表示される場合びあります。画 
像選択画面での操作ち法は iU 下の通りです。 



©設定 趣!) 決定 





感設定画!)決定 



マルチセレクターの◄または►を押し 
て、画像を選びます。 



画像の細部を確認したいとさは、©ボタ 
ンを押すと、選択中の画像び拡大表示され 
ます。13ボタンを放すと元に戻ります。 


T - 設定終了 ►ミタ^ 


□ 攝影情報 
□曰付 


▲または▼を押して、設定の ON/OFF 
(またはプリント枚数）を設定します。 
設定が ON になると、内容に応じたアイ 
コンが表示されます。プ U ント関連の設 
定の場合は、アイコンの横にプリント枚 
数ち表示されます。 


CB ボタンを押すと、設定が有効になり 
ます。 
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削除' 


削除 

画像を削除します。ただし、區 I びついている 
画像はプ□テクト ( P .67) び設定されている 
ため、削除でさません。た<さんの画像を削 
除するとさは、時間びかかる場合びあります。 


選択画像削除 

指定した画像だけを削除します。 

全画像削除 

すべての画像を削除します。 



再生フォルダー設定 



巧再生フォルター設定についてのごま意 

-「全てのフォルタ’一」にした後に撮影を行うと、自動的に「記録中のフォルタ’一」に 
変更されます。すべてのフォルダーの画像を再生するには、改めて「全てのフォル 
ダー」 にして<ださい。 

•画像を記録するフォルダーはセットアップメニューの「記録フォルダー設定」 
( P .9 日）で設定でさます。 


•「記録中のフォルタ’一」にして、メモ U - 力ードを交換した後、撮影を行わずに画像 
を再生すると、液晶モニターに「撮影画像びありません」と表示されます。「全ての 
108 フォルダー」に変更すると、メモ U - 力ード内の画像び再生できます。 


【設定編】再生についての設定 
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縦位置自動回乾 

縦位置で撮影した画像を、自動的に回転して 
表示するかどうかを設定します。初期設定は 
「する」 です。 

ただし、 「する」 にしていてち、セットアッ 
プメニユーの 「姿勢情報記録」 （ P .95) を 「し 
ない」 にして撮影した画像は、すべて横位置 
で表示されます。 


縦位置自動回転 


する 


►み刻 
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スライドショー 

撮影した画像を]コマずつ順番に、連続再生 
する「スライドショー」を行います。 

スライドショーの操作ち法 

「開始」 を選んでマルチセレクターの►を押 
すと、スライドショーび始まります。スライ 
ドショーの実行中は、 lil 下の操作び可能です。 


開始 ►決定 I 


を 2 s インタ-けル設定 
開始後の一時停止 


1コマ進む/ 
戻る 

贷 

►を押すと次の画像に進み、◄を押すと]つ前の画像に戻 
ります。 

画像情報を 
見る 

贷 

スライドショーの再生中に画像情報び表示され、画像情報 
画面の切り換えびでさます。 


一時停止 


¢1 


スライドショーび一時停止し、ち 
の画面び表示されます。再開する 
には、「再開」を選んで►を押しま 
す。「終了」を選んで►を押すと、 
再生メニューに戻ります。 



を 2 s ィパ-川 I 設定 
■終了 


再生メニュ - 
に戻る 




スライドショーを中止して、再生メニューに戻ります。 


f インターバル設定 

1コマの画像び表示される時間を変更でさま 
す。 「インターバル 設定」を選んでマルチセレク 
ターの►を押すと、ちの画面び表示されます。 

初期設定は「2秒」です。 

田関連ページ 

770スライドシヨーで再生するフォルダーを選ぶ一團「再生フオルタ’一設定」 （ P .1 日 8) 



通常再生に 
戻る 


回 


スライドショーを中止して、 ] コマ表示モード （ P .62) ま 
たはサムネイル表示モード ( P .65) に戻ります。 


撮影に戻る 




シャッターボタンを半押しすると、液晶モニターび消なし 
ます。 
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フリント指定 

画像をプ U ントするための設定を、あらかじ 
めカメラで行うことびでさます。設定方法に 
ついては、 P .83 をご覧ください。 

プリント指定の一括解除 

プ U ント指定で設定した内容をすべて解除しま 
す。 「一括解除」 を選んで、マルチセレクターの 
►を押すと、ちの r 設定終了」画面び表示された 
後、再生メこユーに戻ります。 



一巧解除 



スモールピクチャー 

撮影した画像から、サイズのルさい画像を新 
しく作成します。撮影した画像をホームペー 
ジで表示するとさや、電子メールに添付する 
とさなどに便利な機能です。 

スモールピクチャーで作成する画像の サイ 
ズは、 「目 40 X 480」（初期設定)、 [320 X 
240」、「1 目 0 X 120」から選ぶことびでさます。「640 X 480」の場 
合、画像 サイズ 「1_」 （3 日日 8 X 2 日日日 ピクセル）の画像と比べて、画像 
ファイルの大きさは約]/2日になります。 



巧スモールピクチャーについてのごま意 

-スモールピクチャーで作成した画像は、元画像とは別の JPEG 画像として保をされます。 

• スモールピクチャーは、再生時にグレーの枠付さで表示されます。 

• メモ U —カードの残量び充分にない場合は、スモールピクチャーを作成でさません。 

- D 已日で作成したスモールピクチャーを D 5 日じ(外のカメラで再生したり、 D 已日じ （ 

外のカメラで作成したスモールピクチャーを D 5 日で再生したりすることは、動作 

保証しておりません。 777 
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さらに細かい設定ーカスタムメニこ 



カスタムメニューでは、カメラの各種設定 
を、好みに合わせて変更することびできます。 

カスタムメニューには、じ(下の項目びありま 
す。このうち、 R 〜6までは常に表示されま 
すび、7〜2日はセットアップメニューの 「メ 
ニュー表示 切換」 （ P .86) を 「アドバンスト 
メニュー」 にしたとさだけ表示されます。メニューの操作ち法について 
は、 P .32 をご覧ください。 


圃リセリト ー I 

01電子音設定 ON 
〇2み門-卜の選がみドイ 
03 AFI リ巧-卜設定い] 
04力-ド無時レリ-ス LOCK 
05提影画像確認I画)I 


セットアップメニュー「メニュー表示 
切換」を「アドバンストメニュー」に 
【常に表示される項目】 すると、杉下の項目も表示されます 


1 


さ 

ら 

に 

々 m 

mu 

か 

設 

定 



力 

ス 

夕 

ム 

メ 


R : 

リセット 

P .1 13 

7 : 

内蔵 AF 補助光 

P .1 17 

1:電子音設定 

P .1 13 

8 : 

フォーカスエリア照明 

P .1 17 

2 : 

AF モードの 選択 

P .1 14 

9 : 

感度自動設定 

P .1 18 

3 : 

AF エリアモード設定 

P .1] 已 

10 : 

感度自動制御 

P .1 19 

4 : 

カード無時レリーズ 

P .1 16 

11: 露出値 ステップ 幅 

P .120 

已： 

撮影画像確認 

P .1 16 

12 : 

オートブラケティング 

P .120 

6 : 

フラッシュ 調 光補正 

P .47、 116 

13 : 

測光モード 

P .124 




14 : 

AE/AF □ックボタン 

P .127 




1己： 

半}甲し AE □ック 

P .129 




16 : 

内蔵フラッシュ発光 

P .129 




17 : 

液晶 モニターパワーオフ 

P .130 




18 : 

半押しタイマー 

P .130 




19 : 

セルフタイマー 

P .130 




20 : 

リモコン待機時間 

P .131 
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R :リセット 

「する」 を選ぶと、すべてのカスタムメニュー 
の設定内容び、初期設定に戻ります。ツーボ 
タン U セット （ P .61) とは、 U セットされる 
内容び異なるので、ご注意< ださい。 



田関連ページ 
初期設定について 


付録撮影モード別：初期設定一覧 （ P . 1 34) 


01電子音設定 


:電子音設定 （すべての撮影モードで設定可能) 

「 ON 」 （初期設定）のときは、下の場合に 
電子音び鳴ります。 

-セルフタイマー ( P .28) の作動中 
- 2秒 U モコン撮影 （ P .28) の作動中 
-瞬時リモコン撮影 （ P .28) の完了時 
-オートフ オー カスのピントび 合った と 


►ミ々刻 I 



き（ただし、撮影モードび^のときや、カスタムメニュー「2: 
AF モードの選択」 （ P .1 ]4)び [ AF - CJ のとき、または [ AF-AJ 
で自動的に AF - C び選ばれた場合、電子音は鳴りません） 

「 OFF 」 にすると、電子音は鳴りません。 


「 ON 」 のときは表示パネルにマークび、 
「 OFF 」 のとさは⑩マークび表示されます。 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 


113 














2 : AF モードの選択 （撮影モード P 、 s 、 A 、 M で設定可能） 


AF モード（ピントの合わせ方）を、1；(下の3 
種類から選ぶことびでさます。 



AF-A 

(初期設定） 

撮影状況や被写体の動きによって、下記の AF-S と AF-C をカメラ 
び自動的に切り換えます。 

AF-S 

「シングル AF サーボ」モードで、静止している被写体の撮影に適 
しています。シャッターボタンを半押しすると、ピントび合った 
時点でフォーカスび□ックされます。 

AF-C 

「コンティニュアス AF ヴーボ」モードで、動いている被写体の撮影 
に適しています。シャッターボタンを半巧ししている間、ピントを 
合わせ続けます。シャッターボタンを半押ししてを、フォーカスは 
□ックされません。 AF 補助光は点打しません。 


AF モードの設定は、表示パネルで確認でさます。 
ち図は [ AF-SJ を選んだ場合です。 [ AF-AJ を選 
んだ場合は、何も表示されません。 


I -’;A 


Ban AF - c でフォーカス□ツクを行うとき 

「 AF - C 」 で フォー カス□ツクを行うときは、©ボタンを押してください。シャツ 
ターボタンを半押ししてを、 フォー カスは□ツクされません。 


【設定編】さらに細かい設定 


カスタムメニユ— 


114 





















3 : AF エリアモード設定 （すべての撮影モードで設定可能) 


ピントを合わせるフオーカスエ U アを、カメ 
ラびどのように選択するかを設定します。 


03 AFI リアモ-ド設定 


匯 II 'のブル 


お]タイナミック 

[■] 至ぶ優先タイナミック 


〔[り 

シングル※！ 

フオーカスエ IJ アを自分で選び、そのエ U アだけを使ってピン 
卜を合わせます。静止している被写体の撮影に適しています。 

ド.] 

ダイナミック※ 2 

フオーカスエ U アを選ぶのはシングルと同じですび、選んだ 
フオーカスエ U アから被写体び一時的に外れてしまった場合で 
を、他のフオーカスエ U アを使ってピントを合わせることびで 
さます。不規則な動さをする被写体の撮影に効果的です。 

闺 

至近優先 
ダイナミック※ 3 

基本的に、いちばんおくにある被写体をカメラび自動的に認識 
し、その被写体を含むフオーカスエリアを使ってピントを合わせ 
ON 9 〇 


《 ] 撮影モード 化、 P 、 S 、 A、M の初期設定 
《 2 撮影モード'の初期設定 
《 3 撮影モード A 进、を圆、•を、因 の初期設定 

AF エ U アモードの設定は、表示パネルとファ 
インダー内下部で確認でさます。ち図は 「シン 
グル」 で中央のフオーカスエ U アを選んだ場合 
です。 


円 


pm フォーカス□ックを巧うときは 

フオーカス□ックを行うとさは、 「シングル」 か 「ダイナミック」I 
をおすすめします。 


田関連ページ 

ピントを合わせる領域を指定する 
ピント合ゎせのち式を変ぇる^ 


一【応用編】撮影 （P.4 日） 

图2 : AF モードの選択 （P.114) 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 




















4 : 力ード無日寺レリース （すべての撮影モードで設定可能） 


「レリーズ禁止」 （初期設定）のときは、力 
メラにメモ U —力ードを入れないとシャツ 
ターびされません。 

「レリーズ許可」 にすると、メモ U —力一 
ドを入れなくてちシャツターびされるよう 
になります。ただし、メモリーカードび入っていないときに撮影し 
た画像は、液晶モニターに表示されるだけで、 プリントやメモリー 
カードへの保存はでさません のでご注意ください。 



5 : 撮影画像確認 （すべての撮影モードで設定可能） 


「 ON 」 （初期設定）のときは、撮影直後に、 
撮影した画像び液晶モニターに自動的に表 
示されます。 

「 OFF 」 にすると、画像は自動表示されま 
せん。撮影した画像を確認したいとさは 
尼！ボタンを押してください。 



6: フラッシュ調光補正 （撮影モード P 、 S 、 A 、 M で設定可能) 


フラッシュの発光量を補正することびでさ 
ます。詳しくは「【応用編】撮影 一 内蔵フラッ 
シュの設定を変更する」 （ P .47) をご覧くだ 
さい。 



【設定編】さらに細かい設定 


カスタムメニユ— 


116 
















• ドで設定可能） 


07内蔵 AF 補助光 


►み刻 


7 :巧蔵 AF 補助光 （ H 、 ^^1；^外の撮影モ- 

•「 ON 」 （初期設定）のときは、ピント合わせ 
の際に、必要に応じて自動的に AF 補助光 
ランプび点打します。ただし、カスタムメ 

ニュー「2 : AF モードの 選択」を 「 AF - C 」 

にしたとき、または [ AF - AJ にして自動的 
に AF-C び選ばれたときは、点灯しません。 

•「 OFF 」 にすると、状況にかかわらず、 AF 補助光は発光しません。被 
写体び暗い場合などは、オートフオーカスでのピント合わせびでさ 
なくなる場合びあります。 



8: フォーカスエリア照明 （すべての撮影モードで設定可能） 
フォーカスエ U アの照明の日 N /日 F F を設定 


08フォ-カス I リア照明 


夕 ilAUTO ►叫 



することびでさます。 

•「 AUTO 」 （初期設定）のとさは、マルチセ 
レクターで選んだフオーカスエ U アび、被 
写体の明るさに応じて自動的に赤く照明さ 
れます。 

•「 OFF 」 にすると照明は常に点打しません。 

•「 ON 」 にすると常に点打しますび、背景の明るさによっては、照明び 
見えない場合ちあります。 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 


777 











カスタムメニュー「9 : 感度自動設定」 と「10 : 感度自動制御」 は 

どちらち、 ISO 感度の制御方法に関する設定項目です。 iU 下の表を 
参考に、それぞれの項目を設定して<ださい。 



撮影モード 

Ag ? を圍 をみ 化因 

PS AM 

IS 日感度をカメラまか 
せにしたい 

9:感度自動設定： ON 

不可 

自分で設定したに日感 
度(し固定したい 

9 :感度自動設定： OFF 
10：感度自動制御： OFF 

10 :感度自動制御： OFF 

に日感度を自分で設定 
するび、その感度で適 
正露出び得られない場 
合は、感度を自動的に 
変えてほしい 

9 :感度自動設定： OFF 
10：感度自動制御： ON 

10:感度自動制御： ON 


霞* . 

を 

19 ：感度自動設定 （撮影モード Agf 、 を、 圆、 •を、み、 瓜 因 で設定可能) 


さ 

ら 

に 

々 m 

mu 

か 

設 

定 



力 

ス 

夕 

ム 

メ 


「 ON 」 （初期設定）のときは、カメラび自動的 
にに0感度を決定します。表示パネルとファ 
インダー内下部に、下のように表示されます。 


ISO AUTO --- 

——常に点灯します 




「 OFF 」 にすると、撮影メニューの 「旧日設定」 ( P .48) で設定した 
IS 日感度に固定されます。 


ユ 


118 






















10 : 感度自動制御 （すべての撮影モードで設定可能） 

•「 OFF 」 （初期設定）のときは、撮影メニュー 
の 「旧 0 設定」 ( P .48) で設定した IS 日感 
度に固定されます。 

•「 ON 」 にすると、通常は 「旧日 設定」 で設 
定した IS 日感度で撮影しますび、設定した 
感度で適正露出び得られない場合には、力 
メラび自動的に ISO 感度を2 日日〜] 6 日日の 範囲で変更します。表示 
パネルとファインダー内下部に、下のように表示されます。 


•点灯の場合は、 「 ISO 感度」で設定 
した感度で撮影します。 

•点滅の場合は、 「 ISO 感度」で設定し 
た感度では適正露出が得5れないた 
め、カメラが感度を変更しています。 


was 撮影モード Agf 、 ぞ、 H 、 •を、み、化、因、 P 、 A での感度自動制御 

上記の撮影モードで 「感度自動制御」 を 「 ON 」 にすると、シャッタースピード 
び一定の速度よりを遅くなったとさだけ、感度び自動制御されます。たとえば 
「1/30」（初期設定）にすると、カメラび「設定されている倍 日 感度では、シャッター 
スピー ドを 1/3 日 秒まで遅くしてわ、 適正露出び得られない」と判断した場合は、 
自動的に IS 日 感度を変更することによって、適正露出に近づけます。これによって、 
常に] /3 日 秒！;(下の速いシャッタースピードに保たれます。 

「感度自動制御」 ^ roNj -rp. A. DIP (デジタル 
イメージプ□グラム） 時選択」 を選ぶと、ちの画面び 
表示されます。設定したいシャッタースピードを選ん 
でください。 

撮影モード S 、 M では、この機能は働さません。 


田 

10 P 、 A、DIP 時選が 

〇 

1/125 


1/60 [ 


I 1/30 ►ミ々妇 r 

が 

1/15 


1/8 


巧 感度自動制御についてのごミ主 意 

• 撮影モード ミ、圆、•を、 J 令 A 、 因 では、カスタムメニュー「9 : 感度自動設 
定」 を 「 OFF 」 にしなければ、「10 : 感度自動制御」 は設定できません。 

•0 ( ISO ) ボタンを押したときに表示される IS 日感度は、撮影メニューの 「旧〇設定」 
(P.48) で設定した IS 日感度です。自動制御によって変更された感度は表示されません。 

田関連ページ 

【応用編】撮影一に日感度を設定する （ P .48) 



ISO AUTO 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 


9 




























AE フラッシュフラケティング撮影の手順 


じイ-トフラケティ'ノブ 


|〇.3 AE 巧リジ]フラヴテイ ► 


W 目ブラケティソク 


左の画面で 「AE フラッシュブラ 
ケティング」 を選び、マルチセレ 
クターの►を押します。 


11: 露出値ステッフ幅 （すべての撮影モードで設定可能） 


露出値（シャッタースピード、絞り、露出補 
正値、オートブラケティング補正量、調光補 
正値）を設定（または表示）するとさの刻み 
幅（ステップ）を、「1/3段」と「1/2段」か 
ら選ぶことびできます。初期設定は「1/3段」 
です。 



12：才ートブラケテイング （撮影モード P 、 S 、 A 、 M で設定可齡 


露出値とフラッシュの発光量、またはホワイ 
トバランスを基準から一側/+側にずらして 
撮影します。 


じイ-トブラケティソブ 






0.3 AE フラリジジう巧イソク 
1 W 目ブラケテクク 


OFF 

(初期設定） 

オートブラケティング撮影を行いません。 

AE フラッシュ 
ブラケティング 

シャッターボタンを押すたびに、露出とフラッシュの発光量 
をずらした画像び、 3 コマ続けて撮影されます。 

WB ブラケティング 

シャッターボタンを]回押すと、ホワイトバランスをずらした 
3 コマの画像び記録されます。画質モードび 「 RAW」、「RAW 
+ BASIC 」 のとさは、選ぶことびでさません。 


カスタムメニユ— 


120 
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左の画面で補正量を選び、►を押 
します。 

• 補正量は 0.3( または 0 .己）※〜 2.0 
段の範囲で設定でさます。 


※カスタムメニュー「11:露出値 ステップ 幅」の設定によって、補正量は変化します。 


\ 1 / 


囚 圍 

/ 1 \ 


t 1 * 


3 




シャッターボ タンを半押ししま 
す。 

• 表示パネルとファインダー内下部 
に、左のように表示されます。 




因 

/ 1 \ い" 

1 

卜) 






+"►— 

撮影前 

+◄ ►— 

1コマ目撮影後 


2 コマ 目撮影後 

表示無し 

3コマ目撮影直後 


撮影前の状態に戻る 


構図を決め、]コマ目を撮影しま 
す。続けてシャッターをさり、2 
コマ目、3コマ目を撮影します。 

• 「補正無し」-*^「―側に補田 [+ 
側に補正」の順に撮影されます。 

• 撮影するたびに、ブラケティング 
ノ くーグラフび左のように変化しま 
す。 

• 3 コマ目の撮影び終わると、ステッ 
プ 3 の状態に戻ります。 


.7 段 

• 0 段 

• 3 段 

• 7 段 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 


121 

















じイ-トフラクテイソブ 



ブラケティング撮影をやめ、通常 
撮影に戻るには、 「オートブラケ 
ティング」 を 「 OFF 」 にします。 


巧 AE フラッシュブラケティング撮影についてのごミ主意 

•連写モード ( P .27) でシャッターボタンを押し続けてを、3コマ撮影した時点で連 
写はストップします。 

•撮影の途中で P 、 S 、 A 、 M 似外の撮影モードに変更すると、残りのブラケティン 
グ撮影は解除されます。 

•撮影中に電源を日 FF にしてを、再び日 N にすると、残りの撮影を再開でさます。 
いったん電源を日 FF にしてメモ U —カードを交換したとさを同様です。 


W 巳ブラケティング撮影の手順 


じイ-トフラケテインク 


0.3 AE 巧リジ]フうクテイ'ノブ 


1 JI 目フうクテイソブ H 


左の画面で 「WB ブラケテイン 

グ」を選び、マルチセレクターの 
►を押します。 


じステリブ幅の設定 





2 


左の画面で補正量を選び、►を押 
し On 〇 

• 補正量は]〜3段の範囲で設定で 
さます。 


【設定編】さらに細かい設定 


カスタムメニユ— 


722 















酬 

+<m^- 
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nffMiriT'irTiittiiifiii 


シャッターボタンを半押ししま 
す。 

• 表示パネルとファインダー内下部 
に、左のように表示されます。 


4 


構図を決めて、シャッターをきります。 

• 1回の撮影で3コマの画像び同時に記録されます。「補正無し」^ 
「一側に補田^「+側に補田の順に記録されます。 

• メモ U —カードに画像3コマ分の空さ容量びない場合、シャツ 
ターは されません。 



ブラケティング撮影をやめ、通常 
撮影に戻るには、 「オートブラケ 
ティング」 を 「 OFF 」 にします。 


巧 WB ブラケティング撮影についてのごま意 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 


連写モード （ P .27) で撮影してを、単写モードと同様に、シャッターボタンを押すた 
びに]回ずつ撮影を行い、3コマの画像を記録します。 123 








13 : 測光モード （撮影モード P 、 s 、 A 、 M で設定可能) 


適正な露出を得るために、カメラび被写体の 
明るさを測ることを「測光」といいます。測 
光モードは、じ I 下の3種類から選ぶことびで 
さます。 


(iyil マルチパターン 

測光（初期設定） 

ほとんどの撮影状況に対応でさる測光モードです。画 
面の広い領域を測光して、被写体の輝度（明るさ）分布、 
色、距離や構図など様々な情報を瞬時に分析するため、 
見た目に近い画像び得られます。 

@ 中央部重点測光 

画面の中央部分を重点的に測光します。画面中央にメイ 
ンの被写体を大さく配置して撮影する場合などに適して 
います。 

G-J スポット測光 

フオーカスエリアに重なる部分だけを測光します。逆光 
時や被写体の明暗差び激しいとさなど、狭い範囲の露出 
を基準にして撮影したい場合に適しています。 

•測光エ U アは、フオーカスエ U アに連動します。 
•カスタムメニュー「3: AF エリアモード設定」 ( P .115) 
び「至近優先ダイナミック」のときは、中央のフオーカ 
スエ U アに相当する部分を測光します。 


測光モードの設定は、表示パネルで確認できます。 


の 


り J 則光モードについてのごミ主意 

非 CPU レンズをお使いの場合は、測光はでさません。測光モードを選ぶことをでさ 
ません。 


マ I 所巧-ソミ! ►み刻 


Bani マルチパターン測光について_ 

このカメラは、42日分割 RG 目センサーを搭載しています。 G タイプまたは D 夕 
イプレンズ使用時は、このセンサーから得られる様々な情報を最大限に利用でさ 
る r 3 D - RG 巨マルチパターン測光 n 」 という測光方式になります。その他の CPU 
レンズをお使いの場合は、距離情報を考慮しない 「 RG 目マルチパターン測光 n 」 
といラ測光方式になります。 


ヒント 


圆中央部重点測光 
曰スボット測光 


13測光モ-ド 


【設定編】さらに細かい設定 


カスタムメニユ— 



























AE □ック撮影 

AE □ック撮影とは、被写体の特定の部分を測光して露出を決め、その 
まま構図を変えて撮影する方法です。露出を合わせたい部分とその周 
囲とで、極端に明るさび異なる場合などに効果的です。撮影モード P 、 
S 、 A で利用でさます。 



P 、 S 、 A いずれかの撮影モード 

で、「測光モード」を「スポット測 
光」または「中央部重点測光」に 

します。 

• 「マルチパターン測光」は充分な AE 

□ックの効果び期待でさないため、 
おすすめでさません。 



2 



シャッターボタンを半押しした 
まま@ボタンを押すと、露出 
び固定（□ック）されます。 

• m ボタンを押している間は、選 
んだフオーカスエ U ア内 （r スポッ 
卜測光」の場合）、またはファイン 
ダー中央部 （r 中央部重点測光」の 
場合）を測光して得られた露出で 
□ックされます。そのまま構図を 
変えてを露出は変わりません。 

• ファインダー内下部に AE □ック表 
示 ( EL ) び点打します。 

• フオーカスモードび AF (才ート 
フオーカス）の場合、ピントも同時 
に□ックされるので、ピント表示 
参の点打ちご確認ください。 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 
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©ボタンを押したまま、構図を 
決めて撮影します。 


1 


さ 

ら 

に 

々 m 

mu 

か 

設 

定 



力 

ス 

夕 

ム 

メ 


シャツタースピードと紋リ値の変更 

通常は®ボタンを押している間をコマンドダイヤルで下の操作びでさます。 


撮影モード P 

プ□グラムシフト ( P .52) 

撮影モード S 

シャッタースピードの変更 

撮影モード A 

絞り値の変更 


田関連ページ 


AE □ックの操作方法を変更する一 

726 画14 : AE / AF □ックボタン （ P .127)、 図1曰：半巧し AE □ック （ P .12 日) 




















14: AE / AF □ックボタン （すべての撮影モ 

m ボタンの役割を下の表のように変更す 
ることびでさます。 


I ドで設定可能） 


JClAE/AF 邮►ミ夫是 II 


品 AEO リクのみ 
面 AFO リクのみ 
品:み AE 日ック維持 
AF AF 作動 


nn AE/AF 同時□ツク 
■■ 圆醜） 

風ボタンを押すと、 AE □ック （ P .125) とフオーカ 
ス□ック （ P .41) び同時に行われます。 

品 AE □ツクのみ 

©ボタンを押すと、 AE □ック （ P .12 已）だけび行わ 
れます。 

磕 AF □ツクのみ 

m ボタンを押すと、フオーカス□ック （ P .41) だけび 
行われます。 

品苗 AE □ック維持 

m ボタンを押すと、 AE □ック ( P .125) 状態び維持 
され、をラー度押すと解除されます。 

AF AF 作動 

©ボタンを押すと、オートフオーカスび作動します。 
シャッターボタンを半押ししてを、オートフオーカスは 
作動しないのでご注意ください。 

团 FV □ック 

m ボタンを押すと 、 FV □ック（下記）状態び維持され、 
をラー度押すと解除されます。 


FV □ック撮影の手順 

フラッシュの発光量を固定することで、発光量をメインの被写体に合 
わせたまま構図を変えて撮影したり、同じ発光量を維持したまま撮影 
したりすることびでさます。 


UAE/AF 日ツクボタソ 
面 AE 日ツクのか 
面 AF 日ツクのか 
品み AE 日ツク維持 
AF AF 作動 


回 [ piFV 日ツク►み走! 


左の画面で 「FV □ック」 を選び、 
マルチセレクターの►を押しま 
す。 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 
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つ 発光量を合わせたい被写体をファ 

インタ'一中央でとらえ、シャツ 
ターボタンを半押しします。 

• 撮影モード P 、 S 、 A 、 M のとさは、 
事前に©ボタンを押して、内蔵フ 
ラッシュをポップアップ（上びる） 
させて < ださい。 


3 


ファインダー内下部にちび点好 
していることを確認し、©ボタ 
ンを押します。 

• 発光量計算のため、内蔵フラッシュ 
び本発光の前に少量発光し、発光 
量び□ックされます。ファインダー 
内下部に左のように表示されます。 



構図を変えて撮影します。 

• 続けてシャッターをさると、発光 
量を固定したまま繰り返し撮影で 
さます。 

• FV □ックを解除するには、もう一 
度@ボタンを押します。 


111111111111 







【設定編】さらに細かい設定カスタムメニユ— 
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15: 半押し AE □ツク （すべての撮影モ 

•「 ON 」 にすると、シャッターボタンを半押 
ししたときに、 AE □ック （ P .12 己）び行 
われます。 

•「 OFF 」 （初期設定）のとさは、 AE □ックは 
行われません。 


I ドで設定可能） 



16：内蔵フラッシユ発光 （撮影モード P 、 S 、 A 、 M で設定可能) 

内蔵フラッシュの発光制御ち法を設定します。 


「TTL モード」 （初期設定、 P .163) のとき 
は、発光量び自動的に制御されます。 


「マニュアル発光モード」 を選ぶと、ちの 

画面び表示され、内蔵フラッシュの発光量 
を設定でさます。このモードにすると、表 
示ノてネルとフアインダー内下部に調光補正 
マーク02び点滅します。 


與 



J Full ►ミ々走！ 



フル発光時の内蔵フラッシュのガイドナンパー 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 


「 Full 」 （フル発光、初期設定）での内蔵フラッシュのガイドナンバーは約] 7 
( IS 日2日日 • m 、 2日。 C ) /約] 2 (ISO ] 日日 • m 、 2日。 C ) です。 7 フ Q 




















17 : 液晶モニターハワーオフ （すべての撮影モードで設定可能) 

液晶 モニターび 自動的に消打するまでの時間 
を変更でさます。初期設定は「20 秒 M です。 

• 液晶 モニターの 表示時間を延長するとバッ 
テ U —の消耗び速くなります。 


17液晶モニタ-/(ワイフ 
10秒 



別売の AC アダプター EH - 己を接続してい 
るとさは、この設定にかかわらず、液晶モニターは操作終了後、約 
] 日分で自動的に消打します。 


• ドで設定可能） 


18 : 半押しタイマー （すべての撮影モ- 

このカメラは、シャッターボタンを半押しし 
てから、何も操作しないで一定時間び過ざる 
と、バッテ U —の消耗を抑えるために待機状 
態に入ります。ここでは、待機状態になるま 
での時間を変更でさます。初期設定は「8秒)」 

です。 

• 待機状態になると、表示パネルのシャッタースピードと絞り値の表 
示、ファインダー内下部び消打します（別売の AC アダプター EH - 己 
接続中は消打しません)。 

• 半押しタイマーを延長すると、バッテ U —の消耗び速くなります。 



19: セルフタイマー （すべての撮影モードで設定可能） 

セルフタイマー撮影 （ P .28) 時に、シャッター 
ボタンを押してからシャッターびされるまで 
の時間を変更できます。初期設定は「10秒」 

です。 



【設定編】さらに細かい設定 


カスタムメニユ— 




















20 : リモコン待機時間 （すべての撮影モードで設定可能） 

U モコン撮影 （ P .28) 時に、カメラびリモコ 
ンからの信号を待ち受ける時間を変更でさま 
す。初期設定は「1分」です。 

• U モコンモードにしてから、 U モコン撮影 
をしないままで受信待機時間び過ざると、 

U モコンモードび解除されます。 


20リモ]ソ待機時間 


【設定編】さらに細かい設定 



カスタムメニユ— 


接が 
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参 


ホワイトバランス 
( P .59) 

に0設定 （ P .48) 


単写/連写モード 
( P .27) 


プ□グラムシフト 
( P .52) 

AE □ック （ P .12 己) 


露出補正 （ P . 日 7) 


フラッシュモード 
( P .44) 


〇 


〇 


〇 


〇 


〇 


《カスタムメニュー「9 : 感度自動 設定」 び 「 OFF 」 のときに設定できます。 


イ寸錄 


撮影モード別：設定できる機能一覧 


それぞれの撮影モードごとに、設定でさる機能とでさない機能をまと 
めました。表の見方は！; TF の通りです。 

参：設定でさます。ツーボタン U セット （ P .61) で初期設定に戻ります。 

◎ :設定できます。カスタムメニュ ー「 R : リセット」 （ P .113) で初期設定に戻ります。 
〇 :設定でさます。撮影モードを切り換えると初期設定に戻ります。 

A :設定でさます。設定を元に戻さない限り、初期設定には戻りません。 

無印：設定でさません。 


付 

錄 

攝 

影 

モ 

I 

ド、 

別 


AUTO 

〇 


を 


H 


•を 




化 


因 


P 


S 


A 


仕上びり設定 
( P . 己 8) 


ノイズ除去 ( P .99) 
画質モード ( P .37) 


画像サイズ ( P .38) 


撮影関連の設定 


設定できる機能_覧 
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AUTO 

CM 

ミ 

H 

•ミ^, 


化 

因 

P 

S 

A 

M 

1:電子音設定 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

2 : AF モードの 
選択 








◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

3 : AF エ U ア 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

モード設定 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

4： 力ー ド無時 
レリーズ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

日：撮影画像確認 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

巨：フラッシュ調 








参 

参 

参 

参 

光補正 








◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

7 ;内蔵 AF 補助光 

◎ 

◎ 


◎ 


◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

8 :フオーカス 
エリア照明 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

9:感度自動設定 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 





10:感度自動制御 

〇)※ 

(〇※ 

〇)※ 

〇)※ 

〇)※ 

〇)※ 

〇)※ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

11:露出値 

ステップ幅 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

12:オートブラケ 








参 

参 

参 

参 

テイング 








◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

13:測光モード 








参 

◎ 

参 

◎ 

参 

◎ 

参 

◎ 

14: AE / AF □ック 
ボタン 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

1己：半巧し 

AE □ック 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

16:内蔵フラッシュ 
発光 








◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

17：液晶モニター 
パワーオフ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

18:半巧しタイマー 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

19:セルフタイマー 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

20 :リモコン待機 
時間 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 



※カスタムメニュー「9 :感度自動設定」び 「 OFF 」 のときに設定できます。 
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カスタムメニユ— 







































フ オー カス 
ロック （ P .41) 


OFF 懈除） 


プログラム 


OFF 


シフト （P. 己 2) 


獅翁 



AE □ック 
( P .12 己） 


OFF 懈除） 



fp 强 f 


フラッシュ 
モード （ P .44) 




— 


— 


《2 


OFF (0.0) 


通常発光 


6 :フラッシュ 
調光補正 


0.0 


12:オートブラ 
ケテイング 


OFF 


13:測光モード 


マルチパターン測光 


《 ] 通常発光オート 

《2通常発光オート+ス□ーシャッター 


撮影モード別：初期設定一! 


ご購入時のカメラの設定についてまとめました。 

ツーボタンリセット （ P .61) で初期設定に戻る項目 




AUTO 

を 

圍 

を 


化 

囚 

P 

S 

A 

M 


仕上びり設定 
( P . 己 8) 

__ 

標準 


撮 

霞 

画質モード 
( P .37) 

NORMAL 

メ 

a 

1 

画像サイズ 
( P .38) 

L 

ホワイトバランス 
(P. 己 9) 

— 

才ート 


旧0設定 （ P .48) 

——（カスタムメニュー「9 :感度自動設 
定」び 「OFF」 のときは 2 日日） 

200 


§ 


単写/連写 
モード （ P .27) 


単写 


フォー カス 
エリア （ P .40) 


中央 


中央 


撮影関連の設定 


g 影モ—ド別： 
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カスタムメニューの 「R :リセット」 （ P .113) で初期設定に戻る項目 



A&O を 

圆 

を 


化 

囚 

P S A M 

1:電子音設定 

ON 

2 : AF モードの選択 

一 

AF-A 

3 : AFILU ア 
モード設定 

至近優先 
ダイナミック 


シン 

グル 

《2 

シングル 

4： 力ー ド無時 
レリーズ 

レリーズ禁止 

日：撮影画像確認 

ON 

6 :フラッシュ 
調光補正 

一 

0.0 

7 :内蔵 AF 補助光 

ON 

OFF 

固定 

ON 

OFF 

固定 

ON 

8:フ オー カスエリ 
ア照明 

AUTO 

9:感度自動設定 

ON 

__ 

10:感度自動制御 

OFF 

11:露出値 

ステップ幅 

1/3 段 

12:才ート 

ブラケテイング 

一 

OFF 

13 :測光モード 

一 

マルチパターン測光 

14: AE/AF □ック 
ボタン 

AE/AF 同時□ック 

1己：半巧し AE 
□ック 

OFF 

16:内蔵フラッシュ 
発光 

一 

TTL モード’ 

17:液晶モニター 
パワーオフ 

20秒 

18:半巧しタイマー 

8秒 

19:セルフタイマー 

10秒 

20 :リモコン待機 
時間 

1分 


《 ] ダイナミック（中央） 

《2至近優先ダイナミック 


付録撮影モ—ド別-巧期設定 I 






















































その他の項目の初期設定 


撮影メニュー 

ノイズ除去 (P.99) 

しない 

再生メニュー 

再生フォルダー設定 (P.108) 

記録中のフォルダー 

縦位置自動回転 （P.1 日 9) 

ずる 


メニュー表示切換 (P.86) 

シンプルメニュー 


画面の明るさ (P.87) 

0 


ビデオ出力 (P.87) 

NTSC 

セットアップ 

言語 (P.87) 

曰本語 

メニュー 

画像コメント （P.88) 

添付しない 


USB 設定 (P.89) 

Mass Storage 


連番モード (P.92) 

OFF 


姿勢情報記録 （P.9 已） 

ずる 


^1；(上の項目は、ツーボタン IJ セットやカスタムメニューの U セットでは初期設 
^ 定に戻りません。設定を変更するには、それぞれのメニュー項目を直接操作し 
I て<ださい。 

ド、 

別 


定 

覧 



136 

















別売アクセサリー 


アクセヴ U —を活用して、撮影の幅を広げることびでさるのも、デジ 
タルー眼レフカメラの楽しみのひとつです。 D 己日には、じ以下のような 
ニコン製アクセヴ U —び用意されています。 


スピードライト 



に アクセサリーについてのごま意 

D 己日には、ニコン製のアクセサ U —をお使いいただくことをおすすめします。他社 
製アクセサ U —は、カメラの故障や不具合の原因となることびあります。他社製アク 
セサ U —使用によるカメラの不具合については、保証の対象となりませんので、ご了 
承ください。 


付録別売アクセサリ— 



が 






















装着できるレンス 

CPU レンズ （ IX ニッ コールを除く）をおすすめします。とくに G タイ 
プ- D タイプレンズは、カメラの機能を最大限に引き出すことびでき 
ます。 

CPU レンズには CPU 信号接点びあります。 G タイプレンズには 「 G 」 
マークび、 D タイプレンズには 「 D 」 マークび付いています。 G タイプ 


レンズには、絞り U ングびありません。 


幽 



mm 


圓 

CPU レンズ 



G タイプレンズ 

D タイプレンズ 


fgaa レンズの画角と焦点距離について 

D 已日には、さまざまなニコンー眼レフカメラ用レンズを装着することびできま 
す。ただし、これらのレンズを D 已日に装着したとさの画角は、レンズに表記さ 
れ ている 焦点距離の].已倍のレンズに相当する画角になります。これは、3日 mm 
判カメラの撮影画面サイズ （36 X 24 mm ) に対して、 D 已日の撮影画面（約 23.7 
X ] 已 .6 mm ) びルさいためです。このため、同じレンズで撮影してを、 D 已日と 
3已 mm 判カメラでは、画角（撮影される範囲）び異なることにご注意ください。 



。 非 CPU レンズについてのごま 意 

非 CPU レンズ装着時は、撮影モード M で撮影してください。外では、シャッター 
びきれません。カメラの露出計や、コマンドダイヤルによる絞りの設定、 i - TTL モー 
ドでのフラッシュ撮影の各機能は使ラことびでさません。絞りの設定や確認は、レン 
138 ズの絞りリングで行ってください。 


付録別売アクセサリ— 









































装着できるレンズー覧 


フオーカスモード 撮影モード 測光モード 



オート 
フオー 
カス 

フオー 
カスエ 
イド 

7ニユ 

アル 

M しが 4 

M 

7ルチ 
八。夕一 
ン測光 

中央重点 
/スポッ 
卜測光 

C 

P 

U 

レ 

ン 

ズ 

京 

2 

G タイプレンズ（《3)、 
□タイプレンズ（※3)、 
AF - I レンズ、 AF - S レンズ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇※] 

P 巳マイク □ 

8已 mmf /2.8 D が 4) 

X 

〇※5 

〇 

X 

〇 

〇 

〇※1 

AF - S / AF - I テレコン 
パ—夕—（※の 

〇※7 

〇※7 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇※] 

G タイプ•□タイプ 
じ(外の AF レンズ 
( F 3 AF 用を除く） 

〇※8 

〇※8 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇※1 

Ai - P ニッコール 

X 

〇※9 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇※] 

非 

C 

P 

U 

レ 

ン 

ズ 

な 

ど 

10 

Ai - S 、 A しシリーズ E レンズ、 
改造 Ai レンズ 

X 

〇※9 

〇 

X 

〇※11 

X 

X 

メディカル120 mm f /4 

X 

〇 

〇 

X 

〇 ※に 

X 

X 

レフレックスレンズ 

X 

X 

〇 

X 

〇※11 

X 

X 

PC ニッコール 

X 

〇※5 

〇 

X 

〇※11 

X 

X 

Ai - S 、 Ai テレコンパ’一夕一 

X 

〇※7 

〇 

X 

〇※11 

X 

X 

ベ□-ズ PB -6 が 13) 

X 

〇※9 

〇 

X 

〇※11 

X 

X 

才ート接写リングの心 

1 1 A 、 12、13、 PN -11) 

X 

〇※9 

〇 

X 

〇※11 

X 

X 


《1 CPU レンズ装着時は、 フォー カスエリア選択 
によりスポット測光エリアを移動巧 （ P .124)。 

《2 IX レンズは装着不可。 

※吕 VR レンズの VR (手ブレ補正）機能に対応。 

《4カメラの測光モードおよび調光制御機能は、 
あおり操作（シフトまたはテイルト）中、ま 
たは開放絞りじ(外では、正しく機能しません。 

※已あおり操作を行っていない場合のみ可。 

《6 AF - S レンズ、 AF - I レンズ専用（ただし AF-S DX 
12〜 24 mm f /4 G 、 AF-S ED 17 〜 3 已 mm 
f /2.8 D 、 AF-S DX ED 17 〜已已 mm f /2.8 G 、 
AF-S DX ED IS 〜 70 mm f /3 .日〜 4 .巳 G 、 
AF-S ED 24 〜 8 已 mm f /3 .己〜 4 .已 G 、 AF-S 
VR ED 24~ 120 mm f /3 .己 ~5.6 G 、 AF-S 
ED 28 〜 70 mm f /2.8 D は使用不可)。 

知 合成絞りび f / 己6ソ上明るい場合に使用可。 


《8 AF 80〜200 mm f /2.8 S、AF 3已〜 
70 mm f /2.8 S、AF 28 〜 8 已 mm f /3 .己 
〜 4 .己 S ( New)、AF 28 〜 8 已 mm f /3 .己 
〜 4 .已 S レンズで、ズームの望遠側かつ至近 
距離で撮影した場合、ファインダースクリー 
ンのマット面の像とオートフオーカスの合焦 
表示び合致しない場合びあります。この場合 
は、ファインダースクリーンのマット面を利 
用して、マニュアルフオーカスでピントを合 
わせて撮影してください。 

※日開放絞りび f / 己日な上明るいレンズのみ使用可。 

《10—部装着不可能なレンズ （ P . 1 40) があります。 

《11露出インジケーターは使用不可。 

《12 シャツ タースピード1/12已秒な下で使用可。 
露出インジケーターは使用不可。 

※に縦位置にして装着してください樓着後、横 
位置に戻すことは可能です)。 
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g 使用できないレンスについてのごま意 

•じ(下の非 CPU レンズは装着でさません。無理に装着しよラとすると、カメラやレ 
ンズを破損するのでご注意ください。 

- AF テレコンバーター TC-16AS 

- Ai 改造をしていないレンズ （ Ai 方式し U 前の連動 in を使用するタイプ） 

- フォーカシングユニット AU-1 を必要とするレンズ （ 4 日日 mm f/4.5 、 600mm 
f/ 己 .6 、 800 mmf/8 、 1200 mm f/]]) 

• フィッシュアイ （ 6mm 175. 6 、 7 .已 mm 175. 6 、 8mm f/8 、 日 P] 0mm 175.6) 

- 旧 2]mmf/4 
- K2IJ ング 

• ED] 8 日〜 600mm f/8 ( 製品 No.174041-174180) 

- ED36 日 〜] 200 mmf /]] (製品 No. 174031 〜] 74] 27) 

- 200 〜 600mm f/9 . 己（製品 No. 280001 〜 30049 0) 

• F3AF 用 （ 8 日 mm f/2.8 、 2 日日 mm f/3 . 已、テレ〕ンバーター TC-16S) 

- PC28mm f/4 ( 製品 No. 18 日 9 日日 I ソ前の製品） 

- PC35 mm f/2.8 (製品 No.85 1991- 90620 0) 

-旧 PC3 已 mm f/3 .已 
- 旧レフレックス ] 日日日 mmf/6.3 

- レフレックス ] 日日 0mm f/]] ( 製品 N0.14236] -143000) 

- レフレックス 2 日日日 mmf/]] ( 製品 N0.200111 -200310) 

^ AF 補助光撮影 （ P .41) に制限のあるレンズについてのごま意 

• 似下のレンズでは AF 補助光を使ってのオートフォーカス撮影はでさません。 

- AF-S VR ED 7 日〜 2 日日 mm f/2.8G - AF-S ED 8 日〜 2 日日 mm f/2.8D 

• AF ED 8 日〜 2 日日 mm f/2.8D • AF VR ED 8 日〜 4 日日 mm f/4 . 已〜已 .6D 

- AF-S VR ED 2 日日〜 4 日日 mm f/4G - AF-S VR 2 日日 mm f/2G 

- AF-S VR 300mm f/2.8G 

•切下のレンズでは、撮影距離] m 似内で AF 補助光びレンズによってさえぎられる 
場合びあります。この場合、 AF 補助光を使ってのオートフオーカス撮影はでさま 
せん。 


• AF マイク □ ED 200mm f/4D 

• AF-S ED 17 〜 3 已 mm f/2.8D 

• AF ED] 8 〜 3 已 mm f/3 . 已〜 4 . 已 D 

• AF20 〜 3 已 mm f/2.8D 

• AF-S ED 28 〜 7 日 mm f/2.8D 


• AF ED 24 〜 8 已 mm f/2.8 〜 4D 

• AF-S VR ED 24 〜] 2 日 mm f/3 . 已〜已 .6G 

• AF24 〜] 2 日 mm f/3 . 己〜已 .6D 

• AF マイク □ ED 7 日 〜] 8 日 mm f/4 . 己〜已 .6D 

• AF-S DX ED 17 〜已已 mm f/2.8G (IF) 
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^ 内蔵フラッシュ撮影に制限のあるレンスについてのごま意 

•似下の AF レンズではフラッシュの光びさえぎられるため、内蔵フラッシュ撮影び 
可能な焦点距離や撮影距離に制限びあります。 


レンズ 

内蔵フラッシュ撮影が可能な条件 

AF-S DX ED ] 2 〜 24mm f/4 白 

焦点距離 20mm のとき：撮影距離 2.5miU 上 
焦点距離 24mm のとさ：撮影距離] m 政上 

AF-S ED 17 〜 3 已 mm f/2.8D 

焦点距離 20mm 、 24mm のとさ：撮影距離 2.5m 必上 
焦点距離 28mm のとさ：撮影距離] m 政上 
焦点距離 35mm では撮影距離制限なし 

AF-S DX ED ] 7 〜已已 mm 
f/2.8G (IF) 

焦点距離 20mm 、 24mm のとさ：撮影距離 2.5m 必上 
焦点距離 28mm のとき：撮影距離].已 m 政上 
焦点距離 3 已 mm のとき：撮影距離 0.7m 政上 
焦点距離 45mm 政上は撮影距離制限なし 

AF ED 18 〜 3 已 mm f/3 .已〜 4 .已 D 

焦点距離] 8mm 、 2] mm のとき：撮影距離 2m 政上 
焦点距離 24mm のとき：撮影距離 0.7m 政上 
焦点距離 28mm 政上は撮影距離制限なし 

AF 20 〜 35mm f/2.8D 

焦点距離 20mm のとき：撮影距離].已 m 政上 
焦点距離 24mm のとさ：撮影距離] m 政上 
焦点距離 28mm 政上は撮影距離制限なし 

AF-S VR ED 24 〜] 20mm 
f/3 .己〜已 .6G 

焦点距離 24mm のとき：撮影距離 0.8m 政上 
焦点距離 28mm 政上は撮影距離制限なし 

AF-S ED 28 〜 70mm f/2.8 D 

焦点距離 28mm のとさ：撮影距離 3m 攻上 
焦点距離 3 己 mm のとき：撮影距離] m 政上 
焦点距離已 0mm 政上は撮影距離制限なし 

AF-S VR ED 200 〜 400 mm 
f/4 白 

焦点距離 200 mm のとき：撮影距離 4m 政上 
焦点距離 2 已 0mm のとさ：撮影距離 2 .己 m 攻上 
焦点距離 300 mm 政上は撮影距離制限なし 

AF-S ]8 〜 70mmf/3.5 〜 4.5G 

焦点距離] 8mm のとさ：撮影距離] m 攻上 
焦点距離 24mm 政上は撮影距離制限なし 


り赤目軽減 ( P .44) についてのごま 意 

レンズの種類によっては、 AF 補助光ランプの光びさえぎられ、フラッシュ撮影時に 
充分な赤目軽減効果び得られない場合びあります。 
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装着できる別売スピードライト（フラッシュ） 

別売スピードライトを装着するとさは、ア 
クセヴ U —シューカバーを取り外してくださ 
い。なお、別売スピードライト装着時は、内 
蔵フラッシュは発光しません。 


D 已日は「ニコンク U エイティブライティングシステム」に対応してい 
ます。別売スピードライト S 目-8日0、 SB -60 日と組み合わせることで、 
i - TTL 調光 （ P .163)、 FV □ック （ P .127)、 発光色温度情報の伝達など、 
さまざまな機能び利用できます （ P .143)。 詳しくは各スピードライト 
の使用説明書をご覧<ださい。 

SB -800、 S 目-600の特徴 

•ガイドナンパ'一已3 ( SB - 600は 42) (照射角3曰 mm 時、 IS 0200 . m 、 20°〇 / 38 
( S 己-目00は3日）（照射角3已 mm 時、 ISO 100 • の、2ぴ〇の高性能スピードライトです。 
•フラッシュヘッドび上方向9日°から下方向7°、左方向] 8日°からち方向90° 
( SB - 目日日は上方向90。、左方向] 8ぴからち方向9日° ) の範囲で回転し、バウ 
ンス撮影や近接撮影びでさます。 

• レンズの焦点距離に応じて照射角を24〜]日 5 mm ( SB - 目日日は24〜 85 mm ) の 
範囲で変化させるオートパワーズーム機能を備えています。また、内蔵ワイドパネ 
ルを使うと、照射角び] 4 mm 、17 mm ( S 巨-6日日は] 4 mm のみ）になります。 

• 周囲び暗い場合でを操作しやすいよラに、イルミネーターを備えています。 





アクセサリーシこ 


このカメラはアクセサ U —シューを装備していま 
す。別売スピードライト S 日-8日日- S 日-目日日- 
80 DX • 28 DX • 28 • 27 • 23 - 22 S • 29 S 
などを、アクセサ U —シューに差し込むだけで 
コードレスで接続でさます。また、セーフティ 
□ック機構にック穴）を備えているので、セーフ 
ティ□ックピン付きのスピードライト （ SB -8 日日、 

S 日-目日日など）を取り付けると、スピードライト 
び不用意に外れることを防止でさます。 

ホットシューアダプター AS -1 5 

別売のホットシューアダプター AS - 15を装着すると、シンク□ターミナルび利 
用でさます。 



ヒント 


ヒント 
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測光モードをスポット測光し U 外にしてください。 

測光モードをスポット測光にしてください。また、スピードライト側でも設定できます。 
カメラの絞りに連動します。 

レンズで設定した絞り値をスピードライト側でち設定する必要びあります。 

AF レンズ装着時のみ可能です。 


SB -800、 SB -600 との組み合わせで利用できる機能 

iU 下の機能び利用できます。 

装着レンズ欄の①は CPU レンズ（ IX ニッコール、 F 3 AF 用を除く）、 
⑨は非 CPU レンズを示しています。 


スピードライト 

SB - 800 

SB - 巨00 

1な、カメラに 
装着 

補助なとして 
使用 

11 打、カメラに 
装着 

補助なとして 
使用 

装着レンズ 

① 

③ 

① 

③ 

① 

③ 

① 

③ 

1 

T 

T 

L 

i - TTL-BL 調光 

〇※1 


〇 


〇※1 


〇 


スタンダード 
i-TTL 調光 

ぴ吕 




ぴ吕 




AA 

絞 0 連動外部 
自動調光 

〇 


〇 






A 

外部 
自動調光 

〇 

〇 


〇 





GN 

距離優先 
マニュアル 
調光 

〇※3 

ぴ 4 







M 

マニュアル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


発光色温度 
情報伝達 

〇 

〇 



〇 

〇 




FV □ック 

〇 


〇 


〇 


〇 



マルチェ U ア 
アクティブ 
補助光 

ぴ 5 




ぴ 5 




RPT 

IJ ピー ティング 
フラッシュ 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

〇 

REAR 

後幕 
シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

<§> 

赤目軽減 
発光 

〇 

〇 



〇 

〇 




オー トズーム 

〇 




〇 





感度自動制御 
(カスタムメ 

ニュ ー 10) 

〇 




〇 





12 3 4 5 
※※※※ 
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その他の別売スピードライトとの組み合わせで利用できる機能 

下の別売スピードライトで撮影する時は、外部自動調光 （ A ) あるい 
はマニュアル発光撮影となります。 TTL モードでは、カメラのシャツ 
ターボタンを押しても撮影でさません。 


スピードライト 

SB-80DX 

SB-28DX 

SB-50DX 

SB-28 

SB-26 

SB-25 

SB-24 

SB-30 

36-が1 

SB-22S 

SB-22 

SB-20 

SB-16B 

SB- 15 

SB-23 
SB-29^2 
SB-21 B^-2 
SB-29S《2 

区 

分 

A 

が部 
自動調光 

〇 


〇 

〇 


M 

マニュアル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

國 

7 ルチ 
フラッシュ 

〇 


〇 



REAR 

後幕 
シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


《] S 巨-27は D5 日と組み合わせると自動的に TTL モードに設定されますび、 TTL 
モードでは使うことびできません。 S 目-27を強制 A モードに設定しなおしてく 
ださい。 


《2 S 巨- 29S •29.2] B 使用時の才ートフォーカス撮影は、 AF マイク〇お日 mm- 
1 05mm - 2日日 mm • 70〜] 8日 mm) レンズ装着時のみ可能です。 


P 他社製フラッシュについてのごま意 

他社製のフラッシュ（カメラのX接点に 250ViU 上の電圧びかかるをのや、アクセ 
サ U —シュー部の接点をショートさせてしまラをの）は装着しないでください。カメ 
ラの正常な機能び発揮でさないだけでなく、カメラやフラッシュのシンク□回路を破 

744 損することびあります。 
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巧撮影モード X ミ、を、 A 、 囚での別売スピードライト使用についてのごミ主意 


別売スピードライト装着時は、内蔵フラッシュは発光せず、常に別売スピードライト 
び発光します。フラッシュモード ( P .44) は iU 下のように変更されます。 



撮影モード圍、みで別売スピードライトを使用すると、通常発光モードになりま 
す。赤目軽減モードに変更することをでさます。 


別売スピードライト使用時のごま意 
•詳しくはスピードライトの使用説明書をご覧ください。 

ニコンク U エイティブライティングシステム対応の別売スピードライトの使用説明 
書にカメラ分類表び記載されている場合は、「ク U エイティブライティングシステ 
ム対応デジタルー眼レフ」に該当する箇所をお読みください。なお、 D 5 日は S 巨- 
8日 DX 、 S 目- 28 DX 、 S 目-5日 DX の使用説明書に記載されているデジタルー眼レフ 
カメラには該当しません。 

• 別売スピードライト使用時の同調シャッタースピードは]/已日日秒！;(下（低速側）です。 

• i - TTL や外部自動調光モードで、フル発光により露出アンダーになる可能性のある 
場合には、発光直後にファインダー内下部のちび約3砂間点滅し、露出アンダー警 
告を行います。 

• i - TTL モード時の IS 日感度連動範囲は IS 日2日日〜]目日日相当です。 

• 別売スピードライト S 日-8日日、 S 日-6日0使用時で、赤目軽減発光を行うフラッシュモー 
ドの場合は、 外部スピードライト側で赤目軽減発光び行われます。 

• S 目-8日日、 SB -6 日日似外の別売スピードライトとの組み合わせでは、被写体び暗 
い場合でを、スピードライトのアクティブ補助光は発光せず、カメラの AF 補助光 
( P .41) び発光します。 
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55別売スピードライ ト使用時のごま意（つづき） 

•D5 日と S 目- 8 日日、 SB-6 日日 似外の別売スピードライトの組み合わせでは、オート 
ノ（ワーズーム機能は使用でさません。 

•撮影モードによっては、に日感度 （P.48) の設定によって、カメラび自動で設定す 
る別売スピードライトの開放側の限界絞りび、下のように制御されます。 

撮影モ-ド X を、圆、を、み図、 P : 


旧 0 感度 

200 

400 

800 

1600 

開放側の限界絞り （ F) 

4 

4.8 

已 .6 

6.7 


撮影モード 化： 


旧 0 感度 

200 

400 

800 

1600 

開放側の限界絞り （ F) 

8 

9.5 

11 

13 


《感度]段に対して絞りは1/2段変化します。制御される絞りよりも開放絞りび 
暗い場合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。 

•i-TTL モード日寺に、調光コード SC-17、SC-28、SC-29 を使ってカメラた、らスピー 
ドライトを離して撮影する場合、 i-TTL-BL 調光では適正露出を得られない場合びあ 
ります。この場合は、スタンダード i-TTL 調光に切り換えて撮影してください。ま 
た、あらかじめテスト撮影を行ってください。 

• i-TTL モード時に、発光面に内蔵パネル外の部材（拡散板など）を装着しないで< 
ださい。カメラ内の演算に誤差び生じ、適正露光にならない場合びあります。 

•別売スピードラ イト S 目-8 日日、 S 巨-6 日日を 使うときは、測光モードを囚（スポッ 
卜測光）にすると、スタンダード i-TTL 調光になります。 

• 非 CPU レンズ装着時は、 i-TTL 調光および AA (絞り連動外部自動調光）は行えません。 
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その他の別売アクセサリー 


電源 


Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 3 a 

付属のノ くッテ U- と同じをのを、予備ノ くッテ U —としてお求め 
いただけます。 

AC アダプター EH - 已 

ま定して電源を供給できる AC アダプターです。 

マルチチャージャ ー MH -19 

EN-EL3a を2個と、 MN-30 (F 己用、 MC-E] 使用）、 MN-1 己 
(F] 日日用、 MC-E2 使用）、 EN-4(D] シ U- ズ用)、 EN-3(E3 用) 
のいずれかを2個の、計4個のバッテ IJ 一を順番に充電でさま 
す。自動車のシガーソケットでの充電を可能です。 


ファインダー用 
アクセサリー 


接眼補助レンズ 

遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部に差し込むだ 
けで簡単に取り換えびでさます。一已、一4、一 3、一2、日、 
+日.己、+1、+2、 +3m-i の9種類びあります（いずれを 
D 己日の視度調節レバーび基準位置（一] m-i) の場合の値で 
す）。 D5 日の視度調節機能 （一 1.目〜+日. 5m-i) を超える視 
度補正び必要なとさにお使いください。視度補正の効果は個人 
差び大さいので、店頭で実際に取り付けてお選びください。な 
お、接眼補助レンズをお使いになるとさは、接眼目当ては装着 
でさません。 

マグニフアイヤー DG -2 

ファインダー中央部の像を拡大します。接写や複写、超望遠レ 
ンズでの撮影など、より厳密なピント合わせび必要なとさに使 
います。装着には、別売のアイピースアダプターび必要です。 

アイピースアダプター 

上記 DG-2 を050に取り付けるためのアダプターです。 

アングルフアインタ’一 DR -6 

カメラの接眼部に取り付けると、撮影レンズと直角の方向（水 
平方向に向けたカメラの真上など）からファインダー内の画像 
を確認でさます。 


ボディキャップ 
BF -1 A 


U モコン ML 丄3 


レンズを取り外したカメラボディに取り付けることにより、ミ 
ラー やファイン ダース ク IJ ーンなどへのコ'ミやホコ IJ の付着を 
_防ぎ、カメラ内部を保護します。_ 

ワイヤレスでシャッターをさることびでさ、記念写真などに便 
利です。また、手ブレを防止するケーブルレ U —ズの代わりと 
してを利用でさます。 

U モコン用電池 （CR2 日2已型 3VU チウム電池）の交換方法 
① ⑨ ③ ^ ④ ⑥ 
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フィルター 

• ニコンフィルターには、大さく分けてねじ込み式、組み込み 
式、後部交換式の3方式びあります。他社製の特殊フィル 
ターなどをお使いの場合は、オートフオーカスやフオーカス 
エイドびでさない場合びありますのでご注意ください。 

• カメラ測光系の特性上、従来の偏光フィルター ( Polar ) はお使 
いになれません。円偏光フィルター ( C - PL ) をお使いください。 

• フィルターをレンズ保護のために常に装着しておくとさは、 
L 37 C 、 または NC フィルターをおすすめします。 

• 逆光撮影や、輝度の高い光源を画面に入れて撮影するとさ 
は、フィルターによって画像上に 3' —ストび発生する恐れび 
あります。このよラな場合は、フィルターを外して撮影する 
ことをおすすめします。 

-露出倍数のかかるフィルター(丫 48、 日已 6 、 R 目日、 XO 、 
X ]、 C-PL (円儒光フイ J レター）、 ND 4 S 、 ND 8 S 、 A 2、 
A 12、 巨 2、 B 8、 巨] 2) では、「ミ 則光モード」 （ P .124) を 「中 
央部重点測光」 にして撮影することをおすすめします。 「マル 
チパターン測光」 では、充分な効果び得られない場合びあり 
ます。詳しくは、フィルターの使用説明書をご覧ください。 

ソフトウエア 

Nikon Capture 4 
( Ver .4.3 切降） 

D 己日で撮影した画像を加工したり、パソコンから D 50 を操 
作して画像を撮影し、撮影した画像を八ードディスクに直接 
保をすることなどびできます。 D 5 日は Ve 「.4.3_ UU 降に対応 
しています。 


付推奨メモリーカード 

録 Lil 下の SD メモ U —カードの動作を確認しています。 


別 

売 

ア 
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セ 
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SanDisk 社製 

64 M 巨、 128 M 巨、 256 M 巨、 5]2 M 巨、 1 GB 

東芝製 

64 M 巨、 128 M 巨、 256 M 巨、 512 MB 

Panasonic 製 

64 M 巨、 128 M 巨、2己目 MB 、 己] 2 M 目、 1 GB 


※上記カードの機能、動作の詳細、動作保証などについては、各カードメーカーにご 
相談ください。他のメーカー製のカードについては、動作の保証はいたしかねます。 

P メモリーカードについてのごま意 

-必ず D 5 日でフオーマット湖期化）してからお使いください。 

•フオーマット中や画像の記録•削除中、パソコンとの通信時などに、次のことは行 
わないでください。記録されているデータの破損やカードの故障の原因となります。 
-カードの着脱をする . カメラの電源を日 FF にする 

. バッテ IJ 一を 取り出す . AC アダプターを抜く 

-端テ部に手や金属を触れないでください。 

-無理な力を加えないでください。破損のおそれびあります。 

•曲げたり、落としたり、衝撃をちえたりしないでください。 
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カメラとレンズのお手入れ 


保管について 

長期間カメラをお使いにならないときは、必ずバッテ U —を取り出し 
ください。バッテ U —を取り出す前に、電源び OFF になっていること 
をご確認ください。 

カメラを保管するときは、じ I 下のような場所は避けてください。 

• 換気の悪い場所や湿度の高い場所 
• テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の周辺 
• 温度び己 crcLu 上、または一] crci ; (下の場所 
• 湿度び60%を超える場所 

クリーニングについて 


カメラ本体 

ほこりや糸くずをブ□アーで払い、柔らかい乾いた布で軽くおさ 
ます。海辺でカメラを使った後は、砂や塩を真水で湿らせた布で 
軽くおさ取り、よく乾かします。 

ご注意：カメラ内部にゴミやほこり、砂などび入りこむと故障の 
原因となりまず。この場合、当社の保証の対象がとなりまずので 
ごま意ください。 

レンズ- 

ミラー. 

ファインダー 

ほこりや糸くずは、ブ□アーで仏います。スプレー吿式のブ□アー 
の場合は、吿を傾けずにお使いください（中の液体び気化されずに 
吹さ出し、レンズ-ミラー-ファインダーを傷つける恐れびあり 
ます)。指紋や油脂などのミちれは、柔らかい布にレンズク U —ナー 
を少量付けて、ガラスを傷つけないよラに注意しておさます。 

液晶 モニター 

ほこりや糸くずは、ブ□アーで仏います。指紋や油脂などのミちれ 
は、表面を柔らかい布かセーム革で軽くおさ取ります。強く拭く 
と、破損や故障の原因となることびあるのでご注意ください。 
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巧液晶モニターが破損したときのごミ主意 



液晶モニターび破損した場合は、ガラスの破片でけびをしないよラにご注意くださ 
い。また、液晶び皮膚や□、目に付かないよラにごま意ください。 


a 表示パネルの明るさの変動についてのごま意 

まれに、ブ□アーや布から起さた静電気で、表示パネルび明るくなったり暗くなった 
りすることびありますび、故障ではありません。すぐに通常の状態に戻ります。 149 








□ーパスフイルターのお手入れ 

撮像素テの表面にある□ーパス フイ ルターにゴミやほこりび付いてい 
ると、画像に影び写り込むことびあります。□ーパス フイ ルターはじ I 
下の手順でク U —ニングすることびでさますび、非常に傷つさやすい 
ため、 ニコン サービスセンターにク U —ニ ングをお申し付けくださる 
ことをおすすめします。 

作業中のバッテ U —切れを防ぐため、フル充電したバッテリー、または 
別売の AC アダプター EH - 己をお使いください。 


m 



セットアップメニユー ( P .8 己） 

の 「クリーニング S ラーアップ」 

で 「する」 を選びます。 

• 「シャッターボタンを押して<ださ 
しりと表示されます。 



巧定期点検、オーバーホールのおすすめ 


カメラは精密機械ですので、 ] 〜2年に]度は定期点検を、3〜已年に]度はオーバー 
ホールされることをおすすめします（有料)。 

• とくに業務用にお使いの場合は、早めに点検整備を受けてください。 

• よりま/こ\してご愛用いただけるよう、お使いのレンズやスピードライトなどを併せ 
150 て点検依頼されることをおすすめします。 


ぶ 
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シャッターボタンを押し込みます。 

• ミラーび上びり、シャッターび開い 
た状態になります。 


表术パネル I し、 左のよつ I し 表 TJX さ 
れます。 


カメラとレンスのお手入れ 
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□ーパスフイ j レターに光び当たる 
ようにカメラを持ち、ゴミび付い 
ていないかどうかを点検します。 

• 3ミやほこりび付いていない場合は、 
ステップ曰にお進みください。 
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□ーパスフィルターに付いたゴミ 
をブ□アーで払います。 

• ブラシの付いていないブ□アーを 
お使いください。ブラシで□ーパ 
スフィルターの表面に傷び付くこ 
とびあります。 

• ブ□アーで取り除けない巧れびあ 
る場合は、ニコンヴービスセンター 
にク U —ニングをお申し付けくだ 
さい。絶対に、手でこすったり、巧 
でおさ取ったりしないでください。 
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電源を OFF にし、付属のボディ 
キャップをつけます。 

• ミラーび下びり、シャッター幕び 
閉じます。 


巧撮像素子表面ゴミ付着についてのごま意 


ニコンデジタルカメラは撮像素テ表面に付着する 3' ミについて、当社の品質基準に基 
づいて製造、出荷しています。しかし、 D 5 日はレンズ交換方式のため、レンズ交換 
の際にカメラ内に 3' ミび入り込むことびあり、撮影条件によっては、撮像素テ表面に 
付着した3ミび写り込む場合びあります。カメラ内への 3' ミの侵入を防止するため、 
ほこりの多い場所でのレンズ交換は避け、レンズを外してカメラを保管するとさは、 
必ず付属のボディキャップを装着してください。その際、ボディキャップの 3' ミを 
必ず除去してください。撮像素テ表面に付着した 3' ミは、上記の手順でク U —ニング 
していただくか、ニコンサービスセンターにク U —ニングをお申し付けください。な 
お、 3' ミの写り込みは、別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.3 似降）や画像加エアプ U 
ケーシヨンなどで修正でさます。 


付録カメラとレンズのお手入れ 












カメラと付属品の取り扱い上のご注意 


カメラとレンズの取り扱い上のご注意 


参強いショックを与えないでください 

カメラやレンズを落としたり、ぶつけたりしな 
いよラにごを意<ださい。強い衝撃や振動を加 
えると、破損したり精密に調整された部分に悪 
影響を及ぼします。 

•水にめ5さないでください 

カメラは水にめらさないよラにごを意くださ 
い。カメラ内部に水滴び入ったりすると部品び 
さびついてしまい、修理費用び高額になるだけ 
でなく、修理不能になることびあります。 

•急激な温度変化を与えないでください 

極端に温度差のある場所（寒いところから急激 
に暖かいところや、その逆になるところ）に力 
メラを持ち込むと、カメラ内外に水滴び生じ、 
故障の原因となります。カメラをバッグやビ 
ニール袋などに入れて、周囲の温度になじませ 
てからお使いください。 

参強い電波や磁気の発生する場所で撮影 
しないで<ださい 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲 
や、強い静電気の周囲では、記録データび消滅 
したり、撮影画像へのノイズ混入等、カメラび 
正常に機能しない場合びあります。 

参長時間、太陽に向けて撮影または放置 
しないで<ださい 

太陽などの高輝度被写体に向けて長時間直接撮 
影したり、放置したりしないでください。過度 
の光照射は撮像素テの確色-焼さつさを起こす 
恐れびあります。また、その際撮影された画像 
に、真っ白くにじみび生じることびあります。 

•ブルーミングについて 

太陽などの高輝度被写体を撮影すると、画面 
の上下ち向にブルー三ングと呼ばれる白い帯 
び発生することびあります。このよラな場合は 
シャッタースピードを低速側にして絞りを絞る 
か、 ND フイルターを使ラことで、撮像素テに 
直接当たる光量を低下させ、ブルー三ングの発 
生を抑えることびでさます。 


•カメラ本体のお手入れについて 

カメラ 本体のお手入れの際は、ブ□アーでゴ S 
やホコ U を軽く吹さ仏ってから、乾いた柔らか 
い布で軽<拭いて<ださい。特に、海辺で使っ 
た後は、真水を数滴たらした柔らかい清潔な巧 
で塩分を巧さ取ってから、乾いた柔らかい巧で 
軽く拭いて乾かしてください。まれに、ブラシ 
などで表示パネルを巧いた場合に、静電気で表 
示パネルび点打したり、黒<変色したりするこ 
とびありますび、故障ではありません。しばら 
くすると元に戻ります。 

•ミラーやレンズの手入れち法について 

三ラーやレンズは傷び付さやすいので、ゴ三や 
ホコ1」び付いているとさは、ブ□アーで軽く吹 
き仏う程度にしてください。なお、スプレー生 
方式のブ□アーの場合、スプレー生を傾けずに 
ご使用<ださい（中の液体び気化されずに吹さ 
出し、三ラーやレンズを傷つける場合びありま 
す）。レンズに万一指紋などび付いてしまった 
場合は、柔らかい清潔な布に市販のレンズク 
U —ナーを少量湿らせて、軽<拭さ取って<だ 
さい。 

•□ーパスフイルターの手入れ方法につ 
いて 

□ -ノ くスフイルターのク U —ニングのち法につ 
いては P .1 已〇をご覧ください。 

参レンズの信号接点について 

レンズの信号接点を巧さないよラにごま意<だ 
さい。 

垂シャッター幕に触れないでください 

シャッター幕は非萬に薄いため、押さえたり、 
突いたり、ブ□アーなどで強く吹くなどは、絶 
巧にしないで<ださい。傷や変形、破損などの 
原因となります。 

参風通しのよい場所に保管してください 

カビや故障などを防ぐため、風通しのよい乾燥 
した場所を選んでカメラを保管して < ださい。 
ナフタ U ンや憧脳の入ったタンスの中、磁気を 
発生する器具のそば、極度に高温となる夏季の 
車内、使用しているストーブの前などにカメラ 
を置かないで<ださい。故障の原因になります。 


付録カメラと付属品の取り扱い上のごを意 
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♦長期間使用しないとさは、バッテリー 
を取り出し、乾燥剤と一緒に保管して 
<ださい 

カメラを長期間使用しないとさは、バッテリー 
の液漏れなどからカメラを保護するために、必 
ずカメラからバッテ IJ 一を取り出しておいてく 
ださい。保管する際は、カメラをポ U エチレン 
袋などに乾燥剤と一緒に入れておくとよりま全 
です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れる 
と、変質することびありますので避けてくださ 
い。バッテ1」一は高温、多湿となる場所を避け 
て保管して<ださい。乾燥剤（シ U カゲル）は 
湿気を吸ラと効力びなくなるので、とをどさ交 
換してください。カメラを長期間使用しないま 
ま放置しておくと、カビや故障の原因となるこ 
とびあるので、月に一度を目安にバッテリーを 
入れ、カメラを操作することをおすすめします。 

参バッテリーや AC アダプターを取り外 
すとさは、必ずカメラの電源を日 FF 
にしてください 

カメラの電源び ON の状態で、バッテ U —の取 
り出しや AC アダプターの 取り外しを行ラと、 
故障の原因となります。特に撮影中や記録デー 
夕の削除中に前記の操作は行わないでくださし、 

参液晶 モニター について 

• 液晶モニターの特性上、常時点打あるいは非 
点打の画素び一部を在することびありますび、 
故障ではありません。予めご了承ください。 
また、記録される画像には影響ありません。 

• 屋外では曰差しの加減で液晶モニターび見え 
にくい場合びあります。 

. 液晶モニター表面を強<こすったり、強<巧 
したりしないで<ださい。液晶モニターの故 
障やトラブルの原因になります。わしホコ I 」 
やゴ三等び付着した場合は、ブ□アーで吹さ 
仏ってください。巧れびひどいとさは、柔ら 
かい布やセーム革等で輕 < 拭さ取って < ださ 
し、万一、液晶モニターび破損した場合、ガ 
ラスの破片などでケガをするおそれびあるの 
で充分ごを意<ださい。中の液晶び皮膚や目 
に付着したり、□に入ったりしないよラ、充 
分ごま意 < ださい。 


バッテリーの取り扱いについて 

参接点のミちれについて 

バッテ I 」一の接点び巧れている場合は、乾いた 
布などで巧いてください。 


•バッテリーに関する使用上のごを意 

バッテ U —の使用ち法を誤ると液漏れにより製 
品び腐食したり、バッテ U —び破裂したりする 
おそれびあります。次の使用上のを意をお巧り 
<ださい。 

• バッテ U - はカメラの電源を OFF にしてか 
ら入れてください。 

• バッテ I 」一を長時間使用した後は、バッテ 
U —び発熱していることびあるのでごを意< 
ださい。 

• 必ず指定のバッテ IJ 一をお使い < ださい。 

• バッテ U - を火の中に投入したり、ショート 
させたり、分解したりしないでください。 

• カメラから取りがしたバッテ U - には、必ず 
端テカバーを付けて<ださい。 

•撮影の前にバッテリーをあらかじめ充 
電してください 

撮影の際は、バッテ1」一の充電を行って<ださ 
い。付属のバッテリーは、ご購入時にはフル充 
電されていないので、ごま意< ださい。 

参予備バッテリーを用意してください 

撮影の際は、充電された予備のバッテ U —をご用意 
ください。特に、ミ毎外の地域によってはバッテリー 
の入手び困難な場合びあるので、ごを意< ださい。 

•低温時には充分に充電されたバッテ 
リーを使用し、予備のバッテリーを用 
意してください 

低温時に消耗したバッテ U —を使用すると、力 
メラび作動しない場合びあります。低温時には 
充分に充電されたバッテ1」一を使用し、保温し 
た予備のバッテリーを用意して暖めなびら交互 
に使用してください。低温のために一時的に性 
能び低下して使えなかったバッテ U —でわ、南 
温に戻ると使える場合びあります。 

参バッテリーの残量について 

電池残量びな < なったバッテリーをカメラに 
入れたまま、何度も電源の ON / OFF を繰り 
返すと、バッテ U —の寿命に影響をおよぼすお 
それびあります。電池残量びな<なったバッテ 
U —は、充電してご使用ください。 

•バッテリーのリサイクルについて 

充電を繰り返して劣化し使用でさな 描 
くなったバッテ U —は廃棄せず、再 を么 
利用のため U サイクルにご協力 < だ 
さい。端テにテープなどを貼り付け Li-ion 
て絶縁させてから、ニコンサービス 
センターや U サイクル協力店へご持参ください。 


付録カメラと付属品の取り巧い上のごを意 
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と思ったら 


カメラの動作びおかしいとさは、ご購入店やニコンサービスセンター 
にお問い合わせになる前に、じ(下の項目をご確認ください。 


表示関連 


症げ 

ここをご確認ください 

ぺージ 

ファインダー内びはっさ 
り見えない 

視度調節レバーで調節してください。調節後ち見え 
方び不充分な場合は、別売の接眼補助レンズをお使 
い < ださい。 

P.17 、 

147 

ファインダー内び暗い 

バッテ IJ 一残量は充分ですか？バッテ U —び入っ 
ていない場合や、入っていてを残量び無い場合は、 
ファインダー内び暗く表示される場合びあります。 

P.18 

ファインダー内や表示パ 
ネル、液晶モニターの表示 
び、すぐに消えてしまラ 

カスタムメニュー「17 :液晶モニターパワーオフ」 
「18 :半 巧しタイマー」 で、表示び消えるまでの時間 
を設定することびでさます。 

P.130 

表示パネルに異常な表示 
び点灯したまま、カメラ 
び作動しない 

下記の「デジタルカメラの特性について」をご覧くだ 
さい。 

— 

表示パネルやファイン 
ダー内の表示び薄い、表 
示び遅い 

低温や高温のとさは液晶表示の濃度び変わったり、 
応答速度び遅くなる場合びあります。 

— 

ファインダー内に赤い線 
や模様び見える 

液晶の特性上、フォーカスエ U アなどから外側に延 
びる細い線び見えたり、フォーカスエ U アを照明す 
るとさにファインダー内び赤くなる場合びあります 
び、いずれを故障ではありません。 

— 


巧デジタルカメラの特性についてのごミ主意 

さわめてまれに、表示パネルに異常な表示び点打したまま、カメラび作動しなくなる 
ことびあります。原因として、外部から強力な静電気び電子回路に侵入したことび考 
えられます。この場合は、電源を日 FF にしてバッテリーを入れ直し （ AC アダプター 
使用時はいったんがしてから付け直し）、をう一度電源を日 N にしてください。このと 
きバッテ U —び熱くなっていることびあるので、取り扱いには充分にごミ主意ください。 
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状態び改善されない場合は、 IJ セットスイッチ（ち図） 
を押してください。このとさカメラの内蔵時計は U 
セットされます。また、カメラび作動しなくなった時 
のデータび失われるおそれびあります。 

さらに不具合び続く場合は、ニコンサービスセンター 
にお問い合わせください。 



U セツトスイツチ 


付録が障かな？と思つたら 



















撮影関連（全撮影モード共通) 


症状 

ここをご確認ください 

ぺージ 

電源を日 N にしてから、 
撮影でさる状態になるま 
でに時間びかかる 

メモ U —力ード内にフォルダーや画像び大量にある 
とさは、ファイル検索のため時間びかかる場合びあ 
0ます。 

— 

シャッターびされない 

• レンズの絞り U ングは最ル絞り（最ち大さい値）に 
なっていますか？ 

• メモ IJ ーカードび□ックされていませんか？ 

• 残量のあるメモ U —力ードび入っていますか？ 

• 内蔵フラッシュの充電中はシャッターびされません。 

• ピント表示♦は点好していますか？ 

• CPU レンズび装着されていますか？ 非 CPU レ 
ンズは撮影モード M し U 外ではお使いになれません。 

P .9 

P .14 

P .19 

P .23 

P .21 

P . 已已、 
138 

ファインダーで見た視野 
と、撮影される画像の範 
囲び違う 

このカメラのファインダー視野率は上下左ちとを 
約9已％です。このため、ファインダーで見た視野よ 
りち、やや広い範囲び撮影されます。 

P .16 已 

ピントび合わない 

• マニュアルフォーカスになっていませんか？ 
オートフォーカスで撮影するには、フォーカスモー 
ドダイヤルを AF に合わせてください。 

•じ(下のよラな被写体では、オートフォーカスでは 
ピントび合わせづらい場合びあります。マニュアル 
フォーカス、フォーカス□ックを利用して撮影して 
<ださい。 

明暗差びはっさりしない/遠くのをのと近くのを 
のび憑在する/連続した繰り返しパターン/輝度 
差び著し<異なる/背景に対して主要被写体びル 
さい/絵柄び細かい 

P .19 

P .41、 

43 

一部のメニュー項目び表 
示されない 

セットアップメニュー 「メニュー 表示切換」を「アド 
バンストメニュー」 にしてください。 

P .86 

画像サイズび変更でさない 

「画質 モー ド」び 「 RAW」、「RAW + 巳 AS 1 C 」のとき 

は、画像サイズを変更でさません。 

P .37 

フオーカスエ U アを選択 
でさない 

• カスタムメニュー「3 : AF エリア モー ド設定」び「至 
近優先ダイナミック」のときは、選択できません。 
•液晶モニターび点打していませんか？液晶モニ 
ターの点な中はフォーカスエ U アを選択でさません。 

P .1] 已 

P .40 

画像の記録に時間びかかる 

撮影メニュー「ノイズ除去」び「ずる」になっていま 
せんか？ 

P .99 

画像びざらつ< 

• に日感度び高くなっていませんか？ 

• シャッタースピードび約]秒よりも低速な場合は、ノイ 
ズび発生しやすくなります。撮影メニュー「ノイズ除去」 
を「する」にして撮影すれば、ざらつさを軽減でさます。 

P .10 已 
P .99 


付録故障かな？と思つたら 



が 
















症げ 

ここをご確認ください 

ぺージ 

AF 補助光ランプび光ら 
ない 

• 撮影モード圍、 ' k では、 AF 補助光は点灯しません。 

•カスタムメニュー「2: AF モードの選択」び 
[ AF - CJ のとき、または [ AF - AJ で自動的に AF-C 
び選ばれたとさは、 AF 補助光は点灯しません。 

• カスタムメニュー「7 : 内蔵 AF 補助 光」び 「 OFF 」 
になつていませんか？ 

• AF 補助光ランプを連続して使ラと、保護機能び働 
いて一時的に点打び制限されます。少し時間をおく 
と再び点灯するようになります。また、短時間に何 
回を使うと、 AF 補助光ランプび熱くなることびあ 
るのでごミち意ください。 

P .41 
P .1 14 

P .1 17 

U モコンの送信ボタンを 
押してを撮影でさない 

• U モコンの電池残量はありますか？ 

• U モコンモードに設定されていますか？ 

•送信ボタンを押す前にカスタムメニュー「20:リ 
モコン待機時間」を過ざると、リモコンモードはリ 
セットされます。 

• 極端な逆光状態では、 U モコン撮影びでさない場合 
びあります。 

P .147 

P .28 

P .131 

画像に3三び写り込む 

• レンズびミちれていませんか？ 

• □ーパスフィルターに3三び付着していませんか？ 

P .149 
P .1 已〇 


撮影関連（撮影モード、を圆、を、み A 、 因) 


症状 

ここをご確認ください 

ぺージ 

選択または設定でさない 
メニュー項目びある 

撮影モードによっては、設定でさない機能びありま 
す。この場合、その項目は選択でさません。 

P .132 


撮影関連（撮影モード P 、 S 、 A 、 M ) 


症げ 

ここをご確認ください 

ぺージ 


•非 CPU レンズを装着している場合は、撮影モード 

P . 已已、 


M で撮影してください。 

138 

シャッターびされない 

• 撮影モード M でシャッタースピードを bu L と,ま 

P . 已3、 

たは--に設定し、そのまま撮影モードを S に変 
要した場合は、シャッタースピードを再設定してか 
ら撮影してください。 

已6 



設定でさるシャッタース 

フラッシュ撮影時は、シャッタースピードび制限さ 

P .164 

ピードの範囲び狭い 

れます。 

シャッターボタンを半押 

カスタムメニュー「2 : AF モードの選択」び 「 AF - C 」 

P .41、 

114 

ししてち、フオーカスび 

のとさは、©ボタンを押してフオーカスを□ックし 

□ックされない 

て < ださい。 


付録が障かな？と思つたら 
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症げ 

ここをご確認ください 

ぺージ 


• 撮影メニュー「ホ ワイトバランス」 は正しく設定さ 

P . 已9、 

画像の色合いびおかしい 

れていますか？ 

•撮影メニュー「仕上び り 設定」は正しく設定されて 

100 

P . 已8、 


いますか？ 

97 

ホワイトバランスのプ U 
セットデータび取得でさ 
ない 

被写体び明るすざるか、暗すざます。 

P .102 

ホワイトバランスのプ U 
セットデータとして設定 
でさない画像びある 

D 5 日し U 外のカメラで撮影した画像は、プリセット 
データとして設定することはでさません。 

P .104 

ホワイトバランスブラケ 
ティング撮影びでさない 

撮影メニュー 「画質モード」 び 「 RAW 」 または 「RAW 
+ BASIC 」 のときは、ホワイトバランスブラケティ 
ング撮影はでさません。 

P .37、 

122 

仕上び0設定の効果び安 
定しない 

「仕上び り 設定ー カスタマイズ」 で、各項目を個別に 

設定してください。その際、「輪郭強調」と「階調 補 
正」 は 「才ート」 じ(外にしてください。 

P .97 

測光モードび変更でさない 

AE □ック中は測光モードを変更でさません。 

P .124 

露出補正びでさない 

撮影モード M では露出補正はでさません。 

P . 已7 


•内蔵フラッシュびポップアップしているとさは、連 

P .46 

連写でさない 

写でさません。 

•カスタムメニュー「12 : オートブラケティング」 

P .120 


び 「 OFF 」 し U 外になっていませんか？ 



再生関連 


症状 

ここをご確認ください 

ページ 

RAW 画像び表示されない 

撮影メニュー 「画質モード」 を 「RAW + BASIC 」 にし 
て撮影したとさは、 BAS に画像しか再生されません。 

P .37 


再生メニュー「再生 フォルダー 設定」を「全て ①フォ 


すべての画像び表示され 

ルタ’一」 にしてください。なお、 「全てのフォルタ’一」 

P .108 

ない 

にした後に撮影すると、「再生 フォルダー 設定」は自 
動的に「記録 中のフォルダー」 に変更されます。 


• 再生メニュー「縦 位置自動 回転」び 「しない」 になっ 
ていませんか？ 

P .109 


•セットアップメニュー「姿勢 情報 記録」び 「しない」 

P .9 已 

画像の縦位置-横位置び 

になっていませんか？ 


正しぐ表汀^されない 

•連写したとさの縦横位置は、最初の]コマを撮影し 
た構図で固定されます。 

P .9 已 


• カメラを上向さ-下向さにして撮影すると、姿勢情 
報び正し < 得られない場合びあります。 

P .9 已 


付録故障かな？と思つたら 
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症げ 

ここをご確認ください 

ぺージ 

撮影曰時び正し<表示さ 
れない 

カメラの内蔵時計は合っていますか？カメラの内蔵 
時計は腕時計などの一般的な時計ほど精度は高くない 
ので、定期的に曰時設定を行ラことをおすすめします。 

P .12、 

86 

表示されているメニュー 
項目び選択でさない 

一部のメニュー項目は、カメラの設定などの条件に 
よって選択でさない場合びあります。 

P .86 

一部のメニュー項目び表 
示されない 

セットアップメニュー「メニュー表示切換」を「アド 
バンストメニュー」にしてください。 

P .86 


症げ 

ここをご確認ください 

ぺージ 

画像び削除でさない 

• メモ IJ ーカードび□ックされていませんか？ 

• 画像にプ□テクトび設定されていませんか？ 

P .14 

P .67 

「撮影画像びありません」 
と表示される 

メモ U —力ードを交換直後に画像を再生するとさは、 
再生メニュー「再生フォルダー設定」を「全て①フォ 

ルダー」にしてください。 

P .108 

撮影後に画像び表示され 
ない 

カスタムメニュー「己：撮影画像確認」び 「 OFF 」 に 
なっていませんか？ 

P .1 16 

プ U ント指定びでさない 

• メモ U —カードび□ックされていませんか？ 

• メモ U —カードの残量び不足していませんか？ 

P .14 

P .84 

ダイレクトフ U ントびで 
さない 

セットアップメニュー 「 USB 設定」び rPTPJ になっ 
ていますか？ 

P .77、 

89 

RAW 画像をプ U ントで 
さない 

RAW 画働ホパソコンに転送してから、円 ctureProject 
や Nikon Capture ( Ver .4.3 i ^ ソ降）などのソフトウエ 
アを使ってプ U ントしてください。 

P .71、 

7已 

画像びテレビに映らない 

セットアップメニュー「ビデオ出力」び正しく設定さ 
れていますか？ 

P .87 

画像をパソコンに転送で 
さない 

セットアップメニュー 「 USB 設定」び正しく設定さ 
れていますか？ 

P .72、 

89 

ニコンキヤプチヤーの力 
メラコント□ール機能び 
使えない 

セットアップメニュー 「 USB 設定」び 「 PTP 」 になっ 
ていますか？ 

P .72、 

89 


他 

の 

そ 


付録が障かな？と思つたら 
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警告メッセージ 


表示パネル、ファインダー、液晶モニターに表示される警告メッセー 
ジの意味は！; TF の通りです。 


表示パネル 

ファインダー 

原因 

対処方法 

ぺージ 

fee 

fee 

L 庶成） 

レンズの絞り u ングび最 
ル絞りになっていません。 

レンズの絞りリングを最小 
絞り（最も大さい値）にする。 

P .9 

し苗 


バッテ U —残量び残りわ 
ずかです。 

バッテ U —交換の準備をする。 

P .10、 

18 

し 4 

(点滅） 

4 =a 

(点滅） 

まちなくバッテ U —び無 
くなります。 

バッテ U —を交換する。 

P .10、 

18 

(点滅） 

— 

パッテ U —を入れたこと 
び、カメラに正しく認識 
されませんでした。 

バッテ U —を入れ直す。 

P .1 1 

WWW A 

(点滅） 

— 

内蔵時計の曰時び設定さ 
れていません。 

曰時を設定する。 

P .12、 

86 

F «j L L 

C 

(点滅） 

Fui 

(点滅） 

•メモ U —力ードの残量 
びありません。 
•カメラび扱えるフアイ 
ル数を超えています。 

•不要な画像を削除する。 

-画像をパソコンに転送する。 
•新しいメモ U —力ードに 
交換する。 

P .68、 

108 

P .71 

P .14 

-E- 

■s (点滅） 

/-E- 

メモ U —カードび入って 
いません。 

メモ U —カードを入れる 

P .14 

F — 

(点滅） 

F — 

(点滅） 

レンズび装着されていな 
いか、非 CPU レンズび 
装着されています。 

- CPU レンズ（ IX レンズを 
除く）を装着する 
•撮影モード M で撮影する。 

P .9、 

138 

P . 已已 

— 

参 

(点滅） 

オー トフ ォー カスでピン 
卜合わせびでさません。 

構図を変えるか、マニュアル 
(手動）でピントを合わせる。 

P .21、 

43 

« } 

hi 1 

被写体び明るすざて、力 
メラの制御範囲を超えて 
います。 

-旧日感度を低くする。 

• シャッタースピードをよ 
り高速側にする。 

• 絞りを絞り込む（より大 
さい数値にする）。 

•別売の ND (光量調節用） 
フィルターを使う。 

P .48 

P .49 

P .49 

P .148 

L o 

L Cl 

被写体び暗すざて、カメ 
ラの制御範囲を超えてい 
ます。 

• 旧〇感度を高くする。 

• フラッシュを使つ。 

• シャッタースピードをよ D 
低速側にする。 

-絞りを開ける（よりルさ 
い数値にする）。 

P .48 

P .44 

P .49 

P .148 


付録警告メッセ—ジ 



が 






















表示パネル 

フアインダー 

原因 

対処方法 

ぺージ 

□ 

(点滅） 

ち 

(点滅） 

i - TTL 調光に対応してい 
ないスピードライトの調 
光モードび、 TTL モード 
になつています。 

スピードライトの調光モー 
ドを変更する。 

P .144、 

163 

— 

ち 

(点滅） 

-露出不足になる恐れび 
あります。 

-発光直後に約3秒間点 
滅した場合は、露出不 
足の恐れびあります。 

• フフッソュを使つ。 

•撮影距離、絞り、調光範 
囲、旧日感度などを確認 
する。 

P .44 

b U L b 

(点滅） 

b U i b 

(点滅） 

撮影モード M でシャッ 
タースピードを bu L b 
にしたまま、撮影モード 
を S にしました。 

. シャッタースピードを変 

•撮影モードを M に変える。 

P . 已3 

P . 已已 

(点滅） 

(点滅） 

撮影モード M で2秒ま 
たは瞬時 IJ モコンモード 
に設定し、シャッタース 
ピードを——にしたま 
ま、撮影モードを S にし 
ました。 

• シャッタースピードを変 

•撮影モードを M に変える。 

P . 已3 

P . 已已 

Err 

(点滅） 

Err 

(点滅） 

撮影中に何らかの異常を 
検出しました。 

• ちラー度シャッターボタ 
ンを押す。 

-警告表示び解除されない 
場合や、頻繁に警告び表 
示される場合は、ニコン 
ヴービスセンターにご相 
談ください。 

— 


付録警告メッセ—ジ 
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液晶 

モニター 

表示パネル/ 
ファインダー 

原因 

対処方法 

ぺージ 

力ード 
び入って 
いません 

卜り 

メモ U —カードび入つ 
ていないか、正しく挿 
入されていません。 

メモ U —カードを正しく 
挿入する。 

P .14 

このカード 
は使用でを 
ません 

に馴 

(点滅） 

-メモ U —力ードへの 
アクセス異常です。 

• 力ードのフォーマツ 
卜び異なります。 

-新規フォルダーび作 
成でさません。 

- D 已日用のメモ U —カード 
であることを確認する。 

•メモ U —カードを再 
フォーマットする。状況 
び改善しない場合は、メ 
モ U —カードび壊れてい 
る可能性びあります。二 
コンサービスセンターに 
ご相談ください。 

. 不要な画像を削除する。 

-メモ U —力ードを交換 
する。 

P .148 

P .86 

P .68、 

108 

P .14 

このカー 
ドはフォー 
マツトされ 
ていません 

[ for ] 

(点滅） 

メモ U —カードび正し 
<フォーマットされて 
いません。 

メモ U —力ードをカメラ 
でフォーマットする。 

P .86 

撮影画像び 
ありません 

— 

-撮影画像びありません。 

- 「再生フォルダー設 
定」を「記録中①フォ 

ルタ’ 一」に設定して、 
メモ U —力ードを交 
換した後、撮影を行 
わずに画像を再生し 
ようとしました。 

-画像び記録されているメ 
モリーカードに交換する。 

- 「再生フォルダー設定」 
を 「全てのフォルダー」 

にする。 

P .14 

P .108 

このフアイ 
ルは表示で 
さません 

— 

-パソコンで編集した画 
像など、 DCF 規格の画 
像ファイルではないた 
め、再生でさません。 
•画像ファイルに異常 
びあるため再生でさ 
ません。 


— 

カードび 
□ツクされ 
ています 

ひ佩 

( C 1 

(点滅） 

メモ U —力ードの書 
さ込み禁止スイッチび 
□ックされています。 

メモ U —力ードの□ック 
を解除する。 

P .14 


付録警告メッセ—ジ 



161 














資料集 


画質モード-画像サイズと撮影-連写可能コマ数 （ P .27、36) 

画質モードと画像サイズの組み合わせによって、25目 M 日のメモ IJ 一力ードで撮影 
でさるおおよそのコマ数、および連写でさるコマ数は次のよラになります。ただし、 
カードの種類や撮影条件よって、撮影可能コマ数は増減することびあります。 


画質モード 

画像 

サイズ 

1 コ 7 あた〇① 
ファイルサイズ 

撮影可能 
コマ数 

連写可能 
コマ数 ※1 

撮影メニユ ー 
「ノイズ除去」 
( P .99) を「する」 
にしたとさの 
連写可能コマ数 ’XI 

RAW 

— 

約已.日 MB 

33 

4 

3 

FINE 

L 

約 2.9M 巨 

70 

9 

7 

M 

約 1.6M 巨 

123 

10 

8 

S 

約日. 8M 巨 

2已8 

19 

17 

NORMAL 

L 

約1.已 M 巨 

137 

12 

10 

M 

約日. 8M 巨 

233 

16 

14 

S 

約日. 4M 巨 

464 

27 

2已 

BASIC 

L 

約日. 8M 巨 

2已吕 

19 

17 

M 

約日. 4M 巨 

423 

27 

2已 

S 

約日. 2M 巨 

770 

49 

47 

RAW + 

BASIC 

-/L 

約已 .8M 巨※2 

29 

4 

3 


SD カードへの記録び終わったコマ数分だけ、引さ続さ次の撮影び斤えます。 
資 《2 RAW 画像と目 AS に画像の合計です。 



162 





















撮影モード P のプ□グラム線図 ( P .52) 


iU 下のグラフは、撮影モード P の露出制御プ□グラム（に02日0の場合）を表しています。 
— f (レンズの焦点距離）^ 55 mm の場合 

- 55 mm く f ^ ] 35 mm の場合 

- ] 35 mm く f の場合 



シャツタースピード 

- IS 日感度に応じた測光範囲によって、 EV 値の両端に制限びあります。 

•マルチパターン測光では、に 日2日日の 場合] 71/3 を超える EV 値は、すべて] 71/3 と 
して制御されます。 


フラッシュ撮影時の発光量制御について （ P .46、 142) ^ 

CPU レンズをお使いの場合、内蔵フラッシュの発光量は、下の2種類の制御方式 S 
のどちらかで決定されます。通常は i - TTL - 目 L 調光ですび、カスタムメニュー「13: M 
測光モード」 （ P .124) を ロポット測光」 にした場合は、スタンダード i - TTL 調光に J 
なります。 



i - TTL - 巳 L 調光 

マルチパターン測光による測光情報を元に、メインの被写体と背景のバ 
ランスを考慮して発光量をミ央定します。 

スタンタ’ード 
i-TTL 調光 

背景の明るさを考慮せず、メインの被写体を基準にして発光量をミ夫定し 
ます。メインの被写体の明るさを重視する場合や、露出を補正する場合 
に適しています。 


別売 スピードライト S 目- 8 日日、 S 目- 6 日日を お使いの場合を、内蔵 フラッシュと 同様 
に、通常は i - TTL - BL 調光に、カスタムメニュー「13: 測光モード」 （ P .124) を「 ス 
ポット測光」 にすると、スタンダード i - TTL 調光になります。 7 反？ 







































内蔵フラッシュ撮影時のシャッタースピード制限 （ P .44) 


AUTO . し 
〇才ート 

]/ 已 00 〜 ]/60 秒 

マポートレート 

]/ 已 00 〜 ]/60 秒 

•g， こどちスナップ 

]/ 已 00 〜 ]/60 秒 

A ク□ーズアップ 

]/ 已日日〜 ]/12 已秒 

1^ 夜景ポートレート 

]/ 已 00 〜]秒 


P 

]/ 已 00 〜 ]/60 秒 

S 

]/ 已 00 〜 30 秒 

A 

]/ 已 00 〜 ]/60 秒 

M 

]/ 已 00 〜 30 秒 


內蔵フラッシュの調光範囲 （ P .44) 

調光範囲（光び届く距離）は IS 日感度と絞り値によって異なります。 



旧0感度 

調光範囲 （m) 

200 

400 

800 

1600 

絞 

じ 

値 

2 

2.8 

4 

已 .6 

約]〜ス已 

2.8 

4 

已 .6 

8 

約日 .7 〜已 .4 

4 

已 .6 

8 

11 

約日 .6 〜 3.8 

已 .6 

8 

11 

16 

約日 .6 〜 2.7 

8 

11 

16 

22 

約日 .6 〜 1.9 

11 

16 

22 

32 

約 0.6 〜 1.4 

16 

22 

32 

— 

約 0.6 〜日 .9 

22 

32 

— 

— 

約日 .6 〜日 .7 


® このカメラの準拠規格 



• Design rule for Camera File system (DCF) Version 2.0 :各社のデジタルカ 
メラで記録された画像ファイルを相互に利用し合うための記録形式です。 

- DP0F (Digital Print Order Format) :デジタルカメラで撮影した画像をプ U ント 
シヨップや家庭用プ U ンターで自動プ U ントするための記録フォーマットです。 

• Ex げ Version 2.21 : (Ex げ二 Exchangeable image file format for digital still 
cameras) :デジタルカメラとプ U ンターの連携を強化し、高品質なプ U ント出力 
を簡単に得ることを目指した規格です。この規格に対応したプ IJ ンターをお使いに 
なると、撮影時のカメラ情報をいかして最適なプ U ント出力を得ることびでさま 
す。詳しくはプ IJ ンターの使用説明書をご覧ください。 


- PictBridge :デジタルカメラとプ U ンターメーカーの各社び相互接続を保証するも 
ので、デジタルカメラの画像をパソコンを介さずプ U ンターで直接印刷するための 
164 標準規格です。 









































主な仕様 


型式 

レンズ交換式一眼レフレックスタイプデジタ >1 レカメラ 

画素数 

有効画素： 6.1 メガピクセル 

撮像素子 

23.7 X 1已 .6 mm サイズ総画素数：目.24 メガピクセル 


記録画素数 

3日日 8 X 2 日日日ピクセル （ L )、 22已 6 X 1 496ピクセ 
ル （ M )、] 已日 4 X ] 日日日ピクセル （ S ) 

レンズマウント 

ニコン F マウント （ AF カップリング、 AF 接点付さ） 

交換レンズ 


G または D タイプレンズ 

全機能を使用可（ IX ニッコールを除く） 


PC マイク□ニツコール 
8已 mm F 2.8 D 

オートフオーカスと露出モードの一部を除く機能を使用可 


G または D タイプに1が 
の AF レンズ 

3 D - RG 巨マルチパターン測光 n を除く機能使用可 
( F 3 AF 用を除く） 


AI-P ニツコール 

3 D - RG 巨マルチパターン測光 n 、 オートフオーカスを除 
<機能使用可 


非 CPU レンズ 

撮影モード M で使用可（露出計は使用不可)、開放 F 値び 
f / 已.目より明るい場合フオーカスエイド可 

実撮影画角 

レンズ表記の約].已倍の焦点距離レンズに相当 

ファインダー 

ミラーペンタ式一眼レフレックスファインダー 


視度調節機構 

—1 .6 〜 + 日.已 nr )-] 


アイポイント 

18 mm (-1.日 nrr ] のとき） 


ファインダースクリーン 

巨型ク U アマットスク U - ン V (フオーカスフレーム付） 


ファインダー視野率 

上下左ちとを約9曰％ (対実画面） 


ファインダー倍率 

約 0.7 已倍（已日 mm FI. 4レンズ - oo . - 1.0 m"] のとき） 

ミラー 

クイック U ターン式 

レンズ1 絞り 

瞬間復元式、電子制御式 

フオーカスエリア 

已箇所から]箇所を選択可能 

レンズヴーボ 

才ートフオーカス：シングル AF ヴーボ （ AF - S )、 コンティ 
ニュアス AF ヴーボ （ AF - C )、 AF - S / AF - C 自動切り換え 
( AF - A ) を選択可能、被写体条件により自動的に予測駆動 
フオーカスに移行 
マニュアルフオーカス可能 
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才- 

—トフ ォー カス 

TTL 位相差検出ち式、マルチ CAM 9 日日オートフォーカ 
スモジュールにより検出、 AF 補助光付（約日.5〜 3 m ) 


検出節囲 

EV -] 〜+ ]9 (に日]日0換算、常温に日む]) 


AF エリアモード 

シングルエ U ア AF モード、ダイナ三ック AF モード、至 
近優先ダイナ三ック AF モード 


フォー カス□ック 

AE / AF □ックボタン、またはシングル AF ヴーボ ( AF - S ) 
時にシャッターボタン半押しによって可能 


m 


主 

な 

仕 

様 



露出 


測光方式 

TTL 開放測光ち式 



マルチパターン測光 

42日分割 RG 巨センサーにより、 G タイプ、 D タイプレン 
ズ使用時は 3 D - RG 目マルチパターン測光 n び、その他の 
CPU レンズ使用時は RGB マルチノ くターン測光 n び可能 



中央部重点測光 

0 8 mm 相当を測光（中央部重点度約7已％) 



スポット測光 

約0 3.已 mm 相当を測光（全画面の約2.已％)、フオーカ 
スエ U アに連動して測光位置可動 


測光節囲 

EV 日〜2日（マルチパターン測光、中央部重点測光） 

EV 2 〜2日（スポット測光） 

(に日]日日換算、常温2日む、 F 1. 4レンズ使用時） 


露出計連動 

CPU 連動方式 


撮影モード 

11種 ： Agf :才 一 K ミ;：ポートレート 、圍： 風景、 を： 
こどをスナップ、' 5^: スポーツ、 化： ク□ーズアップ、 
因：夜景ポートレート、 P :マルチプ□グラムオート（プ 
□グラムシフト可能)、 S :シャッター優先オート、 A : 
絞り優先オート、 M :マニュアル 


露出補正 

+已段の範囲で]/3、 ] /2段刻みで補正可能 


オートブラケティング 

撮影コマ数； 3コマ 

補正量：±2段まで （ AE フラッシュブラケティング)、 

±3段まで（ホワイトバランスブラケティング） 


AE □ック 

AE/AF □ ックボタンによる輝度値□ック方式 

シャツター 

CCD 電子シャッターと機械式シャッターの併用 


シャッタースピード 

3日〜]/4日日日秒り/3、1/2段刻み)、 bulb 、 タイム 

撮像感度 

に日2日日〜] 6日日相当(:]段刻み） 

ホワイトバランス 

オート （42 日分割 RG 目センサー、撮像素子併用によるホ 
ワイトバランス）、マニュアル6種、プ U セット可能、ホ 
ワイトバランスブラケティング可能 
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内蔵フラッシュ 

撮影モード Agf 、 を、を、瓜因： 

オートポップアップ方式による自動発光 
撮影モード P 、 S 、 A、M : 

押しボタン操作による手動ポップアップ方式 


ガイドナンバー 

約]已（マニュアルフル発光時約] 7) ( IS 0200- m 、 20で）/ 
約]](マニュアルフル発光時約] 2) ( ISO 100 - m . 20で） 

調光 


シンク□同調 

X 接点（半導体ち式)、]/已日日秒しソ下の低速シャッタース 
ピードでフラッシュと同調 


調光方式 

42日分割 RG 目センサーによる次の TTL 調光制御： 

•内蔵フラッシュ、 S 目-8日日、 S 目-6日日のいずれかと、 
CPU レンズとの組み合わせ時は、 i - TTL - 巨 L 調光。同じ 
条件で測光モードをスポット測光にした場合、スタン 
ダード i - TTL 調光 （ S 目-8日日、 SB -6 日日側でも設定可能） 
絞り連動自動調光： SB -80 日と CPU レンズとの組み合わせ時 
夕卡ち 調光： S 巨-800、 S 巨- 80 DX 、 S 巨- 28 DX 、 S 巨-28、 

S 目-27、 S 目- 22 S などとの組み合わせ時 

距離優先マニュアル調光： S 目-8日日との組み合わせ時 


フラッシュモード 

撮影モード Agf 、 をを、 A: 

「通常発光オート」、「赤目軽減オート」（別売スピードライ 
卜使用時は「通常発光」、「赤目軽減」） 

撮影モード因： 

「通常発光才ート+スローシャッター」、「ホ目軽減才ート+ 
ス□ーシャッター」（別売スピードライト使用時は「通常発 
光+スローシャッター」、「ホ目軽減+スローシャッター」） 
撮影モード圍、 'k: 

別売スピードライト装着時に「通常発光」、「赤目軽減」 

撮影モード P 、 S 、 A、M : 

「通常発光」、「通常発光+ス□ーシャッター」、「赤目軽 
減」、「赤目軽減+ス□ーシャッター」、「後幕発光」 


調光補正 

- 3〜+ ] 段の範囲で]/3、 ] /2段刻みで補正可能 


アクセサリーシュー 

ホットシュー付：シンク□接点、レディ信号接点、モニ 
夕信号接点、 TTL 調光ストップ信号接点、 GND 付、セー 
フティ□ック機構（□ック巧）付 


ニコンク U エイティブ 
ライティングシステム 

内蔵フラッシュ、 S 目-8日日、 S 目-6日0との組み合わせに 
よ0発光色温度情報伝達 、 FV □ックに対応 

S 巨-8日日、 S 目-6日日との組み合わせによりアドバンスト 
ワイヤレスライティングに対応 
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記録 


記録媒体 

SD メモ U —カード 


記録画像ファイルお式 

Design rule for Camera File system ( DCF ) Version 
2.0 準拠 、 Digital Print Order Format ( DPOF ) 準拠 


圧縮 

- 12 ビット圧縮 RAW (約已日〇/〇〜7日〇/〇圧縮） 

• JPEG baseline 準拠 

セルフタイマー 

作動時間 2、日、]日、2日 秒に設定可能 

液晶 モニター 

2.日型低温ポ U シ U コン TFT 液晶、約] 3万画素、明るさ 
調整可能 

ビデオ出力 

NTSC 、 PAL から選択可能 

が部インターフエース 

US 巨 2.0 Hi-Speed 

王脚ネジ巧 

1/4 ( IS 日] 222規格） 

ファームウエアパ’ージョン 
ァップ 

ユーヴーによるファームウェアバージョンアップ可能 

表示言語 

ドイツ語、英語、スペイン語、フランス語、イタ U ア語、 
オランダ語、ポルトガル語、□シア語、スウェーデン語、 
繁体中国語、簡体中国語、日本語、韓国語 

電源 

- Li-ion IJ チャージャブルバッテリー EN - EL 3 a :電圧 
7.4 V DC [クイックチャージャ ー MH -18 a ] または[マ 
ルチチャージャー MH -19] (別売）使用 
• AC アダプター EH - 已（別売） 

寸法 （W X H X D ) 

約] 33 X 102 X 76 mm 

質量 

約已4日旨（バッテリー、メモ U - 力ード、ボディキャッ 
プを除 <) 

動作環境 


温度 

〇〜40に 


湿度 

85% i；rF (結露しないこと） 


付録主な仕様 
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Li-ion リチヤージャブルバッテリー EN-EL3a 


お式 

U チウムイオン電池 

定格 容量 

7.4 V/ ] 已日日 mAh 

寸法 

約 39 .已 mm (幅） x56mm (奥行き） x 21 mm (高さ） 

質量 （重さ） 

約 8 日旨（端テカバーを除く） 


クイックチャージャー MH-18a 


電源 

AC ] 日日〜 240V (已日/ 6 日 Hz) 

充電出力 

DC 8.4V/9 日日 mA 

適応電池 

Li-ion U チャージャブルバツテ U- EN-EL3a 

巧電時間 

約 13 已分 

使用温度 

日〜 +4 日。 C 

寸法 

約已 8 mm (幅 ）X GOmm (奥行き） x3 已 mm (高さ） 

コード長 

約] 8 日日 mm 

質量 （重さ） 

約 8 日旨（電源コードを除く） 


付録主な仕様 
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レンズ AF-S DX 18〜已已 mm f /3 .已〜已 .6 G ED 


型式 

ニコン F マウント CPU 内蔵 G タイス AF-S DX ニッコー 
ルズームレンズ （ニコンデジタルー眼レフカメラ [ニコン 
DX フォーマット]専用） 

焦点距離 

1 8 mm 〜已已 mm 

最大□径比 

]:3.5〜已.目 

レンズ構成 

已群7枚 （ ED レンズ]枚、非球面レンズ]枚） 

画角 

76°〜28°已ぴ 

焦点距離目盛 

18、24、3已、45、已已 mm 

撮影距離情報 

カメラボディへの撮影距離情報出力可能 

ズーミング 

ズーム U ングによる回転式 

ピント合わせ 

超音波モーターによるオートフォーカス、マニュアル 
フオーカス可能 

最短撮影距離 

0.28 m (ズーム全域） 

絞り方式 

自動絞0 

絞りの節囲 

焦点距離18 mm 時 f /3 .曰〜22、曰曰 mm 時 f / 曰.目〜38 

測光方式 

開放測光 

アタッチメントサイズ 

已 2 mm ( P 二0.7已 mm ) 

寸法 

約目 9 mm (最大径） X 74 mm (バヨネット基準面から 
レンズ先端まで） 

質量（重さ） 

約21日旨 

レンズフード（別売） 

フード H 巨-33 

® 繼 


付録主な仕様 
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巧仕様についてのごま意 

•仕様中のデータは特に記載のある場合を除さ、すべて常温（2日む）、フル充電バッ 
テ IJ 一使用時のをのです。 

•仕様•性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説明書 
の誤りなどについての補償はご容赦ください。 

巧連続撮影コマ数（電池寿命）についてのごミ主意 

参考値； Li-ion U チャージャブルバッテ U-EN-EL3a り己日 OmAh) による連続撮 
影コマ数（電池寿命）の目安X’ 

※充電状態、使用環境によって電池寿命び異なります。 

•測定条件は当社条件（常温く 2び C>) によります。 

• 記載されている数値は下記の当社試験条件によるをのです。撮影状況により数値は 
増減します。 

1) 約2已〇日コマ：装着レンズ AF-S DX ] 8〜已已 mm f/3.5 〜已 .6G ED. Qj CM 
写）モード、フオーカスモード AF-C、 画質モード目 AS に、画像サイズ M、 シャッ 
夕ースピード1/25日秒でシャッターの半押しを3秒間持続させた後、無限遠から 
至近間を3往復し、目回連続レ IJ ーズした後、液晶モニターを已砂間点な。消な後、 
半押しタイマーびオフになるまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 

2) 約已日日コマ：装着レンズ AF-S DX 18〜 55mm f/3.5 〜 5.6G ED、 回 （1 コマ 
撮影）モード、フ オーカ スモード AF-S、 画質モード NORMAL、 画像サイズし 
シ ャッ タースピード]/250秒でシャ ッターの 半押しを5秒間持続させた後、無限 
遠から至近間を]往復し、]回レ U —ズ （2 回に]回は内蔵フラッシュをフル発光) 
した後、半押しタイマーびオフになるまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 

を])内蔵フラッシュ発光時には AF 補助光を発光させる。 

を 2) 10 コマ撮影後、カメラの電源を]分間 OFF にする。 

似下の場合はバッテ U —の消耗び速くなります； 

•液晶モニターを使用した場合、シャッターボタンの半押しを続けた場合、オー 
トフオーカスのレンズ駆動を繰り返し行った場合、画質モード RAW、RAW + 
巨 AS にで撮影した場合、低速シャッタースピードで撮影した場合 

バッテ U —の性能を最大限に発揮させるため、次のことにごを意ください。 

•バッテ IJ 一の端テを巧さないでください。端テび巧れていると、充分な性能び発揮 
でさません。 

•充電び完了したバッテ U —は、なるべく早いうちにお使いください。使わないまま 
放置していると、自己放電によって、バッテ IJ 一残量び減ってしまいます。 

a 使用説明書の再発巧についてのご案内 

使用説明書を紛失した場合は、新しい使用説明書をニコンサービスセンターでお求め 
ください（有輯)。 


付録主な仕様 
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索引 


(太字はメニュー項目を示しています) 


記号 

Agf ー オート（撮影モード） 

をーポートレート（撮影モード） 
m -風景（撮影モード） 

•を一こどちスナップ（撮影モード） 
\ -スポーツ（撮影モード） 

化ーク□ーズアップ（撮影モード） 
0一 夜景ポートレート（撮影モード) 


もーレディーライト 

EL 一 AE □ック 


FV □ック 

オートブラケティング 
露出補正 
>調光補正 

(時刻未設定） - 曰時設定 



ーホワイトバランス 
ーセルフタイマー /U モコンモード 
プ□グラムシフト 


[H.Qu -単写/連写モード 


英数 


m 
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AE/AF □ックボタン （カスタムメニュ ー) ]27 

AE フラッシュブラケテイング- ► オートブラケテイング 

AE □ック7、12己、129 

AF-A、AF-C、AF-S 一 AF モードの選択 

AF エリアモード設定 （カスタムメニュー） ] ]已 

AF 補助光3、4]、117 

AF モード ー AF モードの選択 

AF モードの選択 （カスタムメニュー） ]] 4 

AF □ックー フォー カス□ック 

BASIC 一 画質モード 

Bulb -長時間露光 

DPOF 7已、80、83、164 

Exif Version 2.21 164 

FINE 一 画質モード 

FV □ック7、127 

に0感度6、7、48、1 18. 119 

に0設定 （撮影メニュー ） 48 

JPEG 37、39 

Mass Storage -► US 巨設定 

NEF 37、39 





Nikon Capture 4 7]、93、 148 

NORMAL 一 画質モード 

円 ct 目 ridge 76、164 

PictureProject ]、71、73 

PC ー パソコンとの接続 

PTP 一 US 巨設定 

RAW 一 画質モード 

SD メモ U —カード ーメモ U —カード 

USB 3、 7] 〜74、76、89 

USB 設定 （セットアップメニュ ー) 89 

W 巨ブラケティング^オートブラケティング 

1コマ表示モード62 

2秒リモコン撮影^ U モコン撮影 


お 

赤目軽減 44 

アドバンストメニューー メニュー表示切換 
色合い調整^仕上びり設定 
印刷^プリント 

インターバル設定^スライドショー 
インデックス印刷^ダイレクトプリント 
液晶モニター 4、30、32 〜 3 已、 62 〜68、 87、130 
液晶 モニターパワー オフ （カスタム メニュー） ]3 日 
オート（撮影モード） 18 

才ートフオーカス 19、2]、40 〜 42、1 14.]] 已、 127 
オートブラケティング （カスタムメニュー） ]2 日 

か 

力ードフォーマット （セットアップメニュー） 86 

力ード無時レリーズ （カスタムメニュー） 1] 目 

階調補正^仕上び0設定 

拡大表示 66、107 

画質モード （撮影メニュー） 37 

カスタムメニュー 32、86、112 

画像コメント （セットアップメニュ ー) 88 

画像サイズ （撮影メニュー） 38 

画像ファイル 36 〜 39、162 

画面の明るさ （セットアップメニュー） 87 

カラー設定^仕上びり設定 

感度^に日感度 

感度自動制御 （カスタムメニュー） ]] 9 
感度自動設定 （カスタムメニュー） ]] 8 
記録フォルダー設定 （セットアップメニュ ー) 90 
クリーニングミラーアップ （セットアップメニュー） ] 已日 
ク□ーズアップ（撮影モード） 26 


m 
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言語 （セットアップメニュー ）87 
構図20、40〜42、9已、12已、127 
こどちスナップ（撮影モード）2已 

コンティニュアス AF ヴーボ （ AF - C ) 一 AF モードの選択 


さ 


m 





再生30、62、106 

再生フォルダー設定 （再生メニュー） ] 日8 

再生メニュー32、106 

彩度設定^仕上びり設定 

削除 （再生メニュー）1日8 

肖 IJ 除30、62、68、 ] 08 

撮影画像確認 （カスタムメニュー） ]] 6 

撮影可能コマ数6、7、19、27、162 

撮影情報63 

撮影メニュー32、96 

撮影モード8 

撮影モードダイヤル3、8 

サムネイル表示モード6已 

仕上びり設定 （撮影メニュー）58、97 

至近優先ダイナ三ック^ AF エ U アモード設定 

時刻] 2、86 

姿勢情報記録 （セットアップメニュー ） 9已 

視度調節4、17 

絞 0 6、7、49 〜已 6 

絞り優先オート（撮影モード）已4 

シャッ タースピード6、7、49 〜已 6、 ] ]9 

シャッター優先オート（撮影モード）已3 

瞬時 IJ モコン撮影- ► U モコン撮影 

初期化ーカードフォーマット 

初期設定 iii 、 61、1 13. 132、134 

シングル ー AF エ U アモード設定 

シングル AF ヴーボ （ AF - S ) 一 AF モードの選択 

シンプルメニューー メニュー表示切換 

ズーム 日、 2日 

スピードライト ] 42〜] 46 

スポーツ（撮影モード）26 

スポット測光]24 

スモールピクチャー (再生メニュー） ]]] 

スライド シヨー (再生メニュ ー) ]] 日 

セットアップメニュー32、8已 

セルフタイマー (カスタムメニュー）13日 

セルフタイマー撮影28 

セルフタイマー / U モコンモード3、目、28 

測光モード （カスタムメニュー）124 


774 



た 

ダイナ三ックー AF エ U アモード設定 

ダイレクトプリント已8、76、83 

ダストオフデータ取得 （セットアップメニュー）93 

縦位置自動回転 （再生メニュー） ] 日9 

単写^単写/連写モード 

単写/連写モード4、6、27、162 

中央部重点測光^測光モード 

調光範囲23、164 

調光補正47 

長時間露光（バルブ）已6 

ツーボタンリセット 61、132、134 

テレビ69、87 

電源3、7、 ] 8 

電子音設定 （カスタムメニュー） ]] 3 
卜 U ミングーダイレクトプリント 


な 

内蔵 AF 補助光 （カスタムメニュ ー)1] 7 
内蔵フラッシュ発光 (カスタム乂ニュー ) ] 29 
日時設定 （セットアップメニュ ー) 12、86 
ノイズ除去 （撮影メニュー）99 


は 

八イライト表示64 
パソコンとの接続 7] 

バッテリー 4、目、7、 ] 日、] 8、147 

バルブ^長時間露光 

半押し21、41、114、129、130 

半巧し AE □ック （カスタムメニュ ー) 129 

半巧しタイマー (カスタムメニュー）13日 

ピクトブリッジー円 ct 目 ridge 

非 CPU レンズ138 

ヒストグラム表示目4 

曰付 ] 2、79、8]、84、86 

ビデオ出力 （セットアップメニュー）87 

表示パネル3、6、130 

ピント7、2]、4日、43、1 14.]] 已 

ファームウェアバージョン （セットアップメニュー) 

ファインダー 4、7、17、2日、117 

ファイル名39、63、92 

風景（撮影モード）2已 

フオーカスエイド 43 

フオーカスエ U ア7、2日、2]、4日、]]已、 ]] 7 
フオー カスエリア照明 （カスタムメニュ ー)]] 7 
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フオーカスモードー AF モードの選択 
フオーカス□ック41、127、129 

フラッシュ3、23、2己、44、1 16. ] 2日、127、129、142、163、164 
フラッシュ調光補正 （カスタムメニュ ー)] ]6 
フラッシュモード6、23、44 
プリセットホワイトバランス ] 日日 
プ U ンターーダイレクトプ U ント 
プ U ント7已 

プリント指定 （再生メニュー）83、 ]]] 

プ□グラムオート（撮影モード）已2 
プ□グラムシフト52 
プ□テクト67 
ヘルプ32 

ポートレート（撮影モード）25 
ホワイトバランス （撮影メニュ ー) 已9、 ] 日日 
ホヮィトバランスブラケティング^オートブラケテイング 


ま 

マニュアル（撮影モード）已已 
マニュアル発光モード^内蔵フラッシュ発光 
マニュアルフオーカス43 
マルチパターン測光^測光モード 
メニュー32、8已〜] 3] 

メニュー表示切換 （セットアップメニュ ー） 86 

メモ|」_力ード4、6、7、14、19、36、7已、86、1 16. 148 


や 

夜景ポートレート（撮影モード）26 


ら 


m 





リセット （カスタムメニュ ー)]] 3 
U モコン撮影28 

リモコン待機時間 （カスタムメニュー）]3] 

輪郭強調^仕上びり設定 

レディーライト7、23 

レンズ已、9、 ] 38 

連写^単写/連写モード 

連続撮影^単写/連写モード 

連番モード （セットアップメニュー ） 92 

□ー パス フィルター ] 已日 

露出インジケーター已6、已7 

露出値ステップ幅 （カスタムメニュー） ] 2日 

露出補正已7 


176 



フターサービスのご案巧 


■この製品の操作方法や修理についてのお問い合わせは 

この製品の操作方法や修理についてご質問びございましたら、ニコンカスタマー 

サポートセンターまでお問い合わせください。 

• ニコンカスタマーヴポートセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

♦お願い 

•次ページの「お問い合わせ承り書」の内容をご確認の上、お問い合わせください。 

•より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でを次ページの「お問い合わせ承り書」 
の所定の項目にご記入いたださ、 FAX または郵送でお送りください。「お問い合わせ 
承り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使いいただけます。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、またはニコンサービスセンターにご依頼ください。 

•ニコンサービスセンターにつきましては、「ニコンサービス機関のご案内」をご参照 
ください。 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびでさない場合は、最寄りの 
販売店またはニコンサービスセンターにご相談ください。 

■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の 

保有年数は、製造打ち切り後7年を目まとしています。 

• 修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過後 
でち修理可能な場合びありますので、ご購入店またはニコンサービスセンターへお問 
い合わせ<ださい。水没、火災、落下等による故障または破損で全損と認められる場 
合は、修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、ニコン 
サービスセンターにお任せください。 

■インターネットご利用の方へ 

•ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を次 
の当社 Web サイトでご覧いただくことびでさます。 

http :// www . nikon - image . com / jpn / support / mdex.htm 

•製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめします。 


アフタ—サ—ビスのご案内 
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ニコンカスタマーヴポートセンター行 

FAX :03 -己977 - 7499 


【お問い合わせ承り書】太枠内のみご記入くださし、 


お問い合わせ曰： 

年 月 

曰 

お買い上げ曰： 

年 月 

曰 

製品名： 

シ IJ アル番号： 


フ1」ガナ 



お名前： 




連絡先ご住所：□自宅 □会社 


TEL: 

— FAX: _ 

ご使用のパソコンの機種名： 

メモ U 容量： 八ードディスクの空さ容量： 

0 S のバージョン： ご使用のインターフェースカード名： 

その他接続している周辺機器名： 

ご使用のアプ U ケーションソフト名： 

ご使用の当社ソフトウェアのバージョン名： 

問題び発生したとさの症状、表示されたメッセージ、症状の発生頻度 

(おわかりになる範囲で結構ですので、でさるだけ詳しくお書さください） 


《このページはコピーしてお使いください。 


整理番号： 











Nikon 


— _ 製品の使い方と修理に関するお問い合わせ_ ] 

くニコンカスタマーヴポートセンター> 


ミ固共通 営業時間： 9:30〜18:00 (年末年始、夏期休假等を除く毎日） 

S 0570-02-8000 携帯電話' 邮等をご使用の場合は、〇ヨが了了-了〇ヨミにお 

納通話料金でご利用し、ただけます かけくださし、 


巿巧通話料で OK 

ナビブイがレぁ 


FAX でのご相説ま、 03-5977-7499 におかけください。 


音声によるご案内に従い、ご利用窓口の番号を入力してください。お問い合わせ窓口の担当者 
びご質問にお答えいたします。 


ニコン宅配修理ヴービスのご案内 

修理品捆包資材のお届けから修理品のお引さ取り、修理後の製品のお届けまでのサービスは下記 
をご利用ください。（有料サービス） 

くニコン宅配 f 録里ヴービスお申し込み専用窓 □> 

_ 携帯電話や PHS 等からのご利用はでさません。 

關 S 01 20-868-545 営業時間： 9:30〜17:30 (± - 0 -祝日を除く毎日）年末年始、夏期休暇等、 

休業する場合びあります。 

なお、上記フ U —ダイヤルでは宅配修理サービス関連け外のご案内は斤っておりません。 


株式会社^ 3 ^ 

ニコ >力が! R 売株式を社 


SB5G04(10) 
6MBA4210-04 






